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<表紙解説>

。 人間の耳は音声中の重要な音を選び出すため
余 韻 に不要な音を覆い隠すマスクを形作ります。
表 紙 の 図 は 、 び 、 ぼ 、 ば 、  と ぃ っ た 3 つ の 音 を 聞 い た と
きにできる時間周波数平面上のマスクを表しています。
詳しくは関連記事 「 人 間 の 耳 、 コ ン ピ ュ 一 夕 の 耳 」 ( 6 ,
7 ペ ー ジ ) を ご 覧 く だ さ い 。
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e巻 頭 言

米国から一本のビデオテ ー プが届いた。 胸をわく わ く  させながら再生。 素人撮影の画面

と共に、 なにやら怪しげな音楽で始まる。 白板に描かれた象徴的な絵。突然登場した髭面

の男が一瞬静かに微笑んだ後、 し ゃべり始めた。これは、ポストドク研究者による職探し

の売り込みビデオである。 やや次元が低いが、 これそマルチメディアの威力である。映像

と音声が、 日頃受け取るレ夕 一 や電子メ ー ルとは桁違いの情報を与えてくれる。 こ こ で 興

味を惹かれたのは、研究内容だけではなく、この研究者の人物像である。顔の表情、目つき、

声、 し ゃべり方などに注意が向く。「この男、馬力はあるが、なかなか頑固そうだ。チー

ム ワ ー クには難しぃな。」 と想像が広がる。相手に多くの情報を与える場合、 自分に都合

の良いものばかりを与えることはなかなか難しぃ。当たり前の教訓を再認識して苦笑する。

基礎・基盤研究は人に大きく依存する。人の情報は世界から寄せられ、学際的かっ異質

性に富む研究集団が構成される。 そこでは、 未知の分野の開拓には欠かせないシナジーが

生まれ、これがA T Rでの研究推進の原動力となってきた。研究テ ー マへの適材の確保と、

もてる能力を充分に発揮させる研究環境が成功への可能性を高める。 しかし、 この自明の

理は言うは易く行うは難い。先端科学技術分野の研究・開発では、研究運営体制が研究推

進のニー ズに即応できるダイナミズムを備える必要がある。 ある研究テ ーマを遂行するた

めのプライオリティが、この人材の確保にあるのか、あるいは、この装置の購入にあるの

かを、研究の現場で判断し、決定し、これを速やかに実行できる体制が必要である。しかし、

このような体制を基本としても、 人材の確保における世界との競争が必ずしも勝利におわ

る訳ではない。

「今年の最優秀研究賞に輝いた若手研究者に対し、 彼の研究を正当に評価したジョブオ

フ ァ ー は日本からのみである。 これに匹敵するオファ ーが米国において一件もないとぃう

現実は由々しき事態である」。 こ れ は 、 昨 年 の ナ ノ テ ク ノ ロ ジ一研究会議議長が会議後の

イン夕ビュ ー に応えて語つた一節である。人工生命からナノテクノロジ ーへの新しぃ研究

展開を睨み、 当所がキ ー パー ソンとして目を着けたのが米国の工科大学で今年Ph .D.の取

得見込みの学生であった。 当研究所のプロジェク トへの参画に対する学生の意欲と期待を

充分に感じっつ、交渉は順調に進んでいるように見えた。しかし、皮肉なもので、彼に対

する我々の評価の正しさを実証した受賞と議長へのイン夕ビュ一記事が引き金となり、 米

国を中心とした世界の研究機関から数十にのぼるオファ ーが寄せられる事態となった。 そ

れ で も な お A T R に と い う 期 待 は 、 今 の と こ ろ 期 待 だ け に 終 り っ つ あ る 。  この分野での

ATRの研究戦略が、 ある種のインパクトを世界に与えた結果とはなったが。

研究は人なり。魅力的な研究環境と共に、 国内外の頭脳に対するA T Rの吸引力を益々

強 め る こ と が 求 め ら れ る 。  今までは不可能であったことを可能にする研究の場として。
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e研究動向紹介

3 地 点 の 参 加 者 が一堂 に 会 し て 仮 想

物 体 を 生 成 。 操 作 す る

( 株 ) A T R 通 信 シ ス テ ム 研 究 所

知能処理研究室

岸 野  文 郎 、 志 和  新一、 北 村  泰一

通信シ ス テ ム 研 究 所 で 進 め て い る l li11場感通信会議関連研究の集大成と し て 、  3 地 点 を 通 信 回 線 で 結 ん だ 実

験 シ ス テ ム を 開 発 し ま し た 。  本 シ ス テ ム は 1 2 0 度 の 広 視 野 立 体 表 示 、  自 然 な 人 物 表 情 生 成 、  ジ ェ ス チ ャ ー

と 音 声 認 識 に よ る 仮 想 物 体 操 作 、 高 度 な 衡 突 検 出 に よ る 操 作 支 接 、  1 . 5 M b p s 以 下 の 低 ビ ッ ト レ ー ト 伝 送 、

等 の 特 徴 が あ り ま す 。  開 発 し た シ ス テ ム は 高 度 な 協 調 作 業 を 伴 う 種 々 の 会 講 1,;へ の 応 用 が 期 待 で き ま す 。

[j] は じ め に

A T R 通 信 シ ス テ ム 研 究 所 で は 、  異 な っ た 違 隔 地

に い る 多 く の 人 々 が 、  一堂 に 会 し た 面 談 の 感 覚 で 会

議 を 行 う 臨 場 感 通 信 会 議 を 提 案 し 、  その実現に必要

な 要 素 技 術 の 研 究 を 進 め て い ま す [ 1 ] 。  今 回 、  要 素

技 術 を 統 合 し て 総 合 的 な 評 価 を 行 う た め に 実 験 シ ス

テ ム を 作 り ま し た 。  こ の シ ス テ ム を 国 際 電 気 通 信 連

合 ( I T U ) 全 権 委 員 会 議 に 出 展 し て 、  3 地 点 を 結 ん

で 高 度 な 協 調 作 業 を 行 う 実 験 を 行 い ま し た 。 こ こ で

は こ の 実 験 シ ス テ ム の 概 要 を 説 明 し ま す 。

国 高 度 な 協 調 作 業 が で き  る 臨 場 感 通 信 会 議 を 目 指

して

1 .  システム全体の構成について

図 1 は 臨 場 感 通 信 会 議 実 験 シ ス テ ム  ( A T R  v ir-

t u a l S p a c e  Teleconferencing S y s t e m ) の 構 成 を 示 し

て い ま す 。  実 験 シ ス テ ム の 主 会 場 で あ る 国 立 京 都 国

際 会 館 イ ベ ン ト ホ ー ル に は 、 広 視 野 の 2 面 デ ィ ス プ

レ イ を 用 い 、  左 画 面 に A T R -1 会 場 の 参 加 者 を 、  右

画 面 に A T R - 2 会 場 の 参 加 者 を そ れ ぞ れ 表 示 し ま す 。

主 会 場 の 参 加 者 は 液 晶 メ ガ ネ を っ け て 画 面 を 見 る こ

と に よ り 、 表 示 さ れ て い る A T R - 1 , -2の両参加者、

お よ び 画 面 に 表 示 さ れ て い る 物 体 を 立 体 画 像 と し て

見 る こ と が で き ま す 。  ま た 、 主 会 場 の 参 加 者 は セ ン

サ 一 付 き の 手 袋 を は め る こ と に よ り 、 表 示 さ れ て い

る 物 体 を 自 由 に 操 作 す る こ と が で き ま す 。 実 験 シ ス

テ ム で は 神 輿 ( み こ し )  を 組 み 立 て る 作 業 を 共 同 で

行 い ま し た 。

2 .  システムの技術的な特徴

本 シ ス テ ム は 次 の 特 徴 を 持 つ て い ま す 。

( 1 )  2 面 デ イ ス プ レ イ に よ る 高 臨 場 感 表 示

2 枚 の 表 示 面 を 横 に 密 着 し て 並 べ 、  継 ぎ 目 の な ぃ

横 長 の 画 面 に 立 体 画 像 を 表 示 す る こ と に よ り 、  視 野

角12 0 度 の 包 み 込 ま れ る よ う な 視 界 を 生 み 出 す こ と

が で き ま し た 。 ま た 、 各 画 面 の 表 示 を 2 台 の ワ ー ク

ス テ ー シ ョ ン  (WS )  に 分 担 さ せ る こ と に よ り 、  5

枚 / 秒 程 度 の な め ら か な 動 き を 持 つ た 画 像 を 表 示 す

る こ と が で き ま し た 。 な お 、  2 台 の W S の 表 示 画 面

は 、 同 期 を と る こ と に よ り 、 あ た か も 1 1111t_の 画 面 で

あ る か の よ う に 表 示 し て い ま す 。

( 2 ) 生 き 生 き と し たcG人物画像の再現

表 示 さ れ て い る 人 物 画 像 は 実 際 に 撮 影 し た 画 像 で

な く 、  3 次 元 の 人 物 モ デ ル に テ ク ス チ ャ ー を 貼 つ た

CG画像です。 こ の た め 、  立 ち 上 が れ ば 上 か ら 見 え

る と い っ た 、 見 る 人 の 視 点 に 応 じ た 画 像 を 表 示 す る

こ と が で き ま す 。  こ の C G 画 像 が ど れ だ け 人 間 ら し

く 見 え る か は 、 A T R -1 , - 2 の セ ン サ ー で あ る カ メ ラ

が 参 加 者 の 表 情 を ど れ だ け 正 確 に 検 出 で き る か 、  ま

た 、  得 ら れ た 検 出 デー タ か ら 人 物 モ デ ル を ど れ だ け

自 由 に 変 形 で き る か に 依 つ て い ま す 。  今 回 は 、  下 半

身 も 含 め 全 身 像 の 動 き を 再 現 す る よ う に し ま し た 。

さ ら に 、 表 情 変 化 に と も な う 顧 特 徴 点 の 変 位 を 詳 細

に 計 測 し 、  自 然 な 表 情 形 成 に 寄 与 す る13点を主観評

価 に よ り 求 め 、 貼 付 す る マ ー カ ー の 位 置 を 決 定 し ま

し た 。 そ し て 、 喜 び 、 驚 き な ど の 6 基 本 表 情 に 対 応

し た テ ク ス チ ャ ー を 用 意 し 、  マ ー カ ー の 変 化 か ら 表

情 を 特 定 し て テ ク ス チ ャ ー を 連 続 的 に 貼 り 変 え る こ

と に よ り 、  し わ な ど の リ ア ル な 表 情 を 再 現 す る よ う

に し ま し た 。

( 3 ) 衝 突 検 出 や 音 声 認 識 に よ る 操 作 性 の 向 上

神 興 と ぃ う 複 雑 な 物 体 を 、  そ れ を 構 成 し て い る 各

パー ツ を 組 み 合 わ せ て 、  3 地 点 間 で 話 し 合 い な が ら

作 り 上 げ る と ぃ う 協 調 作 業 に お ぃ て 、 手 振 り に よ る

ジ ェ ス チ ャ ー に 加 え て 衝 突 検 出 や 音 声 認 識 [ 2 l を 導
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入 し ま  した。 衝 突 検 出 技 術 を 用 い れ ば 、  各 パー ツ の

衝 突 時 に 的 確 な 衝 突 音 を 発 生 さ せ た り 、  衝 突 面 を わ

か り ゃ す く 表 示 で き ま す 。 今 回 の シ ス テ ム で は 、 粗

密 法 を 適 用 し 、 大 ま か な 物 体 間 の 衝 突 を 推 定 し た 後 、

多 面 体 の 面 レ ベ ル ま で の 衝 突 を 特 定 で き る ア ル ゴ リ

ズ ム を 新 た に 提 案 す る こ と に よ り 、 複 雑 な 物 体 で

あ っ て も 、  リ ア ル 夕 イ ム で 、 か っ面 レ ベ ル ま で 高 精

度 に 衝 突 を 検 出 し ま し た 。 ま た 、  ジ ェ ス チ ャ ー と 音

声 認 識 と を 組 み 合 わ せ た 指 示 ・ 操 作 は 、 協 調 作 業 の

操 作 性 を よ り 一 層 向 上 さ せ る こ と が わ か り ま し た 。

( 4 ) I S D N 回 線 を 用 い た 低 ビ ッ ト レ ー ト な 伝 送

提 案 シ ス テ ム は 縦 X 横 : 5 0 0 X 2 5 0 0 画 素 も の 画 像

を 毎 秒 1 2 0 H z で 表 示 す る も の で 、 単 純 に 伝 送 す る と

H D T V 以 上 の 容 量 を 持 つ て い ま す 。  今 回 の 実 験 で は

こ れ を 1 . 5 M b p s の I N S 1 5 0 0 、  1 回 線 だ け で 十 分 伝

送 で き る こ と が 確 認 で き ま し た 。 こ の よ う な 低 ビ ッ

ト レ ー ト 伝 送 が 可 能 で あ る 理 由 は 、  本 シ ス テ ム が 画

像 そ の も の を 伝 送 す る の で は な  く 、 セ ン サー か ら の

位 置 デー タ だ け を 伝 送 し 、 表 示 側 のwS がcG 画 像 を

リ ア ル タ イ ム に 生 成 す る 、  と い う モ デ ル ベ ー ス符号

化 の 特 徴 に よ る も の で す 。

[El お わ り に

A T R 通 信 シ ス テ ム 研 究 所 で 開 発 し た 3 地 点 間 の

臨 場 感 通 信 会 議 実 験 シ ス テ ム の 構 成 ・ 特 徴 を 紹 介 し

ま し た 。 こ こ で 得 ら れ た 技 術 が 、 今 後 、 デ ザ イ ン 開

発 支 援 な ど の 高 度 な 協 調 作 業 を 要 す る 各 種 シ ス テ ム

に 利 用 さ れ る こ と を 期 待 し ま す 。

参考文献

〔 1 〕 た と え ば 、 竹 村 :  「 臨 場 感 通 信 会 議 に お け る 仮 想 物 体

操 作 」 、 A T R ジ ャ ー ナル第11号(1992 )

〔 2 〕 鷹 見 、 永 井 、 嵯 峨 山 :  「a k a ( 赤 )  と a k i ( 秋 )  の / k /

は 同 じ 音 ? 」 、  A T R ジ ャ ー ナ ル 第 l 2 号  (1992)

図 1 臨 場 感 通 信 会 議 実 験 シ ス テ ム の 構 成
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e研究動向紹介

音声言語データベース

一 話し言葉を収集し、音声的・言語的特徴を探る 一

(株)ATR音声翻訳通信研究所

竹 澤 寿 幸 、 古 瀬  蔵 、 中 村  驚

A T R 音 声 翻 訳 通 信 研 究 所 で 収 集 し て い る 新 し ぃ 音 声 言 語 デ ー タ ベ ー ス に っ い て 紹 介 し ま す 。  我々の研究

日 標 は 、  自 然 に 発 声 さ れ た 音 声 を 受 理 し て 相 手 言 語 に ・細 訳 す る シ ス テ ム の 構 築 で す 。  そ の よ う な シ ス テ ム

構 築 の 可 能 性 を 検 討 す る た め に 収 集 し た 基 礎 資 料 が 音 声 言 語 デー タ ベ ー ス の 内 容 で す 。  そ の 他 に 、  音声研

究 の た め の 音 声 デー タ ベ ー ス と 、 言 語 翻 訳 研 究 の た め の 言 語 デー タ ベ ー ス が あ り ま す 。  こ こ で は 、 音 声 言

語 デ ー タ ベ ー ス に 重 点 を お ぃ て 紹 介 し ま す 。

[i] ま え が き

音 声 や 言 語 の デ ー タ ベ ー ス は 、  音 声 翻 訳 研 究 を 進

め る た め に 必 要 で か っ 重 要 で す 。  A T R で も 既 に 音

声 デー タ ベ ー ス 〔 1 〕 と 言 語 デー タ ベ ー ス〔2〕を構築

し 、 研 究 成 果 物 と し て 広 く 公 開 し 、 多 く の 研 究 機 関

で 利 用 し て い た だ い て お り ま す 。  こ れ ら の デー タ

ベー ス は 、 そ れ ぞ れ 、 音 声 の 研 究 お よ び 言 語 の 研 究

に 適 し た 形 で 収 集 さ れ た も の で す 。 最 近 の 音 声 翻 訳

研 究 の 進 歩 と と も に 、 音 声 と 言 語 の 両 方 の 特 徴 、  さ

ら に 、  そ れ ら が 関 連 し 合 う 現 象 を 抽 出 で き る デー タ

ベー ス が 必 要 と な っ て き ま し た 。 そ こ で 、 我 々 の 新

し ぃ 研 究 目 標 で あ る  「 自 然 に 発 声 さ れ た 音 声 を 翻 訳

す る 」  た め に 必 要 な 話 し 言 葉 の 特 徴 を 音 声 的 に も 言

語 的 に も 把 握 で き る 新 し ぃ 音 声 言 語 デー タ ベー ス を

構 築 し て い ま す 。

国 何 を 集 め る の か ?

1 , ど ん な 現 象 を 集 め る の か ?

音声現象、 言語現象、 そ れ ら が 互 い に 関 連 し 合 う

現象(音声言語現象)が、 自 然 に 発 声 さ れ た 音 声 に は

含 ま れ ま す 。 収 集 す る 音 声 言 語 デー タ に 、  そ れ ら が

適 度 に 含 ま れ る 必 要 が あ り ま す 。  今後の研究で重要

に な る で あ ろ う 項 目 を 次 に 掲 げ ま す 。 音 声 現 象 の 例

を ( 1 ) に 、 言 語 現 象 の 例 を ( 2 ) ,  ( 3 ) に 、 音 声 言 語 現

象の例を(4 ) , ( 5 )に示します。

( 1 )音声波形に含まれる音響的な情報の変化。多様性

音 声 は 、 話 者 や 発 声 の 仕 方 ・ 話 し 方 に よ っ て 変

化 し ま す 。  図 1 の 1 9 行 目 に 「 そ れ じ ゃ あ」 と ぃ

う 言 葉 が あ り ま す が 、 「 そ れ で は 」 「そ れ じ ゃ 」 な

ど に 変 化 す る こ と が あ り ま す 。 文 字 に は 表 せ な ぃ

微 妙 な 変 化 も あ り ま す 。

( 2 ) く だ け た 話 し 言 葉 、 あ る い は 、 状 況 に 依 存 す る 話 し

言 葉

く だ け た 話 し 言 葉 や 、  状 況 に 依 存 す る 話 し 言 葉

は 翻 訳 す る の が 困 難 で す 。 例 え ば 、 図 1 の 5 行 日

と 1 3 行 目 に I  see. ' ' と い う 英 語 が あ り ま す 。 そ

れ ぞ れ 「 そ う で す か 。」 「 わ か り ま し た 。」 と ぃ う

別 の 日 本 語 に 訳 さ れ て い ま す 。

( 3 )異なる言語を話す2人の対話

言 語 は 文 化 を 反 映 し ま す 。  し た が,っ て 、  異 な る

言 語 を 話 す 人 の 間 で は 、  対 話 の 進 め 方 が 異 な り  ま

す。 例 え ば 、  相 手 に 依 頼 す る 場 合 に 、  直 接 的 に 依

頼 す る か 、  あ る い は 、  婉 曲 に 依 頼 す る か と ぃ う 差

に な っ て 現 れ る こ と も あ り ま す 。

(4)不適格な表現

「あ の ー 」 「 え 一 と 」  と ぃ っ た 間 投 詞 や 、 言 い

直 し な ど の 音 声 言 語 現 象 が 、  自 然 な 発 声 で は 出 現

します。 従 来 の 音 声 認 識 や 言 語 翻 訳 の 研 究 で は 、

こ の よ う な 音 声 言 語 現 象 は 「不 適 格 」 な も の と し

て 、 敢 え て 扱 わ れ て き ま せ ん で し た 。

( 5 ) 韻 律 ( 音 声 の 高 低 ・ 強 弱 な ど ) 情 報

自 然 な 発 声 で は 、  韻 律 情 報 が 重 要 な 働 き を し ま

す 。 文 末 を 上 が り 調 子 に し て 「あ り ま せ ん」 と 発

声 す る と  「 あ り ま せ ん か」 の 意 味 に な る こ と が あ

り ま す 。

2 .  ど ん な 領 域 で ど ん な 目 的 を 持 つ た 対 話 を 集 め る

の か ?

多 く の 人 に 親 し み の 持 て る 領 域 と し て 「 旅 行 に 関

す る 対 話 」  を 選 び ま し た 。  そ こ で 達 成 し た い 目 的 あ

る い は 内 容 と し て は 、  問 い 合 わ せ 程 度 の も の か ら 調

整 ・ 相 談 、 簡 単 な 交 渉 程 度 の も の を 選 び ま し た 。

A T R 自 動 翻 訳 電 話 研 究 所 に お け る 研 究 [ 3 ] で は 、  「 国

際 会 議 に 関 す る 問 い 合 わ せ 」  を 主 な 対 象 と し て い ま

し た 。 以 前 の 研 究 と 比 較 す る と 、  よ り 親 し み の 持 て



]i1: He11o.Front desk. (1 )

EJ :はぃ、 フ ロ ン ト で ご さ い ま す 。  (2)

J: 五〇九<goma 1-ukyu u>号室ですが、今テレビをっ
け て み,たんですけど、 金然映らなぃんですね。 (3)

JE:H1 , this is 1-oom fi、,e o nine. I turned on the
TV right no、、- but the picture doesn ' t shovl .  (4)

E: lsee. (5)

EJ :そうですか。 (6)

E: ls  the TV plugged in to an outlet? (7)
EJ :コンセントに電源は入つていますか。 (8)

J: 電源は入つてます。 (9)
j ]111:Sure. it'splugged i n . (10)
J: オ ン に す る と 一 瞬 つ く ん で す が 、 パ ッ と 消 え て

しまうんですょね。 (11)
J E : I  turned it on and it showed for a minute

bu t is then suddenly disappeared . (12)

E:: I see . (13)

EJ : わ か り ま し た 。  (14)

E: I 'm afraid the repairman i sgone for the day . (15)
E J : あ ぃ に く で す け れ ど も 、  き ょ う は も う 修 理 の 者 が

帰つてるんですけれども。 (16)

E: We won 't be able to 1-epair it untiltomorrow . (17)
EJ :あしたにならなぃと修理できませんね。 (18)

J: そ う で す か 。 そ れ じ ゃ あ テ レ ビ は 見 ら れ な ぃ ん
ですか。 (19)

JE:10hlDoes that mean I can ' t watch TV? (20)

図 1  模 擬 対 話 の 書 き 起 こ し テ キ ス  ト 例

る 話 題 を 扱 お う と し て い ま す 。  内 容 と し て は 問 い 合

わ せ よ り 若 干 複 雑 な も の 、 発 声 の 仕 方 ・ 話 し 方 と し

て は 自 然 な も の を 目 指 し て い ま す 。

E] ど の よ う に 集 め る の か ?

1 , 音 声 言 語 デー タの収録

音 声 言 語 デー タ ベ ー ス の 特 徴 と し て 、  日本語話者

と 英 語 話 者 の 、  通 訳 者 を 介 し た 対 話 で あ る こ と が 挙

げ ら れ ま す 。  通 訳 の 質 を 高 め る た め に 、  日 英 方 向 と

英 日 方 向 の 2 名 の 通 訳 者 を 介 し て い ま す 。  音 声 翻 訳

通 信 シ ス テ ム 研 究 の た め の 基 礎 資 料 を 目 指 し て い る

た め 、  通 訳 者 は 1 回 の 発 話 ( 発 声 単 位 ) 毎 に 逐 次 的 に

通 訳 を 行 な ぃ ま す 。  通 訳 者 が 正 確 に 伝 え ら れ る た め

に 、 1 回 の 発 話 は 1 0 秒 以 内 と し て い ま す 。  ま た 、 相

手 の 話 し て い る 間 に 割 り 込 む こ と は 禁 止 し ま し た 。

ど こ か の ホ テ ル の 窓 口 や 旅 行 代 理 店 で 実 際 の 対 話

を 収 録 す る こ と は 難 し ぃ の で 、  模 擬 的 な 対 話 で 音 声

言 語 デ 一 夕 を 収 録 し て い ま す 。  ホ テ ル 担 当 者 や ホ テ

ル 滞 在 者 で あ る と い う 設 定 資 料 を 用 意 し 、 そ れ を も

と に 模 擬 対 話 を 行 な っ て い ま す 。  役 割 や 設 定 を い ろ

い ろ 変 化 さ せ た 上 で 、 多 く の 話 者 に 演 じ て も ら ぃ 、

多 様 な 音 声 言 語 現 象 を 収 録 し て い ま す 。

す べ て の 模 擬 対 話 は 録 音 ス タ ジ オ で 同 じ マ イ ク を

使 つ て D A T ( デ ジ 夕 ル オ ー デ イ オ テ ー プ) に 収 録

し て い ま す 。  収 録 し た 模 擬 対 話 を 書 き 起 こ し た 例 を

図 1 に 示 し ま す 。

2 .  音 声 言 語 デ ー タ ペー スの構成

音 声 波 形 デ 一 夕 と 書 き 起 こ し テ キ ス ト だ け で は な

く 、 単 語 区 切 り ぉ よ び 品 詞 情 報 か ら な る 形 態 素 情 報

や 、 構 文 木 な ど の 言 語 的 な 情 報 も 付 与 さ れ て い ま す 。

音 声 デー タ ベー ス 、 音 声 言 語 デー タ ベー ス 、 言 語

デー タ ベ ー ス の 違 い を 表 1 に 示 し ま す 。

表 1 : 音 声 データペー ス、音声言語データペー ス、言語データ
ペースの違い

音 声
デ ー タ ペ ー ス

普 声 言 語
デ ー タ ベ ー ス

. '五

デ ー タ ベ ー ス

主 要 な 利 用

目 的

普 声 翻 訳

(普声認識と

言語翻訳)

普 声 認 識 言語翻'一事i

普 声 渡 形

デ - 夕
あり あり なし

i1: き ,起 こ  し
テ キ ス ト

あり あり あり

言 語 的 な

1 l'1i'l1の 付 与
なし あり あり

者 声 現 象 の

多 様 性
大 中

言 認 現 象 の

多 4f, 性
中 大

目 本 語 語 者 と

英 語 話 者 の  J重

,二f、者 を 介 す る

1l・1語

n 本1一者 語 者 と

i、,1111iま 者 の,速
1-f-、者 を 介 す る

対l1111

典 型 的 な 対

話 の 形 態

「1 本語語者

同 上の文」話

回 む す び

現 在 、  収 集 を 進 め て い る 新 し ぃ 音 声 言 語 デー タベー

スにっいて紹介しました。 研究所全体で活用する予定

の 音 声 言 語 デ ー タ ベースと、音声研究のための音声デー

夕べー ス 、  言 語 翻 訳 研 究 の た め の 言 語 デー タ ベース が

あります。 従 来 の 音 声 デー タベース、 対 話 デー タ ベース

同 様 、  これらはすべて整備が終了し次第、 順に公開し

ていく予定です。
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e研究動向紹介

人間の耳、 コ ンピュ ータの耳

(株)ATR人間情報通信研究所

第 一 研 究 室

相 川 清 明

人間の]穂覚は音声の中の重要な普を選び出 し て 聞 い て い る こ  と が 判 つ て い ま す 。  こ の 機 能 を モ デ ル 化 し た

新 し ぃ 音 声 認 識 法 を 考 案 し ま し た 。  新 し ぃ 認 識 法 は 音 声 中 に 含 ま れ る 母 音 や 子 音 の 特 徴 を 明 瞭 に し っ つ 、

発 声 者 の 癖 や マ イ ク ロ フ ォ ン の 特 性 に よ る 音 声 情 報 の 変 形 を 矯 正 し 、 雑 音 を 取 り 除 く 例 リ き が あ り ま す 。 こ

の 認 識 方 法 を 用 い る こ と で 従 来 方 式 よ り 大 幅 に 高 い 音 声 認 識 性 能 を 実 現 す る こ と が で き ま し た 。

[]1 コンピュ ー タ の 耳 ; 何 が 足 り な い ?

人 間 は 口 や 咽 な ど の 形 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、

声 帯 で 発 生 さ せ た 音 を ぃ ろ い ろ に 変 化 さ せ て 言 葉 を

伝 え て い ま す 。  口 や 咽 の 形 を 変 え る と 笛 の 指 の 位 置

を 変 え た の と 同 じ よ う に 共 鳴 特 性 が 変 化 し 、 音 波 の

エ ネ ル ギ ー が 集 中 す る 周 波 数 が 変 わ り ま す 。  こ の よ

う な 共 鳴 周 波 数 は 複 数 あ り 、 ホ ル マ ン ト と 呼 ば れ て

い ま す 。 コ ン ピ ュ ー タ で 音 声 を 認 識 し よ う と す る 場

合 に は 、  ま ず 音 声 の 各 時 点 ご と に 、  プ リ ズ ム で 光 を

7 色 に 分 解 す る よ う に 、 音 波 を 周 波 数 成 分 に 分 解 し

ます。 周 波 数 分 解 し た も の を ス ぺ ク ト ル と 呼 び ま す 。

ス ぺ ク ト ル は ホ ル マ ン ト の 配 置 を 表 わ し て い ま す の

で 、  こ の 時 間 的 な 推 移 を 調 べ れ ば ど の よ う な 言 葉 が

発 話 さ れ た か が わ か る わ け で す 。

と こ ろ で 、 人 間 は 自 分 の 声 を 聞 き な が ら 発 声 を 行

う た め に 、 音 声 の 特 性 は 耳 の 特 性 に 依 存 す る こ と が

わ か っ て き ま し た 。 最 近 、 A T R で も 、  こ れ を 裏 付

け る 新 し ぃ 研 究 結 果 を 報 告 し て い ま す 。  自分の発声

が 正 し ぃ か ど う か は 、  自 分 の 耳 が 頼 り だ と い う こ と

に な る わ け で す 。  こ の 事 実 に 基 づ け ば 、  人間が発話

方 法 を 学 習 す る と き 、  耳 に 敏 感 な 特 徴 は 忠 実 に 学 習

す る こ と が で き る こ と に な り ま す 。 逆 に 、 耳 に 鈍 感

な 特 徴 は 、 様 々 に 変 形 し て い て も 一向 に 気 に な ら な

い た め に 、 人 に よ っ て ま ち ま ち に な っ て し ま い ま す 。

人間の耳は音量の増減や、 ホ ル マ ン ト の 周 波 数 の

変 化 に 対 し て 鋭 敏 で 、  わ ず か な 変 化 も 聞 き 取 る こ と

が で き ま す 。 こ れ に 対 し て 、 ホ ル マ ン ト と ホ ル マ ン

ト の 間 の ス ぺ ク  トルの谷の部分の形には鈍感です。

ま た 別 の 側 面 で は 、  時 間 的 に 変 化 し な い 音 に 対 し て

意 外 に 鈍 感 な 面 も あ り ま す 。 た と え ば マ イ ク ロ フ ォ

ン や ス ピ ー カ ー を 取 り 替 え る と 音 声 周 波 数 の 組 成 が

変 わ る は ず で す が 、  言 葉 の 内 容 の 聞 き 取 り に は ほ と

ん ど 影 響 が あ り  ま せ ん 。  い ろ い ろ な 例 を 挙 げ て き ま

し た が 、  要 す る に 音 声 中 に は 人 間 の 耳 に と っ て 重 要

な 成 分 と 不 要 な 成 分 が 混 在 す る と ぃ う こ と で す 。

こ れ に 対 し て 、  従来のコ -ン ピ ュ ー タ の 耳 に は 音 波

の 成 分 を 一 様 か っ 忠 実 に 分 析 す る 方 法 が 用 い ら れ て

き ま し た 。 こ の よ う な 方 法 で は 、 音 声 の ど こ が 変 形

し て も 同 じ 影 響 が あ り ま す 。 で す か ら 、 今 ま で の コ

ン ピ ュ ー 夕 の 耳 は 、  人 間 の 耳 に は ど う で も よ か っ た

こ と を 重 大 な 特 徴 と と ら え て し ま う の で す 。 そ の 一

方 で 、 注 目  (注耳) し な く て は な ら な い 重 大 な ヒ ン

ト を ぼ ん や り 聞 き 過 ご し て し ま う こ と も あ り ま す 。

A T R で は 、  意 味 の あ る 音 を 敏 感 に 提 え る 聴 覚 の

特 性 の コ ン ピ ュ ー 夕 モ デ ル を 世 界 で 初 め て 考 案 し 、

こ の モ デ ル を 用 い る と 高 い 音 声 認 識 性 能 が 得 ら れ る

こ と を 確 認 し ま し た 。 そ れ で は 、  こ れ か ら そ の 仕 組

み にっい て 説 明 し ま し ょ う 。

国 人間の耳の秘密の技 「マ ス キ ン グ」

人 間 の 耳 は ど の よ う に し て 意 味 の あ る 音 だ け を 選

択 し て い る の で し ょ う か ?  聴 覚 系 に お い て 音 の 選

択 に 重 要 な 働 き を す る の が マ ス キ ン グ 機 構 で す 。  マ

ス キ ン グ は 大 き な 音 が 聴 覚 系 に 入 つ て き た と き に 、

その直前や直後、 あ る い は 周 波 数 が 近 い 小 さ な 音 を

覆 い 隠 す 働 き で す 。  こ の 働 き に よ っ て 小 さ い 不 要 な

成 分 が 排 除 さ れ 、 強 い 主 要 な 音 の み が 残 つ て き ま す 。

マ ス キ ン グ の 基 本 的 な 働 き を 図 1 に 示 し ま す 。  大 き

な 建 物 の 陰 に な っ て し ま っ た 建 物 と 、  日 光 が あ た っ

て い る 建 物 の 違 い を 想 像 し て み て 下 さ い 。

El も っ と 巧 妙 な 仕 掛 け が あ っ た  l

「 時 間 周 波 数 マ ス キ ン グ」

実 際 の マ ス キ ン グ は 図 1 よ り も は る か に 複 雑 で



す。 最 近 の 聴 知 覚 実 験 に よ り 、  直 前 に 聞 い た 音 に よ

る マ ス キ ン グ が 影 響 す る 周 波 数 の 範 囲 は 、  時 間 の 経

過 と 共 に 徐 々 に 広 が る こ と が 報 告 さ れ て い ま す 。  周

波 数 の 範 囲 が 広 が る と ぃ う こ と は ス ぺ ク ト ル を ぼ か

す こ と に 相 当 し ま す 。 直 前 ま で に 耳 に 入 つ て き た

様 々 な 音 が ぼ け て 累 積 さ れ 、  今 聞 い て い る 音 に マ ス

キ ン グ 効 果 を 及 ぼ す と ぃ う ゎ け で す 。  今 聞 い て い る

音 を 覆 い 隠 す マ ス ク は そ れ ま で に 聞 い た 音 声 を 時 間

と 周 波 数 の 2 次 元 平 面 上 で 要 約 し た も の と も 言 え ま

す。 今 、 注 目 し て い る 時 点 か ら 詳 細 な 情 報 を 取 り

込 み 、  時 間 的 周 辺 部 分 か ら ぼ け た 情 報 を 取 り 入 れ る

と い う メ カ ニ ズ ム は 注 視 点 付 近 の み 分 解 能 が 高 く

図 1  マ ス キ ン グ の 基 本 的 な 働 き  : 大 き な 音 の 影 響

が し ば ら く 残 り 、 小 さ な 音 は 覆 い 隠 さ れ て 聞

こ え な く な り ま す 。 し か し 、 十 分 大 き な 音 や 、

時 間 的 に 離 れ て い る 音 は 聞 こ え ま す 。

な っ て い る 視 覚 の メ カ ニ ズ ム と 相 通 じ る と こ ろ が あ

り ま す 。

さ て 、  マ ス キ ン グ の 働 き を も う 少 し 分 析 し て み ま

し ょ う 。 ス ぺ ク ト ル を 時 間 的 周 波 数 的 に ぼ か す と ぃ

う こ と は 過 去 の 音 声 の 詳 細 情 報 を 取 り 除 い て い る わ

け で す 。 時 々 刻 々 変 化 し て い る も の は 消 え 去 り 、 常

に ス ぺ ク  ト ル に 含 ま れ て い る 大 局 的 特 徴 や ゆ っ く  り

変 わ っ て い る 要 因 が 残 つ て き ま す 。 話 者 の 要 因 、 マ

イ ク ロ フ ォ ン の 要 因 、 直 前 の 母 音 や 子 音 の 影 響 な ど

が マ ス ク の 中 に 残 つ て き ま す 。  こ の よ う な マ ス ク で

今 聞 い て い る 音 声 を 覆 う こ と に よ り 、 音 声 に 継 続 的

に 含 ま れ て い る 不 要 な 要 因 が 抑 制 さ れ 、  今 と ぃ う 時

点 か ら 新 し く 出 現 し た 母 音 や 子 音 の 特 徴 が 鮮 明 に 浮

か び あ が っ て き ま す 。 こ の 仕 組 み を 図 2 に 示 し ま す 。

マ ス ク さ れ た ス ぺ ク ト ル 表 現 で は 、 共 鳴 点 で あ る ホ

ル マ ン ト が 強 調 さ れ 、 そ の 時 間 的 変 化 も は っ き り す

る こ と が わ か り ま す 。

国 コンピュ ー タの耳の進化

マ ス キ ン グ の メ カ ニ ズ ム の 有 効 性 を コ ン ピ ュ 一 夕

に よ る 音 声 認 識 実 験 に よ り 確 か め ま し た 。  い ろ い ろ

な 人 の 声 を 認 識 す る 実 験 、  雑 音 の あ る 環 境 で 収 録 し

た 音 声 を 認 識 す る 実 験 な ど を 行 つ た 結 果 、  時間周波

数 マ ス キ ン グ の メ カ ニ ズ ム を 組 み 込 む と 、  従 来 法 に

比 べ て 音 声 認 識 性 能 が 大 幅 に 向 上 す る こ と が わ か り

ま し た 。 今 、  コ ン ピ ュ 一 夕 の 耳 は マ ス キ ン グ の メ カ

ニ ズ ム を 得 て 一 歩 人 間 に 近 付 き ま し た 。 現 在 、 脳 の

中 枢 に 近 い 高 い レ ベ ル の 聴 覚 系 情 報 処 理 機 能 を 組 み

込 み 、  さ ら に 人 間 の 優 れ た 能 力 に 迫 る 研 究 を 進 め て

い ま す 。

図 2  時 間 周 波 数 マ ス キ ン グ の 原 理 :  直 前 の 音 声 を 時 間 周 波 数 的 に ぼ か す こ と に よ  り マ ス ク が 形 成 さ れ 、  そ

れ が 次 の 時 点 の 音 声 を 覆 う 様 子 を 表 し て い ま す 。  マ ス キ ン グ に よ り 不 要 成 分 が 抑 制 さ れ 、  母 音 や 子 音

の 判 別 に 重 要 な ホ ル マ ン ト の 動 き が 抽 出 さ れ ま す 。
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ミ リ 波 は 現 在 自 動 車 電 話 や 携 帯 電 話 に 使 わ れ て い る 電 波 の 1 / 2 0 か ら 1 / 1 0 0 程 度 の 短 い 渡 長 の 電 波 で す 。  波

長 が 短 い の で ポ ケ ッ ト サ イ ズ の ア ン テ ナ で も 高 機 能 化 が 可 能 で あ り 、  ま た 、 周 波 数 が 高 い た め 帶 域 を 広 く

と れ ま す 。 す な わ ち 、  ミ リ 波 を 使 え る よ う に で き れ ば ポ ケ ッ ト サ イ ズ の 携 帯 機 器 で 動 画 や 大 量 の デ ー タ を

効 率 よ く 送 受 で き る わ け で す 。  こ の よ う な 携 帯 機 器 の 電 渡 の 出 入 り 口 と し て M M I C と 平 面 ア ン テ ナ を 一 体

化 し た 構 成 を 提 案 し 研 究 を 進 め て い ま す 。

[i] は じ め に

移 動 体 通 信 は 「 い つ で も 、  ど こ で も 、 だ れ と で も」

を 目 指 し て い ま す が 、  そ れ に 加 え て  「 ど ん な 情 報 で

も _1 が 今 後 は 必 須 と さ れ る で し ょ う 。 い つ で も 、  ど

こ で も 、  だ れ と で も 双 方 向 に 画 像 や 大 量 の デー タ を

や り と り す る 、 い わ ば 移 動 体 通 信 に お け る 情 報 ハ イ

ウ ェ イ を 実 現 す る に は 大 容 量 伝 送 が 可 能 な 無 線 回 線

が多数必要です。

大 容 量 回 線 を 多 数 用 意 で き る 周 波 数 帯 と し て 、  低

い 周 波 数 に 比 べ 混 み 合 つ て お ら ず 、  広 い 帯 域 幅 が 得

ら れ る ミ リ 波 帯 ( E H F ) が 有 望 で す 。 無 線 L A N 等 、 移

動 体 通 信 以 外 の 用 途 で も ミ リ 波 帯 は そ の 豊 か な 可 能

性 が 注 目 を 浴 び て い る 周 波 数 で す 。

国 ミ リ 波 と ァ ン テ ナ

利 用 者 に と っ て ミ リ 波 の メ リ ッ ト は 、 波 長 が 短 い

の で 無 線 装 置 の サ イ ズ を 小 さ く で き る こ と 、 個 々 の

回 線 を 広 帯 域 に で き る の で 動 画 や 大 容 量 デー タ 等 も

載 せ ら れ る こ と の 二 点 で し ょ う 。 ポ ケ ッ ト サ イ ズ の

通 信 機 が 情 報 ハ イ ゥ ェ イ が も た ら す 世 界 へ の 入 り 口

と な り 、 ハ イ ゥ ェ イ を 飛 び 交 う 情 報 を 送 受 で き る よ

う に な り ま す 。 ポ ケ ッ ト に 収 ま る 程 度 の 大 き さ の 通

信 機 で 、  U H F 帯 等 長 い 波 長 の 電 波 だ と 一 般 に ロ ッ

ド ァ ン テ ナ と 呼 ば れ る よ う な 構 造 の ア ン テ ナ し か 使

えません。 ロ ッ ド ア ン テ ナ の ビー ム は ほ ぼ 全 方 向 を

向 い て し ま う の で 、 基 地 局 以 外 の 方 向 に も 送 信 電 波

を ま き 散 ら し 、  ま た 不 要 な 方 向 か ら の 電 波 も 受 信 し

て し ま ぃ ま す 。

ミ リ 波 を 使 え ば ク レ ジ ッ ト カ ー ド サ イ ズ で も 賢 い

ア ン テ ナ が 実 現 し ま す 。  数 c m 四 方 の 大 き さ で も 数

十 の 素 子 か ら な る ア レ ー ア ン テ ナ を 組 み 込 め ま す 。

ア レ ー ア ン テ ナ と は 複 数 の 同 じ ァ ン テ ナ を 平 面 や 曲

面 上 に 並 べ た も の を 一 つ の ア ン テ ナ と し て 制 御 す る

も の で 、  ア ン テ ナ の 機 能 が 飛 躍 的 に 向 上 し ま す 。 例

えば機械的にアンテナの向きを変える代りにビーム の 向

きを電気的に変える、 邪魔な電波の到来方向にアンテ

ナパ夕一ンの不感な部分を作ることにより通信妨害を抑

圧する等の機能を持たせることが可能です。

サ イ ズ が 小 さ い ア ン テ ナ が 賢 く 動 作 し 加 え て 広 帯

域 大 容 量 通 信 が 可 能 だ と い う の で 、  な ん だ か ミ リ 波

は 万 能 に き こ え ま す が 、  減 衰 が 激 し ぃ と ぃ う 短 所 と

引 き 換 え に こ の よ う な 恩 惠 が 得 ら れ る の で す 。

E] ア ン テ ナ と M M ICの表裏一体化

前 節 の よ う な 優 れ た 機 能 に 富 む ァ レ ー ア ン テ ナ 用

素 子 の 候 補 と し て 、 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ア ン テ ナ が

最 適 で す 。 ア ン テ ナ 自 体 が 薄 く 軽 い 、 エ ツ チ ン グ で

安 価 に す ぐ 作 成 で き る 等 々 の 魅 力 を 有 し ま す 。 本 ア

ン テ ナ を A T R で も 研 究 を 進 め て い る 最 新 の 技 術 で

あ る 、 無 線 機 器 の 機 能 を 1 つ の 半 導 体 チ ッ プ に 収 め

た M M I C ( モ ノ リ シ ッ ク マ イ ク ロ 波 I C ) と 呼 ば れ る I C

と 組 み 合 せ ま す 。  ( 図 1 )

減 衰 が 激 し ぃ ミ リ 波 で は ア ン テ ナ と 送 受 信 機 を 結

ぶ 給 電 線 路 、 俗 に い う フ イ ー ダ 一 線 の 損 失 が 大 き な

問 題 と な り ま す 。  こ の た め 、 当 研 究 所 で は ス ロ ッ ト

を 介 し て 直 接 ア ン テ ナ と  MMIC を 電 磁 結 合 さ せ る

給 電 手 法 を 用 い た 研 究 を 重 点 的 に 進 め て お り  ま す 。

ア ン テ ナ で 受 け た 電 波 が い き な り そ の 裏 面 の M M I C

チ ッ プ の 線 路 上 に 送 ら れ る の で 給 電 損 は 最 小 限 に 抑

え る こ と が で き ま す 。 ア ン テ ナ と M M I C の 間 を 直 接

結 ぶ 線 路 は あ り ま せ ん 。 チ ッ プ の 表 面 を 見 る と 途 中

で 行 き 止 ま り に な っ た よ う な 奇 妙 な パ タ ー ン が 見 え

ま す 。 文 字 ど お り 表 裏一一 体 と な っ て 動 作 す る ア ン テ

ナ と M M I C の 一 体 化 ア ン テ ナ で す 。

[4] 厚 く  て多層な接地導体板

M M I C と マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ア ン テ ナ の 一 体 化 は

単 に 貝 占 り 合 わ せ れ ば 何 の 問 題 も な い よ う に 思 え ま
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図 1  試 作 K a 帯 M M I C 約 3 m m X 4 m m

す。 し か し ァ ン テ ナ 基 板 は 軟 ら か い プ ラ ス チ ッ ク の

よ う な 材 質 で ミ リ 波 で は そ の 厚 み が 0 . 5 n m 以 下 と な

り ま す 。  M MIC も 割 れ や す く か っ 0 . 4 m m 以 下 の 厚 み

で す か ら 単 に 張 り 合 わ せ だ け だ と 、  ち ょ っ と し た 力

で M M I C が 割 れ て し ま ぃ ま す 。  ま た 、  ア ン テ ナ 基 板

は 金 属 に 比 べ て 熱 を 伝 え に  く ぃのでMMICが出す熱

を 逃 が す こ と が で き ず 高 出 力 化 が 困 難 で す 。

こ の た め 、  補 強 の 為 の 支 持 構 造 と 排 熱 の 為 の 熱 対

策 が 必 要 で す 。 色 々 と 考 え ら れ る 手 法 の う ち 、

M M I C と ァ ン テ ナ の 間 に あ る 接 地 導 体 板 を 厚 く  し て

支 持 板 と 熱 の 逃 げ 場 に す る と ぃ う 手 法 が 単 純 か っ 効

果 的 で あ る と 考 え ま し た 。 従 来 ど お り 1 8 µ m 程 度 の

薄 い 接 地 導 体 板 を 用 い る と 支 持 板 は M M I C の 表 面 側

か 、  ア ン テ ナ の 表 面 側 に な り ま す が 、  こ れ で は 十 分

熱 を 逃 が せ な か っ た り 、 表 面 の パ 夕 一 ン に 外 部 か ら

の 配 線 が で き ず 良 い 方 策 と は い え ま せ ん 。  当研究所

が 提 案 し た 手 法 な ら ば M M I C の 裏 面 に 直 接 支 持 板

が き ま す 。 ま る で 従 来 使 わ れ て き た M MIC 用 の 補 強

と 熱 対 策 で あ る チ ッ プ キ ャ リ ア の よ う に 使 え る わ け

です。

接 地 導 体 板 を 厚 く す る と ぃ う こ と は 表 裏 が 離 れ る

の で 、 単 純 に 考 え る と 電 磁 結 合 が 弱 ま り ァ ン テ ナ の

使 用 周 渡 数 帯 域 が 狭 く な る 等 の 弊 害 が 危 惧 さ れ ま

す 。  し か し 当 研 究 所 で 解 析 お よ び 実 験 を 行 な っ た と

こ ろ 、  波 長 の 1 0 分 の 1 程 度 の 厚 さ で も ァ ン テ ナ の 性

能 に 影 響 を 与 え な い こ と を 明 か に し ま し た 〔 1 〕 。 解

析 に は ァ ン テ ナ の 分 野 で 最 近 富 に 使 わ れ 始 め た 時 間

領域の解析法である空間回路網法を用いております。

こ の よ う に 厚 い 接 地 導 体 板 に よ っ て 強 度 と 排 熱 に

不 可 欠 な 支 持 板 が も た ら さ れ ま し た が 、  も う 一 つ 解

決 す べ き 問 題 が あ り ま す 。

M M I C は 劈 開 ( へ き か ぃ ) 方 向 に 欠 け ゃ す ぃ の で 、

金 属 板 に 接 着 し て し ま え ば 、  大 変 取 り 扱 い が 簡 単 に

な り ま す 。 一方 、 ア ン テ ナ の イ ン ピ ー ダ ン ス は 接 地

導 体 板 に 開 け ら れ た ス ロ ツ ト の 長 さ で 調 整 し ま す の

で 接 地 導 体 板 を 取 り 替 え る こ と に よ り 電 気 的 に ア ン

テ ナ の 性 能 を 1 0 0 % 引 き 出 し ま す 。  し か し 、 一 旦

接 着 し た M M I C を 接 地 導 体 板 か ら 剥 す こ と は 大 変 な

困 難 で 現 実 的 で は あ り ま せ ん。

aS業 1 f i号事ァンテナ経、見警;国で上の方から、

a_需養i境M , c )

0

aa 器 開 熱 tて, f , する構成

aa
0

a経一多、構 繁=と し て

?/-「学i 1最基 支持被

基事
図 2  多層接地導体板構造模式図

こ の 新 た な 問 題 を 解 決 す る 為 、  接 地 導 体 板 を 複 数

に 分 割 す る 構 造 を 提 案 し ま し た 〔 2 〕 。  M M I C を 載 せ

る 板 、 ア ン テ ナ を 載 せ る 板 、 間 に 入 れ て イ ン ピ ー ダ

ン ス の 微 調 整 を 行 な う 板 を 別 々 に し ま す 。  ( 図 2 )

厚 い 板 で 微 妙 な ス ロ ッ ト の 長 さ を 調 整 す る の は 大

変 で す が 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 調 整 板 は 薄 く て よ い の で 、

細 か な 調 整 が 可 能 で す 。 空 間 回 路 網 法 は こ の よ う な

複 雑 な 構 造 に も 対 応 で き る 設 計 ツ ー ルです。

当 研 究 所 で は 厚 み 約 1 m m と い う 従 来 に 比 べ て 5 0 倍

以 上 厚 い 多 層 接 地 導 体 板 を 用 い た M M I C 一 体 化 ア ン

テ ナ を 空 間 回 路 網 法 を 用 い て 設 計 し 、  23GHz(Ka帯)

で 試 作 を 行 な い ま し た 。 そ の 動 作 結 果 は 良 好 で し た 。

こ の よ う に 上 記 技 術 が 実 際 の M M I C一体 化 ア ン テ ナ

に 対 し て 有 効 で あ る こ と を 実 証 し ま し た 。

国 ミ リ 波 ア レ ー ア ン テ ナ の 実 用 化 に 向 け て

ミ リ 波 は 開 拓 中 の 周 波 数 で 取 り 扱 い も ま だ ま だ 難

し ぃ で す が 、  こ の よ う に 給 電 損 を 極 力 抑 え る ア ン テ

ナ 素 子 を 用 い 、  高 機 能 な ア レ ー ア ン テ ナ を 組 み 上 げ

て 利 得 や S / N を 上 げ る こ と に よ り そ の 特 長 を 最 大 限

に 引 き 出 す こ と が で き る よ う に な っ て き ま し た 。  ミ

リ 波 の 恩 恵 で あ る 小 さ な 無 線 装 置 は 携 帯 機 に も っ て

こ い で す 。  ま た 、  ミ リ 波 は そ の 広 帯 域 性 を 生 か し て

高 度 な 無 線 L A N シ ス テ ム に も 利 用 が 考 え ら れ て い

ます。 M M I C 一 体 化 ア ン テ ナ は 、  ま さ に 、 情 報 ハ イ

ウ ェ イ と 高 度 な 携 帯 端 末 を 結 ぶ ミ リ 波 の 出 入 り 口 な

の で す 。
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国 際

N T T ア  ド バ ン ス テ ク ノ ロ ジ 株 式 会 社

技 術 総 合 研 究 部 長

元 ( 株 ) A T R 通 信 シ ス テ ム 研 究 所 社 長

山 下 統 -

こ の 9 月 は 、  関 西 に お け る 国 家 的 な プ ロ ジ ェ ク  ト : 関 西 国 際 空 港 と 関 西 学 研 都 市 にっい

て 、  そ れ ぞ れ 開 港 、  街 開 き と ぃ う 大 ニ ュ ー ス が テ レ ビ や 新 聞 を 賑 わ し ま し た 。  こ れ に 呼 応

す る 形 で A T R の 活 動 が テ レ ビ や 新 聞 等 で 度 々 報 じ ら れ 、  A T R の 存 在 が あ ら た め て 大 き く

感 じ ら れ ま し た 。

関 西 国 際 空 港 と 関 西 文 化 学 術 研 究 都 市 は 、 言 わ ば 兄 弟 プ ロ ジ ェ ク ト と し て 並 び 進 め ら れ 、

こ の 学 研 都 市 プ ロ ジ ェ ク ト の 牽 引 革 と し て の 役 割 を 、 A T R は 設 立 当 初 か ら 担 つ て き ま し

た 。  ま だ 山 深 か っ た 現 在 の 地 に A T R の 研 究 施 設 が 雄 姿 を 現 し 、  繁 華 な 大 阪 ビ ジ ネ ス パー

ク の 高 層 ビ ル か ら 移 り 住 ん だ と き の 、 何 か と 不 便 で ぎ こ ち な ぃ 、  し か し 希 望 に 満 ち た 日 々

が 思 い 起 こ さ れ ま す 。  関 西 経 済 界 の 重 鎮 と し て こ れ ら プ ロ ジ ェ ク ト の 実 現 に 尽 力 さ れ た 故

日 向 方 斎 氏 ( 当 時 、 A T R 相 談 役 ) が 、「 (-A T R が 関 西 学 研 都 市 に お ぃ て 活 動 を 開 始 し た 今 、 )

終 生 の 望 み は 、 関 西 国 際 空 港 発 の 1 号 便 で ア メ リ 力 へ飛 び 立 つ こ と で す一」 と 話 さ れ た こ

と が 偲 ば れ 、 一 つ の 時 代 が 画 さ れ た 感 懐 に し ば し 浸 り ま し た 。

と こ ろ で 、  関西国際空港にっい て の テ レ ビ や 新 聞 の 取 り 上 げ 方 に は 概 し て 厳 し ぃ も の が

あ り ま す 。  洋上24時間空港ながら施設拡充面や高額使用料等の間題を抱え、 ア ジ ア を 世 界

と 結 ぶ 人 流 ・ 物 流 の 拠 点 と し て の 国 際 ハ ブ 空 港 た り 得 な い 。  日 本 の 航 空 行 政 立 ち 遅 れ の 象

徴 、  と い っ た 論 調 で す 。 そ し て 、 韓 国 や 台 湾 、  シ ン ガ ポ ー ル 等 、 ア ジ ア 諸 国 に お け る 国 際

ハブ空港確保へ の 積 極 姿 勢 が 紹 介 さ れ る と ぃ う 次 第 で す 。  製造業の空洞化が進む昨今、 人

流 、 物 流 さ ら に は 情 報 流 の 本 流 か ら は ず れ る と す れ ば 、  日 本 に と っ て 大 き ぃ 問 題 と 言 わ ざ

る を 得 ま せ ん 。  こ れ ら の 論 議 の 底 流 に は 、  つ き 詰 め る な ら ば 、  日 本 は ア ジ ア の 国 で あ る と

い う 当 然 の 事 実 の 再 認 識 と 、  急 成 長 す る ア ジ ア 諸 国 の 地 位 向 上 と い う 歴 史 的 必 然への認識

が あ り 、  こ れ は こ れ か ら の 国 際 化 の あ り 方 への 問 い 掛 け で も あ り ま す 。

国 際 化 が 言 わ れ て 久 し く な り ま す が 、  従来、 先 進 欧 米 向 け 国 際 化 と 後 進 ア ジ ア 向 け 国 際

化 が あ っ た よ う に 思 わ れ ま す 。  こ の よ う な 差 別 を 越 え た 新 し ぃ 枠 組 み の 国 際 化 が 求 め ら れ

る 時 代 に な り 、 A T R に っい て も そ の 名 に 冠 せ ら れ た 「 国 際 」 の 2 文 字 が ま す ま す 重 み を

增 し て く る も の と 感 じ て い ま す 。

A T R を は な れ て ほ ぼ 3 年 半 、  そ の 後 も と き ど き 訪 れ る 機 会 を 得 て い ま す が 、  そ の 都 度

の A T R 周 辺 の 都 市 整 備 の 進 展 ・ 変 容 ぶ り に は 、 文 字 ど お り 目 を 見 張 る も の が あ り ま す 。

そ の 中 に あ っ て 、  変 わ ら ぬ A T R の 佇 ま ぃ に は 、  今 や 風 格 さ え 感 じ ら れ ま す 。  新 し ぃ 時 代

を 迎 え て 、  A T R の ま す ま す の 発 展 を 祈 念 し て お り ま す 。
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A T R で 世 界 と 出 会 う

(株)A T R光電渡通信研究所 ( 1 993年5月̃ )

Pab l o  Vaccaro (パブロ ・ バ ッ カ ロ )

私 は 、  京 都 大 学 で 研 究 を す る た め に 、  日 本 の 文 部 省 か ら 援 助 を 受 け 、  3 年 前 に 特 別 海 外 留 学 生 と  し て 来 日

し ま し た 。 当 時 、 私 は 、 薄 膜 太 陽 電 池 の 研 究 で ア ル ゼ ン チ ン の C u y o 国 立 大 学 、 B a l s e i r o  Inst i tuteから博士号

を 取 得 し た ば か り で 、 京 都 大 学 で は オ プ ト ェ レ ク ト ロ ニ ク ス の 材 料 関 係 の 研 究 を し た い と 思 つ て い ま し た 。

京 都 大 学 で は 、  松 波 研 究 室 に 所 属 し ま し た が 、  松 波 弘 之 先 生 か ら は 自 由 な 雰 囲 気 の 中 で 研 究 の 指 導 を し て い

た だ く な ど 素 晴 ら し ぃ 経 験 を し ま し た 。  ま た 、 研 究 室 の 同 僚 と も 協 力 し な が ら 研 究 を 進 め 、  さ ら に 毎 日 の よ

う に 日 本 語 、 英 語 ( 私 の 母 国 語 は ス ぺ イ ン 語 で す ) や 日 本 文 化 にっい て 学 ぶ こ と が で き 、  た ぃ へ ん 楽 し ぃ 生

活 を 送 つ た こ と を 思 い 出 し ま す 。

京 都 大 学 で の 1 年 半 の 特 別 海 外 留 学 を 終 え た 後 に 、 A T R で の 研 究 生 活 に 入 り ま し た 。 こ れ は 私 に と っ て 、

大 学 で の 生 活 を 離 れ て 、 初 め て 実 社 会 を 経 験 す る こ と で し た 。 幸 い に A T R で の 研 究 生 活 は 、 大 学 に 比 べ 実

験 装 置 に 惠 ま れ る と と も に 幅 広 い 範 囲 の 研 究 が で き る な ど 、 非 常 に 興 味 深 い も の が あ り ま す 。  A T R で も 同

僚 の 研 究 者 が 、  装 置 の 使 い 方 を 親 切 に 教 え て く れ る し  ( 今 で も 色 々 と 同 僚 か ら 教 わ っ て い ま す ) 、  A T R で の

研 究 を 進 め る 上 の 問 題 点 は 、  敢 え て 言 え ば 、  私 の 能 力 だ け か も し れ ま せ ん 。

さ て 、  ア ル ゼ ン チ ン は 日 本 に と っ て は 地 球 の 裏 側 に あ る た め に 日 本 の 皆 さ ん に は あ ま り な じ み が な い ら し

く 、  ア ル ゼ ン チ ン と 聞 く と 、 南 米 だ か ら ヤ シ の 木 や ト ロ ピ カ ル ビ ー チ な ど を 想 像 す る よ う で す 。  し か し 、  ア

ル ゼ ン チ ン は 赤 道 よ り も む し ろ 南 極 大 陸 に 近 い の で す 。 と に か く ァ ル ゼ ン チ ン は 色 々 な 地 形 が あ り 、 例 え ば 、

熱 帯 の ジ ャ ン グ ル 、 熱 帯 や 寒 冷 の 砂 漠 、 大 草 原  ( ア ル ゼ ン チ ン で は パ ン パ と 呼 ば れ て い ま す ) 、 7 0 0 0 メ ー ト

ル を 超 え る 山 々 そ し て 氷 河 な ど が 見 ら れ ま す 。  私 が 住 ん で い た 町 は 、  ア ル ゼ ン チ ン の 南 に 位 置 す る ア ン デ ス

のBari1ocheです (当然、 ア ル ゼ ン チ ン で は 南 が 寒 く 、  北 が 暑 い の で す ) 。  山 々 と 湖 に 囲 ま れ た ス キ ー の メ ッ

カ で 、  8 月 の 休 暇 に は よ く ス キ ー を し て い ま し た 。

こ の よ う な 地 球 の 裏 側 か ら 、  何 故 は る ば る 日 本 へや っ て 来 た か と 思 つ て い る 人 も ぃ る で し ょ う 。  特 に 私 に

と っ て 非 常 に 重 要 な こ と の ひ と っは 、  仏 教 に ふ れ 、  そ れ に っい て 学 び た い と 思 つ た か ら で す 。  当然、 こ れ ま

で 行 つ て き た 研 究 経 験 を 生 か し て 幅 を 広 げ た い と 思 つ て い ま し た が 、 い ず れ に し て も 言 葉 の 障 害 も あ り 、  日

本 に や っ て く る こ と は チ ャ レ ン ジ ン グ な こ と で し た 。 来 日 し て 3 年 が 過 ぎ ま し た が 、 本 当 に 日 本 に 来 て よ か っ

た と 思 つ て い ま す 。 そ し て A T R の よ う な と こ ろ で 研 究 で き る こ と を 本 当 に 感 謝 し て い ま す 。  ま だ し ば ら く

は 世 界 市 民 と し て 日 本 に 滞 在 し 、  皆 さ ん と 近 所 付 き 合 い を し た い と 思 い ま す が 、  日 本 は 住 み や す く 、  ま た

A T R は 本 当 に 楽 し く 研 究 が で き る 場 所 で あ る と 感 じ て い ま す 。

〔略歴〕 83 .  7 Comahue Nat iona1大学 卒 業

86 .12  BaIseiro I n s t i t u t e ,Cuyo  Nationa1 大学 修士課程終了

91 . 9 Balseiro I n s t i t u t e ,Cuyo  Nationa1 大学 博士号取得

91 .10̃ 93 . 3 京 都 大 学  大 学 院 特 別 コ ー ス



A T R 科 学 技 術 セ ミ  ナーにっい て

''1.TR科学技術セ ミ ナー では、 11ii 一線のf ,11「究者の方をお 111i き しその分野の111i1111の動向等を-l会?1成 .l11 き 、 昨年

9月に第1回を開催して以来、 毎回多数の参加を頂き、研究 l l'1 tti'交1,tの場として定考f1してきています。 そ

れそれの先端分野の研究11'i報の交1,ii の 場 と し て 活 用 し て 頂 く こ と を 1-1的としています。

第14回 9 月14日 人 間 の 聴 覚 系 に お け る 両 耳 信 号 処 理

(人間情報科学 第12回)

カ ー ネ ギー メ ロ ン 大 学 の ワ イ べ ル 教 授 に 、

音 声 翻 訳 シ ス テ ム の 研 究 で 実 現 し た 自 然 な 音

声 の 認 識 ・ 翻 訳 技 術 、  さ ら に 、 人 の 動 き の 認

識 を 加 え た マ ル チ モ ー ダ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン技術に っい て 、 続 い て 、 M  I T の ズ ー 教授

に 、  ビ デ オ に よ る デ モ を 交 え て 、  実使用環境

を め ざ し た 多 言 語 会 話 シ ス テ ム の 問 題 点 と そ

れ ら の 解 決 策 に っい て 、  そ れ ぞ れ 、  ご 講 演 を

い た だ き ま し た 。

Ray Medd i s

( ラ フ ブ ラ ゥ 大 学 )

英 国 ラ フ ブ ラ rフ 大 学 の メ デ イ ス 教 授 を お 招 き  し 、  聴覚系に

お け る 情 報 処 理 機 構 に っい て 講 演 し て 頂 き ま し た 。  両 耳 か ら

の 情 報 が 聴 覚 系 で ど の よ う に 処 理 さ れ る か に っい て 、 神経生

理 か ら 信 号 処 理 に 至 る 最 新 の 成 果 の 紹 介 が あ り 、  非 常 に 活 発

な 質 疑 応 答 が 繰 り 広 げ ら れ ま し た 。

Ray Medd i s教授のご講演

第15回 9月28日 マルチモ ー ダ ル 、 マ ル チ リ ン ガ ル コミュニケ ー シ ョ ン

(音声言語処理技術 第 2 回 )  一実際の使用環境における多言語会話システムの開発一

Alex Waibe l

( C M U )

Victor W . Z u e

( M I T )

Alex Waibe1教授のご講演 Victor W . Z u e 教 授 の ご 講 演

1 0 月 以 降 の 開 催 予 定 は 以 下 の と お り で す 。  関 係 の 方 々 に は そ の 都 度 電 子 メ ー ル ま た は 郵 使 で 直 接 関 係 者 に

お 知 ら せ し ま す 。  多 数 の ご 参 加 を お 願 い し ま す 。

第16回 10月18日 A - L i fe (人工生命) と C  G の 最 新 動 向

(人間情報科学 第13回) 「 A - V olution」 創造の現場

草 原  真知子

(東京工芸大学)

Christa Sommere r&Loau r en t  Mignonneau
(シュテ ーデ ル 大 学 / N  C S A )

第17回 10月19日 聴 覚 的 イ メ ー ジ 、 聴 覚 的 表 象 お よ び 聴 知 覚 の 空 間  Roy Patterson
(人間情報科学 第14回) ( M R  C )

第18回 11月14日 技術における基礎研究とプロジェ ク ト  渕 一 博

(音声言語処理技術 第 3 回 )  (東京大学)

第19回 11月16日 立 体 視 の メ カニズムの理解を目指して lan P.Howard

(人間情報科学 第15回) ( ヨ ー ク 大 学 )

第20回 12月20日 水;許 伝 ; ス テ ッ プ 周 波 数 レ ー ダの応用 飯 塚  啓 吾

(光電波科学 第 2 回 )  一地中レ ー ダ か ら 3 次 元 レ ーザ ・ マ イ ク ロ ビ ジ ョ ン ま で 一  ( ト 口 ン ト 大 学 )

〔お問い合わせ先〕 A T R 科 学 技 術 セ ミ ナ 一 事 務 局

人間情報科学担当

光 電 波 科 学 ・ 音 声 言 語 処 理 技 術 担 当

FAX(07749)5 1008 ,E-mai l :mieko@h i p . a t r . co . j p

FAX(07749)5  1179,E-mai l :sem - i t I@c t r . a t r . c o . j p



eト ピ ッ ク ス /

類似表現を高速に検索する技術を開発

一 翻訳や図書検索に成力 一

音声翻1沢 ( 入 力 さ れ た 音 声 を 外 国 語 に 1fl1訳し音声で出力する) シ ス テ ム の た め の 基 礎 技 術 の 確 立 を L 1 指 し て い る

A T R音声話羽訳通信研究所は、 計 算 機 の メ モ リ ー に整,、え ら れ た 言 語 デ一 夕 の 中 か ら 入 力 さ れ た 文 や 句 に 一 致 ま た

は 類 似 す る 表 現 を 高 速 に 取 り 出 す 技 術 を 開 発 し ま し た 。  こ の 類 似 検 索 技 術 は  「あ ぃ ま ぃ 情 報 処 理」 の 中 核 的 な 技

術 と な る も の で 、 1f羽 訳 や 図 : 書 検 索 な ど 広 い 範 囲 に 威 力 を 発1l111するものと期待されます。 こ れ ら の 技 術 は 本 年 7  J1

の 第 1 2 回 米 国 人 工 知 能 会 議 ( A A A  I 9 4 : 人 工 知 能 に 関 す る 最 大 国 際 会 議 )  で 、  ま た 8  J1 に 京 都 で 開 催 さ れ た

第15回 計 算 言 語 学 国 際 会 議 ( C 0  L I N G 9 4 : 言 語 処 理 に 関 す る 最 大 国 際 会 議 )  で 発 表 し ま し た 。 な お 、  こ の

内容は新聞各識1にも華l1l 道 さ れ 、  注l _ lを1合びました.

例 え ば 、  類 似 検 索 を 使 う  と 、  「 中 国 の 絹 織 物 」  を 翻 訳 す る 場 合 、  言 語 デ ー タ の 中 に そ の も の ズ バ リ の 表 現

が な く て も 、 最 も 類 似 性 の 高 い 「 イ ギ リ ス の 毛 織 物 」  を 検 索 し 、  そ の 英 語 訳 “ w o o l e n  f abr ics  made i n  En _
gIand ” を 手 掛 か り に し て “s i l k  fabrics made i n  China” と 翻 訳 す る こ と が で き ま す 。

<用例細訳の例>

f 中.国の毛織物i :1silt・ . fabriCe 1 . lli adt1 .i n  Cliin 'a:'

j 10万語の類似度計算で選択 手 掛 か り に し て 翻 訳

「 イ ギ リ ス の 毛 織 物 」 匸===11> “woo len  f abr ics  made i n  Eng land”

訳 文

こ の 類 似 検 索 が 、  翻 訳 や 電 子 図 書 館 に お け る 知 的 な 情 報 収 集 な ど で 威 力 を 発 揮 す る  に は 、  膨 大 な 言 語 デー

夕 か ら い か に 高 速 に 類 似 表 現 を 検 索 す る か が キ ー ポ イ ン ト と な り ま す 。  A T R 音 声 翻 訳 通 信 研 究 所 で は 、  超

並 列 処 理 技 術 と シ ソ ー ラ ス  (意味分類辞書) の 構 成 を 利 用 し た 検 索 手 法 を 考 案 し 、  大 規 模 な デ 一 夕 に 対 し て

も 十 分 に 高 速 に 実 行 で き る こ と を 示 し ま し た 。  こ の 技 術 で は 、  検 索 処 理 を 空 間 的 に 分 割 し て 超 並 列 計 算 機 で

同 時 処 理 す る だ け で は な く 、 デ ー タ の 各 語 に 予 め 意 味 分 類 の コ ー ド を 付 与 し て お く こ と に よ り 、 無 駄 な 計 算

を せ ず に 意 味 上 の 関 連 の 有 無 と 類 似 性 を 確 定 で き る よ う に し 、  高 速 処 理 を 実 現 し ま し た 。

試 作 し た シ ス テ ム で 、  1 0万件の言語デー タ に 対 し て 類 似 表 現 を  1 ミ リ 秒 以 下 で 検 索 で き る 能 力 を 検 証 し ま

し た 。  こ の 手 法 を 基 に 音 声 翻 訳 シ ス テ ム や 図 書 検 素 シ ス テ ム を 作 成 し た 場 合 の 検 索 時 間 は お お む ね 次 の よ う

に 見 積 も れ ま す 。  1 0 万 語 の 大 語 彙 音 声 翻 訳 シ ス テ ム で は 、  平 均 的 長 さ の 文 に 対 し て 1 0 ミ リ 秒 程 度 、  100万冊

の 大 規 模 図 書 検 索 シ ス テ ム で は 、  表 題 の み を 対 象 と す れ ば 1 0 ミ リ 秒 程 度 、  本 文 を 対 象 と し て も  100秒程度と

見 積 も れ ま す 。

.1 3



eト ピ ッ ク ス

ITU京都全権委員会議電気通信展に臨場感通信会議システムを出展

一 皇太子殿下 。 同妃殿下が臨場感通信会議をご体験 一

ITU(国際電気通信連合)全権委員会議が京都 ・ 宝ケ池の国立京都国際会館で9月19目から 4週間にわたっ

て開催されました。 この会議は世界 120カ国から電気通信関係の閣僚や政府関係者、 企業の章1l1部など1 ,000

名以上の専門家が出席する大規模な国際会議です。

会 議 参 加 者 に 我 が 国 の 通 信 技 術 を ァ ピ ー ル す る た め に 同 会 館 に 隣 接 す る イ ベ ン ト ホ ー ルで通信機械工業会

主 催 の 電 気 通 信 展 が 開 催 さ れ ま し た 。  こ の 中 で A  T R 通 信 シ ス テ ム 研 究 所 は 、  3 地 点 を 結 ぶ 新 し ぃ 臨 場 感 通

信 会 議 シ ス テ ム を 出 展 い た し ま し た 。  こ の シ ス テ ム は 、  別 々 の 3 カ 所 に 居 る 人 が 仮 想 空 間 を 共 有 し て あ た か

も 同 じ 場 所 に い る か の よ う に 感 じ 、 共 同 作 業 で き る も の で 、 会 場 で は お 神 與 ( み こ し ) の 製 作 を 3 人 で 行 う

と ぃ う 設 定 の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン が 行 わ れ ま し た 。

会 議 初 日 の 9 月 1 9 日 、  全 権 委 員 会 議 の 開 会 式 に ご 出 席 さ

れ た 皇 太 子 殿 下 ・ 同 妃 殿 下 は 、  そ の 直 後 電 気 通 信 展 を ご 視

察 に な り 、 出 展 各 社 の ブー ス を 順 に ご 覧 に な ら れ ま し た 。

A T R の ブー ス で は 、 両 殿 下 は 立 体 用 液 品 シ ャ ッ 夕 一限 鏡

を お か け に な ら れ 、  臨 場 感 通 信 会 議 を ご 体 験 な さ ぃ ま し た 。

短 時 間 で は あ り ま し た が 両 殿 下 は 最 新 の バー チ ャ ル リ ア リ

テ ィ 技 術 に お 角 lil れ に な り 、  日 進 月 歩 の 通 信 技 術 に 強 い 興 味

を お 持 ち に な ら れ た ご 様 子 で し た 。

ま た 、  1 0 月 5 日 と 10 月 8 日 に は 、  会 議 出 席 者 を 対 象 と し た テ ク ニ カ ル ビ ジ ッ  ト が 行 わ れ 、  A T R に も 両 日

で 約 6 0 名 の 方 が 訪 問 さ れ ま し た 。

A T R で は 、 ソ フ ト ウ ェ ア の 自 動 作 成 技 術 、 音 声 翻 訳 シ ス テ ム お よ び ミ リ 波 パー ソ ナ ル 通 信 用 光 フ ァ イ バ ー

リ ン ク の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン を 熱 心 に 見 学 し な が ら 、 説 明 員 に 次 々 と 質 問 を し た り 、  中 に は 自 ら 体 験 す る

な ど 非 常 に 好 評 で し た 。



e受 賞

☆ テ レ ビ ジ ョ ン 学 会  丹羽高柳賞論文賞 (1994年5月28目)

受 賞 論 文 受 賞 者 所 属 ・ 役 職 内 容

「 視 線 と マ ウ ス を
併 用 す る 指 示 入 力
法 の 評 価 」

( l株1ATR通信システ
ム研究所)

伴 野  明

鉄 谷  信二

岸 野  文郎

視線とマウスを併用する指示入力の有効性に っい

て検討した論文であり、実際のワ ー ク ス テ ー シ ョ
ンの表示画面を用いて実用に近い評価を行う と と
もに、 視線検出精度と指示入力時間の関係から許
容精度の範囲を明らかにした。 視線情報を用いた
新たなマンマシンイン夕一フェ ー スの可能性を提
案した優れた論文と評価される。

日 本 電 信 電 話 ㈱  主幹研究員

日本電信電話(株1 主任研究員

A T R 通 信 研  室長

上 記 の 受 賞 は 1 6 号 で ご 紹 介 し ま  し た が一部 受 賞 者 が 欠 落 し て お り  ま し た の で 修 正 の う え 再 掲 い た し ま す 。  関

係 の 方 に ご 迷 惑 を お か け し ま し た こ と を 深 く お 詫 び 申 し 上 げ ま す 。

「第 7 回 A  T R研究発表会」 開 催 の お 知 ら せ

こ れ ま で の 研 究 成 果 を ご 報 告 さ せ て 頂 く た め に 、  以 下 の と お り 第 7 回 A T  R 研 究 発 表 会 を 開 催 い た し ま す 。

目 時 1994年11月15日 (火) 9:30̃17:10

場 所 国 際 電 気 通 信 基 礎 技 術 研 究 所

総 括 講 演

挨 拶 と 各 社 の 研 究 概 要

テ ー マ発表

通 信 シ ス テ ム 研 究 所

「 人 物 像 の 認 識 ・ 生 成 」

「知 的 作 業 空 間 と  し て の 臨 場 感 通 信 会 議 の 利 用 」

音声翻訳通信研究所

「 話 者 ク ラ ス 夕 リ ン グ を 用 い た 話 者 適 応」

人間情報通信研究所

「 聴 覚 的 情 景 分 析 機 構 の 研 究 と 新 し ぃ 音 声 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」

「運 動 の 最 適 化 原 理 を 探 る 」

光電波通信研究所

「G a A s 高 指 数 面 の 物 性 と デ バ イ ス」

ポ ス タ ー ・ セ ッ シ ョ ン

A T R 各 社 の 研 究 状 況 を パ ネ ル 、 デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン に よ り ご 紹 介 い た し ま す 。

〔お問い合わせ先〕

T E L ( 0 7 7 4 9 ) 5 1 1 7 2  F A X ( 0 7 7 4 9 ) 5 1 1 7 8
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E学研都市あれこれ

奈良先端科学技術大学院大学

学 長  櫻 井  、i光 氏 イ ン タ ビ ュ ー

奈良県高l l1地区内に平成3 年10J 1 に 設 置.さ れ 平 成 5 年 4 月 に 学 生 受 入 れ を 行 つ た 楽 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院

大学は、 学 部 組 織 を 持 た な ぃ 大 学 院 だ け の 国 、f 大 学 で 、  今 '11,1・初の新入生を迎えたバイオサイェンス研究科と、

昨春一足早く学生を受入れた情報科学研究科の二つの研究科から成り立つています。 創 設 準 備 か ら 同 大 学 院 に

深く関わってこられた、 i1111 11l 学長に1時間もの長きにわたり、熱つぽく語つて頂きました。学長は登l l1、ジョギング、

ウォーキングなどのスポー ツ や 、  開 芸 、 11 i 1l111 の重司育、 あるいは美術鑑賞など幅広い1題味もお持ちとのことです。 そ

れ に 、  平城京の大極1.?表の 複 元 に 携 わ ら れ て い て 、 複元したあかっきには、 コンサ ー トなど行えるような設備も整え

られればと楽しそうに語つておられました。 A T R の 近 隣 の 新 し ぃ 構 想 の 大 学 院 の 発 展 に 大 い に 期 待 し て ゆ き た

い と 思 い ま す 。

☆ 楽 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 に つ い て 教 え て 下 さ い 。

先 端 科 学 技 術 分 野 に お け る 新 し ぃ 構 想 の 大 学 院 大 学 が 北 陸 と 奈 良 に 2 つ 同 時 に 設 置 さ れ 、  学 生 受 入 れ を 行

う 予 定 だ っ た の で す が 、  土 地 購 入 の 関 係 で 、  奈 良 は 北 陸 よ り  1 年 遅 れ で 昨 年 か ら 学 生 受 入 れ を 行 い ま し た 。

ハ イ テ ク 分 野 の 科 学 技 術 の 開 発 を し て い く 上 で 、  日 本 の 産 業 界 あ る い は 研 究 機 関 か ら ハ イ テ ク 御 三 家 と ぃ わ

れ る 、 情 報 、 バ イ オ 、 材 料 の 3 分 野 に 関 し て 研 究 者 、 技 術 者 と い っ た 人 材 が 不 足 す る の で は な い か と 、 昭 和 5 0

年 代 後 半 頃 か ら 訴 え ら れ る よ う に な り ま し た 。 そ こ で 人 材 育 成 の た め 、 学 部 を 取 り 払 つ た 新 し ぃ 構 想 の 大 学

院 大 学 がっ く ら れ る こ と に な り ま し た 。  日 本 で は 初 め て の こ と で す 。 学 間 体 系 の 間 ま っ た 学 部 を 取 り 払 う こ

と に よ り 、  ど ん ど ん 発 展 し て ゆ く 科 学 技 術 分 野 に 追 い 付 い て ゆ く 人 材 を 育 て る こ と が で き れ ば と 思 つ て い ま

す。研究科に っい て は そ れ ぞ れ の 大 学 に 3 分 野 の 研 究 科 が お け れ ば よ か っ た の で す が 、 財 政 的 な 問 題 も あ り 、

2 つ の 大 学 に 2 つ ず っ の 研 究 科 を 置 く こ と に な り ま し た 。 情 報 科 学 研 究 科 は 両 方 の 大 学 に 、 バ イ オ サ イ ェ ン

ス 研 究 科 を 奈 良 に 、  材 料 科 学 研 究 科 を 北 陸 に 設 置 し ま し た 。

☆ 学 生 は ど の よ う な 方 が 何 人 位 い ら っ し ゃ る の で す か 。

情報科学研究科257名、 バ イ オ サ イ ェ ン ス 研 究 科 1 2 8 名 の 合 計 3 8 5 名 が 9 月 現 在 在 籍 し て い ま す 。  平 成 5 年

に 初 の 新 入 生 を 迎 え た 情 報 科 学 研 究 科 の 学 生 は 、  ス 夕 一 ト 当 時 は 4 0 % が 社 会 人 で 、  そ の う ち 7 0 % は 企 業 に 在

籍 し た ま ま 入 学 し て い る 企 業 派 造 の 学 生 で 、 い わ ゆ る リ フ レ ッ シ ュ 教 育 で す ね 。 現 在 は バ ブ ル が は じ け た 影

響 で 企 業 派 造 の 学 生 は 若 干 減 つ て い る よ う で す 。 ま た 、 外 国 人 留 学 生 は 現 在 、 情 報 科 学 研 究 科 に 3 名 、 バ イ

オ サ イ ェ ン ス 研 究 科 に 1 名 い ま す 。 国 籍 は 、 香 港 、 台 湾 、 ベ ト ナ ム 、 マ レ ー シ ア で す 。  日 本 語 が 堪 能 な 学 生

ば か り で す 。  し か し 、  日 本 語 が 不 十 分 で も 、 在 結 を 希 望 す る 外 国 人 は 多 い の で 、 正 式 な 学 生 で は な く 研 究 生

と し て 数 名 在 籍 し て お り 、  多 様 な 学 生 で 構 成 さ れ て い ま す 。

☆ 教 官 は ど の よ う な 方 々 を 集 め ら れ た の で す か 。

こ の 質 問 は 、  先 日 皇 太 子 殿 下 も な さ っ て い ま し た ね 。 ( 笑 )  全 国 或 い は 外 国 か ら も 興 味 を 持 た れ る 大 学 院 を

つ く る に は 、 魅 力 の あ る 大 学 を っ く る こ と で す 。 そ の た め に は 、 や は り 魅 力 の あ る 教 員 を 集 め る こ と で す 。

まず、 そ れ ぞ れ の 講 座 にっい て 専 門 家 で い ら っ し ゃ る べ テ ラ ン の 先 生 方 に 全 国 か ら 選 考 委 員 と し て 集 ま っ て

頂 き ま し た 。 そ の 方 々 に 将 来 性 の あ る 、 若 手 の 研 究 者 や 教 育 者 を 推 薦 し て 頂 き 、 ま た そ の 上 に 公 募 も し ま し た 。

そ の 結 果 、  各 研 究 科 に 基 幹 講 座 1 7 講 座 と 客 員 講 座 3 講 座 の 計 2 0 講 座 が 設 け ら れ て い る の で す が 、  各研究科の

基 幹 講 座 で は 1 0 数 倍 の 競 争 率 と な り ま し た 。 そ こ で 、 選 考 委 員 の 先 生 方 に 1 講 座 ご と に 検 討 し て 頂 き ま し た 。

1 人 を 決 め る た め に 、 1 、 2 時 間 か か り ま し た 。 今 年 学 生 受 入 れ し た バ イ オ サ イ ェ ン ス 研 究 科 に 関 し て は 、 従

来 の 大 学 に な か っ た よ う な 、 医 学 、 農 学 、 薬 学 、 理 学 、 工 学 と い っ た さ ま ざ ま な 分 野 か ら 、 選 り す ぐ っ た 教

員 が 集 ま っ て き て い ま す 。 そ れ で 1 つ の バ イ オ サ イ ェ ン ス と ぃ う 大 き な 枠 組 み を 考 え て つ く り あ げ た 訳 な ん

で す よ 。 で す か ら 、 人 間 、 動 物 、 植 物 、  ま た 、 微 生 物 の 分 野 の 専 門 家 の 集 ま り な ん で す 。 こ れ だ け 、 広 範 囲

に な る と 、  本 当 は 現 在 の 2 倍 に あ た る 4 0 講 座 は 設 け た ぃ と こ ろ で す 。 ( 笑 )  予 算 等 の 関 係 上 な か な か そ う は い
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か な い と  こ ろ が 残 念 で す ね 。

☆ 教 育 研 究 施 設 は ど う い っ た も の を お 持 ち な の で す か 。

学 内 共 同 教 育 研 究 施 設 と し て 、 情 報 科 学 セ ン 夕 一 、 遺 伝 子 教 育 研 究 セ ン 夕 一 お よ び 先 端 科 学 技 術 研 究 調 査

セ ン 夕 一 が 設 置 さ れ て い ま す 。 情 報 科 学 セ ン タ ー は 、 学 内 に お け る コ ン ピ ュ 一 夕 利 用 を 支 援 す る と と も に 、

外 部 機 関 と の 連 携 を 図 る た め 、  大 学 全 体 の コ ン ピ ュ ー タ の 一 元 的 な 管 理 運 営 を 行 つ て い ま す 。  遺伝子教育研

究 セ ン タ ー は 、  バ イ オ サ イ ェ ン ス 研 究 科 の 各 講 座 単 位 で は 対 応 が 困 難 な 総 合 的 、  先 端 的 な 教 育 研 究 を 行 い ま

す 。 大 学 は 本 来 基 礎 研 究 を 行 う と こ ろ で す が 、  こ の よ う な 教 育 研 究 施 設 を 設 け る こ と に よ り 、 新 し ぃ も の を

即 座 に 技 術 開 発 に 結 び 付 け て ゆ く こ と が で き れ ば と 考 え て い ま す 。 ま た 、 先 端 科 学 技 術 研 究 調 査 セ ン 夕 一 は 、

本 学 の 両 研 究 科 に ま た が る 、  あ る い は 数 講 座 に っ ら な る 共 同 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト を 実 施 す る ほ か 、  我が国内外

の 先 端 科 学 技 術 分 野 に 関 す る 基 礎 研 究 の 動 向 を 調 査 す る と と も に 、  他 大 学 、  民 間 研 究 所 等 と の 共 同 研 究 を 実

施 し 、  そ れ ら を 通 じ て 将 来 の 基 礎 研 究 の 方 向 等 を 研 究 調 査 し ま す 。

☆ 学 研 都 市 に お け る 他 と の 関 わ り や 役 割 に つ い て ど の よ う に 考 え ら れ て い ま す か 。

人 材 育 成 と い う 立 場 で は か な り 力 を 注 い で い ま す の で 、  学 研 都 市 内 の 研 究 機 関 と も 交 流 を 深 め る と 共 に 、

人 材 を 大 い に 提 供 さ せ て い た だ く 責 任 を 感 じ て お り ま す 。  教 員 に っい て も 学 研 都 市 内 の 研 究 機 関 と は 大 い に

交 流 を 深 め て 、  共 同 研 究 や 共 同 開 発 を 進 め て い け れ ば と 思 つ て い ま す 。  特 に 、  A T R に は 、  既 に 学 生 実 習 を

お 願 い し て お り ま す し 、  研 究 交 流 な ど も こ れ ま で 以 上 に 進 め て 行 き た い と 考 え て い ま す 。

☆ 大 変 な 点 、  苦 労 さ れ て い る 点 は あ り ま す か 。

非 常 に 環 境 は よ い の で す が 、  交 通 機 関 が ま だ ま だ 不 便 な 点 が 悩 み の 種 で す 。  バ ス の 便 も 、  大 学 ま で き て い

る の で す が 、  生 従 数 が ま だ 少 な く 、  利 用 者 も 少 な い の で 、  本 数 が 少 な い の が 現 状 で す 。

☆ 今 後 の 展 望 に つ い て ぉ 聞 か せ 下 さ い 。

研 究 科 間 に お い て 共 同 体 制 を と っ て ゆ き 、  新 し ぃ 学 際 的 な テ ー マ に 取 り 組 ん で い け た ら と 思 つ て い ま す 。

今 は 、 研 究 科 が 2 つ で す が 、 将 来 、 研 究 科 の 増 設 も 希 望 し て い ま す 。  ま た 、 附 属 の 図 書 館 の 電 子 化 を 実 現 し 、

2 1 世 紀 を 先 取 り し た 図 書 館 を 目 指 し て ゆ き た ぃ と 思 つ て い ま す 。
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e研究成果展開

A T R  v -T a l k  ( 音 声 合 成 ソ フ ト ウ ェ ア )  を販売開始

C1111)国際電気通信基礎技術研究所は、 11月から、 ATR,レ ー Talk (音声合成ソフ ト ゥ ェ ア )  を販売開始します。

ATR ,ノ ーTalkは、ATR自動翻訳電話研究所の音声合成技術の研究の中で開発された音声合成プログラムで、

非常に滑らかで自然な合成音を得ることができます。

ATR v -Talkの特長

ATR レ ー T a l k は 、 限 ら れ た デー タ と 規 則 を も ち ぃ て 、 任 意 の 内 容 の 音 声 を よ り 自 然 な 合 成 音 声 と し て 出 力

で き る も の で 、 次 の よ う な 特 長 が あ り ま す 。

(1) 合 成 し た い 音 声 と 類 似 し た 内 容 の 単 語 あ る い は 文 章 が 音 声 デー タ に 含 ま れ る 場 合 に は 、  一 致 し て い る

部 分 が 利 用 さ れ ま す 。  こ の た め 、  可変部の少ない定型文章出力の場合、 可 変 部 以 外 を そ の ま ま 単 位 と

み な し て 音 声 デー タ を 置 き 換 え た 編 集 合 成 音 声 が 得 ら れ 、  規 則 に よ る 合 成 と 録 音 編 集 に よ る 合 成 を 統

合 し た 、  自 由 度 の 高 い 方 式 を 実 現 し て い ま す 。

(2) 規 則 合 成 を 用 い て い る た め 任 意 の 内 容 を 音 声 に 変 え ら れ る の は も ち ろ ん で す が 、  合 成 し た い 音 声 と 類

似 し た 内 容 の 単 位 あ る い は 文 章 が 含 ま れ る 場 合 に は 、  一 致 し て い る 部 分 が 利 用 さ れ る た め 、  さ ら に 自

然性が向上します。

(3) 自 然 性 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す 韻 律 の 制 御 にっい て も 、 数 量 化 理 論 ・ ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト を 活 用 し て 制 御

規 則 の 最 適 化 ・ 検 証 を 行 い 、  韻 律 制 御 の 最 適 化 を 図 つ て い ま す 。

(4) オ プ シ ョ ン で 提 供 し ま す 漢 字 仮 名 交 じ り 文 読 み 付 与 プ ロ グ ラ ム  ( 以 下 、 読 み 付 与 プ ロ グ ラ ム と 記 す )

を 組 み 合 わ せ れ ば 、 適 切 な ア ク セ ン ト や 区 切 り の 情 報 を 自 動 的 に 付 加 す る こ と が で き ま す 。

よ り 詳 し ぃ 内 容 は 次 の 参 考 文 献 を ご 覧 く だ さ い 。

国際電気通信基礎技術研究所編: 「 自 動 翻 訳 電 話」 A T  R 先 端 テ ク ノ ロ ジーシ リ ース オーム 社 ( 1 9 9 4 )

匂 坂 :  「より自然な合成音声をめざして」 A T R ジ ャーナル N o 8 、 p p 1 4 -18、 (1990秋).

動作環境

① 計 算 機  0 S : U N  I X 4 . 1 B バージョンであればいずれのマシンでも可。 Cコンパイラが必要です。

② 所 要 メ モ リ 容 量  主 記 憶 : 2 M B 、  デ ィ ス ク : 2 0 0 M B 以 上

③ C M T : 8 m m ま た は D A T

用 途

研 究 用 と し て ご 利 用 に な れ ま す 。  使 用 方 法 の マ ニ ュ ア ル を 添 付 し ま す 。

本 研 究 成 果 を 用 い た 製 品 等 の 第 三 者への 販 売 ・ 配 布 にっい て は 、  別 契 約 と な り ま す 。

価格

基 本 部 は 1 , 2 5 5 , 0 0 0 円 ( 使 用 許 諾 契 約 に よ る 使 用 許 諾 料 ) 、 オ プ シ ョ ン 部 ( 読 み 付 与 プ ロ グ ラ ム )  を 使 用

さ れ る 場 合 は 別 途 1 0 0 , 000円が必要です。

* 読 み 付 与 プ ロ グ ラ ム は 国 際 電 信 電 話 株 式 会 社 か ら 許 可 を 得 て 提 供 す る も の で す 。

* *  波 形 合 成 部 は 東 京 工 業 大 学 か ら 許 可 を 得 て 提 供 す る も の で す 。

〔お間い合わせ先〕

T E L ( 0 7 7 4 9 ) 5 1192 F A X ( 0 7 7 4 9 ) 5 1179
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A T R 先 端 テ ク ノ ロ ジ ー シ リ ー ズ

A T R グ ル ー プ の 研 究 成 果 を 広 く 皆 さ ん に 知 つ

て い た だ く た め 、 分 か り ゃ す く ま と め た 本 を シ

リ ー ズ で 出 版 し て い ま す 。

「 視 聴 覚 情 報 科 学 一 人 間 の 認 知 の 本 質 に せ ま る

ー 」 が 、 本 年 9 月 オ ー ム 社 よ り 出 版 さ れ ま し た 。

こ の 本 で は 、 人 間 の 視 覚 ・ 聴 覚 ・ 認 知 の メ カ ニ ズ

ム に っい て 、  自 然 な ヒ ュ ー マ ン イ ン 夕 フ ェ ー ス を

目 指 し た 学 際 的 な 視 点 か ら の 研 究 成 果 を 優 し く 解

説 し て い ま す 。

「 自 動 翻 訳 電 話」 (既刊)  と と も に 、 書 店 等 で

お 求 め 下 さ い 。

今 後 、 「 光 衛 星 間 通 信 」 、 「ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー

ク 応 用」 、 「 臨 場 感 通 信 」 の 発 行 を 予 定 し て い ま す 。

特許の紹介

対話文における省略部分を確定するための言語処理装置

特願昭62-186465(特開昭64-028777) 〔登録番号1791197〕

言語処理装置に入力 さ れ た 単 語 列 に お い て 省 略 さ れ て い る 単 語 や 句 を 補 完 す る 対 話 文 省 略 部 の 確 定 方 式 で

あ る 。  省 略 部 を 含 む 対 話 文 の 解 析 は 、  属 性 と 属 性 値 と の 組 の 集 合 に よ り 対 話 文 の 構 造 を 捉 え て 解 析 を 行 う 。

同 時 に 対 話 文 の 機 能 、 ク ル ー フ レ ー ズ 、 話 題 に 関 し て 、 直 前 の 対 話 文 の 解 析 結 果 と 比 較 判 断 す る こ と に よ り 、

前後の対話文がもっ情 報 を ま と め 上 げ て 複 数 の 文 の 構 造 を 作 り 出 す 。 こ の 構 造 を 作 り 出 す と き 、 直 前 の 対 話

文 が 有 し て い る 構 造 を 当 面 の 対 話 文 の 構 造 に も 伝 播 さ せ る こ と に よ り 、  省 略 部 を 補 完 す る も の で あ る 。

能 動 イ ン ダ ク タ  特願昭62-52766 (特開昭63-219150 )  〔登録番号1818147〕

イ ン ダ ク 夕 ン ス は 、  受 動 素 子 で 作 成 す る と 大 き な 面 積 が 必 要 に な る た め M M  I C で は F  E T な ど の 能 動 素

子 を 利 用 す る が 、 従 来 の 能 動 イ ン ダ ク タ で は マ イ ク ロ 波 以 上 の 周 波 数 で 特 性 が 劣 化 す る 。 本 発 明 は 、  2 つ の

F E T を 縦 続 接 続 し て 抵 抗 や コ ン デ ン サ と 組 み 合 わ せ た 構 成 と し た こ と が 特 徴 で 、  静電容量等の特性劣化要

因 を 小 さ く で き る 。 従 来 に 比 べ 、  イ ン ダ ク タ ン ス 値 を 大 き く で き る こ と 、 高 い 周 波 数 で も 値 が 減 少 し な い こ

と 等 、 M M  I C に 適 し た 優 れ た 特 性 を 持 つ 。

A T R の 取 得 し た 特 許  ・ 実 用 新 案 件 権 は 有 償 で 利 用 で き  ます。 こ れ ら の 特 許 権 等 の 実 施 お よ び ノ  ウ ハ ウ の

供 与 に つ い て は 下 記 に お 問 い 合 わ せ 下 さ ぃ 。

㈱国際電気通信基礎技術研究所 企画部開発室
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( 通 ) 知 能 処 理 研 究 室  研究員

( 音 ) 第 三 研 究 室  客 員

(通 )知能処理研究室 研究員
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森 田  博文
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Agnes Charre1

坂口 竜己
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Nikko Strom
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Nicolas Schweighofer
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カ リ フ ォ ル ニ ア 大

G E T A
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N T T

N H K
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I N T
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I N T

I N T

目 本 ビ ク 夕 一

韓 国 産 業 情 報 技 術 院
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ス ウ ェ ー デ ン 工 大

オ ハ イ オ 州 立 大
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三菱電機
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( 光 ) 無 線 通 信 第 二 研 究 室

( 音 ) 第 三 研 究 室

( 通 ) 通 信 ソ フ ト ウ ェ ア 研 究 室

( 通 ) 知 能 処 理 研 究 室

( 音 ) 第 三 研 究 室
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N T T

N T T
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N T T

シ ャ ー プ

ニ ュ ー メ キ シ コ 大
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シ ャ ー プ

ニチメングラフイックス

山 田  泰造

牧 野  孝 裕

谷戸 文廣

五 味  裕章

末 松  英 治

Jared Saia

安達 久人

岩崎 圭 介

西山 尚 哉

7 . 3 1

8 . 2

8 . 3 1

9 . 3 0

(凡例) (国) : ㈱国際電気通信基礎技術研究所

(通) : ㈱ A  T R 通 信 シ ス テ ム 研 究 所

(音) : ㈱ A T  R音声翻訳通信研究所

(人) : ㈱ A T  R人間情報通信研究所
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外 音 に 美 要i犬一况
(平成6年4月から9月末における学術論文・学会発表等一覧。但し、一部前回記載漏れを含む)

A T R通信システム研究所

1 .  安達, 小林, 太田:'概念構造を利用したドキュfント保守支援
方式',知能ンフトゥェア工学研究会(94.07)

2 . 安 達 , 小林,太田:'ドキュ 1lントと概念の対応管理に基づくド

キュM保守支援',情報処理学会第49回全国大会(94.09)
3 . 井 上,高見,太田:'Automatic detection of service

interactions in telecommunications service
specifications' , SUPERCOMM/ICC'94(94.05)

4 . 榎 木 ,  小 林 , 太 田 : ' A Method for Discriminating
Ambiguous Terms in Specifications by using a
Conceptual Model ' , T h e 7 t h  Joint Conf. on
Communications Networks and Switching System(94.07)

5 . 榎 木 , 小林,太田:'通信サーピスの概念表現に関する一考
察', 1994年電子情報通信学会秋季大会(94.09)

6.沖,下村,力石:'オフ'ソ工クト指向1l'ー タ べースの改ざん防止方式' ,,

電子情報通信学会 交換システム研究会(94.07)
7 . 沖 , 力 石 , 下 村 , 太 田 :' オプ ソ ェクト指向ア ータ べ 一スのためのインテク

リティ レべルによるアクセス制御',1994年電子情報通信学会秋季大
会(94.09)

8 .下村,沖,力石,太田: ' I n t e11 i g en t  Software-Fault
Location for Distributed Processing Systems' , 7 t h

Int.Conference on Systems Research Informations
and Cy lbernetics(94.08)

9.下村,冲,力石,太田:'影響除去によるンフトゥェア独立改造

方式',情報処理学会第49回全国大会(94.09)
10. 河原崎,太田:'サーピス競合検出法の一考 察 ' , 1994年電子情

報通信学会秋季大会(94.09)
11 .近藤,  田倉,太田:'機能分散モfルのための、1フトゥェア構成に

関する一考察', 1994年電子情報通信学会秋季大会(94.09)
12 .原田,高見,太田,寺島: '通信サ一 l1ス相互作用に含まれる

意味的矛盾動作検出方式',情報処理学会誌(94.08)
13.原田,太田:'通信サーピス相互作用の検出支援の一方式',ネッ

トヮ ー クア ーキテクチャ ー ワ ークショッ 7'(94.08)
14. 佐藤:'広域状態遷移ルールの述語的解釈による可到達判

定 ' , 1994年電子情報通信学会秋季大会(94.09)
15.若林,河原崎,太田:'仕様記述時のサーピス競合検出手法の

評 価 ' , 1994年電子情報通信学会秋季大会(94.09)
1 6 . 小 林 , 榎 木 , 太 田 : ' 通 信 サー ピスモfルに基づ、く 要 求 記 述 , 獲

得手法',知能ン7トゥェア工学研究会(94.07)
17 .小林,  太田, 寺島:' A Requirement Description and

Acquisition Method Based on Communication Service
Knowledge' , 7th Int.Conference on Systems Research
Informations and Cybernetics(94.08)

18.小林,榎木:'日本語による通信サーピス仕様記述から形式言
語への変換',情報処理学会第49回全国大会(94.09)

19.上田, 田 倉 , 太 田 : ' 通信サーピス仕様の静的解析手法',第13
回離散事象システム研究会(94.07)

20. 深 山 ,  田 倉 ,  太 田 : ' Synthesizing New Process
S p e c i f i c a t i o n s  When A d d i n g  S e r v i c e
S p e c i f i c a t i o n s ' , T h e  7 th  J o i n t  Conf. on
Communications Networks and Switching System(94.07)

21.世良, 田倉,太田:'Distributed FunctionalModelfor
TeIecommunication Service Spec i f i c a t i ons
Described w i th  Termina1 Behaviors ' , J C -
CNSS' 94(94.07)

22 .世良,  田倉,太田:'機能分散モfルにおけるサー tス機能展開
の考察',94年全国大会秋季大会(94.09)

23. 太 田 ,  原田:'Class i f i ca t ion , Detection and
Reso lu t i on  of Serv ice  I n t e r a c t i on s  i n
Telecommunication Services' , 2nd Int.Workshop on
Feature Interactions in Telecommunications
Soft.(94.05)

24. 太田:'サーピス競合の分類と検出法の一考察',電子情報通信
学会交換システ1,研究会(94.07)

25.中村, 田倉,太田:'ド1インモT'ルを利用した通信サ一l1ス仕様生
成の構想',電子情報通信学会 交換シスァ1,研究会(94.04)

26. 中村,  田倉,  太田:'A method for requirements
elicitation using a domain mode1',ECBS(94.05)

27.張,小林:'領域モfルに基づく通信サーピス要求獲得',1994年
電子情報通信学会秋季大会(94. 09)

28. 田倉, 太田:'クラ7表現可能な通信サーピス仕様から、17トゥェア仕

様への変換法についで,1994年電子情報通信学会秋季大
会(94.09)

29.浜田,安達:'設計フ'口セス情報を利用した、17トウェア修正支援方
式',情報処理学会論文誌(94.05)

30. 力石, 沖 , 下 村 ,  太田: 'ネットヮ ー クセキュリティ参照モデルの「課
題」の検討',1994年電子情報通信学会秋季大会(94.09)

81.和田,河原崎,太田:'図形によるサーピス仕様記述支援のた
めの画素1l'一タ べ ー ス', 1994年電子情報通信学会秋季大会
(94.09)

32.E.J.Altman:'NormalForm Analysis as a Toolfor
Visualization and Design', The Int. Schoo1 -Conf.
on Di f fe rent ia l  Equations:Bifurcations and
Chaos(94.05)

33.K.Singh,大谷 淳 , 岸 野  文郎:'Realistic Modeling
and Animation of a Muscle and Skin Layer for
Human Figures using Implicit Function Techniques' ,,

クフ7イ クスとCAD研究会(94.07)
34. L.MOUBARAKI , 田中(立命館大), 北村, 大谷, 岸野:

Homotopy に 基 づ い た 表 情 の 3 次 元 ア 二 1l ー ション

Homotopy-Based8D Animation of FacialExpressions' ,

画像工学研究会(94.07)
35.Y.A.TI JER IN0,富里,岸野:'From Verbei and Gestura1

Input to3- D VisualFeedback',AAAI -94Workshop on
the Integration of NaturalLanguage and Vision
Processing(94.07)

36.Y.A.TIJERIN0, 安 部 , 岸 野 : ' Modeling with3- D Shape
Ontologies and Implicit Functions in a Virtual
Workspace' , AID - 94(CAI in Design)/Workshop on
Reasoning in Shapesln Design(94.08)

37.岸野:'フレキシフ'ルネットヮ ークとヒュ ーマンインタフェ一ス',電子情報通信学会
誌(94.04)

38.岸野,竹村:'仮想空間を作る',b i t別冊 知的触発に向
かう情報社会クルーf ウェア維新(94.04)

39. 岸野:' パーチャルリアリティと通信',光学(94.07)

40. 岸野:' l:ュ ー マンインタ7エ ースと人工現実感', SYNAPSE'94(94.07)
41. 吉田, Y.A.TIJERIN0:' マルチモ ータル3-D形状編集システAの実現

1994年電子情報通信学会秋季大会(94.09)
42. 富里, 岸野:' 3次元類似シー ンの検索', マルチ1lfィアと映像処

理シン1l111ウA ' 94(94.04)
43.宮里, 中村,岸野: ' 3次元投影カー、1ルの提案と評価', 1994

年電子情報通信学会秋季大会(94. 09)
44.金子(KDD), 岸野, 島村(NTT), 原島(東大):'Toward
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the New Era of VisualCommunication' , IEICE Trans.

on Communications(93.06)
45. 桑原, 鉄谷, 岸野:'High Speed Image Generation

withMotion Para11ax in Virtua1 Space ' , CG
Internationa1'94(94.06)

46.桑原,鉄谷(NTT), 志和,岸野: ' 実物との混在表示にお

ける2眼式立体画像の融像特性',3次元画像コン7ア レンス''

94(94.07)
47.桑原, 志和,岸野:'自然の景観の仮想空間表示における

3次元樹木画像の高速生成方法', 1994年電子情報通信学
会秋季大会(94.09)

48.志和, 岸 野 : ' レンティキュラ板を使用した3Df イ スアレイ', Computer
Graphics Osaka ' 94シンホ'ンウA(94. 06)

49. 志和:'液晶を用いた視線一致型表示装置',オ f トロニクス(
94.08)

50.西本,安部,宮里,岸野:'連想記憶を用いた発散的思考

支援システムにおける提供情報分野制御の試み',第15回

シスァi工学部会研究会「発想支援技術」(94.07)

51. 石井(松下電器), 岸野:'実画像中からの人物動作情報
の抽出',電子情報通信学会 電子f イ ス -fレイ研究会(94.06)

52.大村,鉄谷,岸野:'Lenticular Stereoscopic Display
System with Eye Position Tracking and without
Specia1-Equipments Needs' , Society for Information
DisplayInternationalSymposium' 94(94.06)

53 .大村, 鉄谷,志和,岸野:'複数人観測可能な視点追従型
1,ンチィキュフー立体表示装置',3次元画像コン7アレンス(94.07)

54.大谷:'  「l1 ァ ー チャル7ア クトリ ー」 3-4通信とVF',l1 ァ ーチャルファクトり 一

(94.06)
55. 大 谷 ,  岸 野 : ' Dense , Time-varying Range Data

Acquisition from Stereo Paris of Thermaland
Intensity Images',IEEE Conference on Computer
Vision&Pattern Recognition(94.06)

56. 大谷:'通信におけるバーチャルリアルティ ー' ,11 カフ ィ7(94.09)
57. 大谷, 岸野:'遣伝的アルコ '1 1(.1,を用いた3方向画像からの人

物の姿勢検出法の検討一上半身の姿勢推定精度向上と指
の関節角度推定 一 '  , 1994年電子情報通信学会秋季大会
(94.09)

58.竹村(奈良先端大),岸野:'知的インタラクティフ'f f イアを用いた

協調作業',1994年電子情報通信学会秋季大会(94.09)
59. 鉄谷:' 立体f イ スフ'レイと臨場感通信会議', NICOCRAPH' 93(93.

11)
60. 鉄谷:'情報fィス'f レイ',テレ 11ソョン学会(94.07)

61. 田 中 ( 立 命 館 大 ) ,  岸野:'Adaptive Sampling and
Reconstruction for Discontinuity Preserving
Texture-Mapped Triangulation' , 画像の認識・理解シンホ'111

ウ1・(MIRU' 94)(94.07)
62.内海,P.Milgram,竹村,岸野: '仮想空間表示における

奥行き知覚誤差の要因にっいで,第29回とュ ーマンインタフェ一ス研
究会(94.05)

63 .北村:' The Cha11enges of 3D Interaction in Virtua1
Space Teleconferencing' , CHI ' 94(94.04)

64. 北 村 , 竹 村 , N.Ahuja, 岸 野 : ' octreeと多面体表現を用
いた三次元物体間の衝突検出',電子情報通信学会 画像

工学研究会(94.05)
65. 北 村 ,  竹村(奈良先端大),  岸野: ' Coarse - to -Fine

Co11ision Detection for Rea1 -Time Applications in
VirtualWorkspace' , ICAT94第4回人工現実感とテレイク
ソスタンス国際会議(94.07)

66.北村,アンドリュ ー スミス,竹村,岸野:'並列計算機を用いた

三次元物体の実時間衝突検出法', 1994年電子情報通信学
会秋季大会(94.09)

67, 北村,大谷,岸野:'ァクスチャfレン 1l'ィンク法を用いた表情再現

法' , 1994年電子情報通信学会秋季大会(94.09)
68. 野間, 岩田(筑波大):'角虫覚と力覚を用いた高次元;11 リュ ー

ムf ータの提示手法の提案 -3次元流れ場f ータの提示 一 ' ,,

テレピンョン学会画像応用研究会(94.08)

69. 鈴木,大谷,岸野:'3次元計測に基づいた顔画像の表情
再現法の検討', 1994年電子情報通信学会秋季大会(94.09)

70 .寺島,岸野: ' VirtualSpace Teleconferencing System' ,,

MULTIMEDIA' 94(94 . 05)
71. P.Milgram,竹村,岸野:'Merging Realand Virtua1

Worlds',Networked Reality ' 94(94.05)
72 .岩崎,岸野: ' 空間多重フィルタリングに基づく3次元曲

面の特徴計測',電子情報通信学会論文誌(94.09)
73. 伴野(NTT), 岸野:'注視点検出のための特徴点3次元位

置計測法',電子情報通信学会論文誌(94.09)

A T R音声翻訳通信研究所

1 .  山崎:'夢の自動翻訳電話 ー クロ ー バルなコミュニケ ー シ1,ンに向け

て 一 ' , ;111ll信協会近畿地方講演会(93.10)
2 .  山崎:'話し言葉の翻訳は可能か ー チ1, レンl11ンクな音声翻訳

通信の研究 一',画像電子学会誌(94.06)

3 .  山崎:'音声翻訳の研究活動',通信工業(94. 06)
4 .  山崎:'異なる言語間のクロー バルコミュニケ ーションを目指す音声翻

訳',画像電子学会誌(94.08)

5 .  山崎, 森元:'ATR Research Activities on Speech
Translation' , IVTTA94(94.09)

6 .  B.Suhm(CMU), L.Levin(CMU), N.Coccaro(CMU),,

J.Carbonell(CMU), K. Horiguchi(CMU), 磯谷, 他 5
名:' Speech一しanguage Integration in a Multi 一しingua1
Speech Translation System', AAAI -94(94.07)

7 .  E.McDermott(人間), 片桐:'Minimum Error Training
for Speech Recognition ' , Neura1 Networks for
SignalProcessing N (94.09)

8.H.Singer, 解 見, 松永:'Non-Uniform Unit Parsing for
SSS一 しR Continuous Speech Recognition', ICASSP' 94(9
4.04)

9.H.Singer, 應 見 : ' Speech Recognition without Grammar
or Vocabulary Constraints' , ICSLP94(94.09)

10.H.Lucke:' Reducing the ComputationalComplexity for
Inferring Stochastic Context - free Grammar Rules
from Example Text' , ICASSP' 94(94.04)

11.H.Lucke:'Graph Theoretic Tools for the Design of
Stochastic Models in Speech Recognition ' , IWHIT
94(94.09)

12 .磯谷,松永: ' Speech Recognition Using a Stochastic
Language Mode1 Integrating Loca1 and G1oba1
Constraints ' , Proceedings of Human Language
Techno1ogy(94.03)

13.磯谷,松永:'A Stochasticしanguage Modelfor Speech
Recognition I n tegra t ingしoca l  and G1oba1
Constraints',ICASSP' 94(94.04)

14. 加 藤 ,  片 桐 : ' A Nove1 Fuzzy Part i t ion Mode1
Arch i t e c t u r e  f o r  C l a s s i f y i n g  Dynamic
Patterns' , ICSしP94(94.09)

1 5 .  加 藤 ( 人 間 研 ) ,  津 崎 ( 人 間 研 ) ,  匂 坂 :
Acceptability of Tempora1 Modification in

Consonant and VowelOnsets',ICSしP94(94.09)
16. 岩橋, 匂坂:' Speech Spectrum Transformation by
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Speaker Interpolation',ICASSP' 94(94.04)
17. 岩橋( 11二一), 匂坂:' Voice Adaptation Using Multi -

FunctionalTransformation with Weighting by
RadialBasis Function Networks' , ICSLP' 94(94.09)

18 .宮沢, 應見,松永,  嵯峨山(NTT):'Al1 -phoneme Ergodic
HMnet for Unsupervised Speaker Adaptation',ICASS
P' 94(94.04)

1 9 . 坂 本 , 松 永 : ' Continuous Speech Recognition Using a
Dia1og - cond i t ioned Stochast ic  Language
Mode1', ICSLP94(94.09)

20. 小坂, 嵯峨山(NTT):'Tree - structured Speaker
Clustering for Fast Speaker Adaptation',ICASSP'94
(94.04)

2 1 . 小 坂 , 松 永, 嵯峨山(NTT):' Tree-Structured Speaker
Clustering for Speaker - Independent Continuous
Speech Recognition' , ICSLP94(94.09)

22. 小森(人間), 片桐:'Minimum Error Classification
of Keyword -Sequences ' , 1994IEEE Workshop on
NeuralNetworks for SignalProcessing(94.09)

23. 松村, 松永:'Towards Non -Uniform Unit HMMs for
Speech Recognition ' , 1994 I n t . Workshop on
Interactive Voice Techno1ogy for Telecommunica -
tions Appli.(94.09)

24. 村上, 松永: ' A Spontaneo 1」s Speech Recog n it ion
Algorithm Using Word Trigram Models and Fil led-
Pauses Procedure',ICSLP94(94.09)

25.匂坂:' Recent Advances in Japanese Speech Synthesis
Research', 1994 Int . Conf. on Speech, Image
Processing&NeuralNetworks(94.04)

26. 匂坂:'Freedoms and Constraints in Computational
prosody Modeling from Speech Corpora; ,1994米国音響
学会会合(94.06)

27.匂坂:'音声言語の認識・合成と自動学習',次世代情報処
理技術国際シンホ'ソウA SYNAPSE' 94(94.07)

28. 旬坂:'音韻セ'f11ント長の計算モiル' , 言 語 フ;l1ラ・トリ 一学会(LLA)

第34回 C94年度)全国研究大会(94.08)
29. 片桐:'音声認識のための識別学習',第9回対話研究会

(94.04)
30. 片桐: '最近の音声認識技術:二ユ ー フ ルネットと識別学習に焦点

を合わせで ,日本電子工業振興協会(94.07)
31. 清水, 門 前 ( 山 形 大 ) , 松 永 ,  H.Singer:'音素履歴木を

用いたフレー ム同期型SSS一しR文音声認識',情報処理学会

第49回全国大会(94.09)
32. 山口(シャ一 7' ) ,  H.Singer, 松 永 ,  嵯峨山(NTT):

Speaker - consistent Parsing for Speaker -
independent Continuous Speech Recognition',ICSLP94
(94. 09)

33. A. llV Black, P.A.Tay1or:' CHATR:A Generic Speech
Synthesis System' , COLING' 94(94.08)

34. A.W Black, P.A.Tay1or:'Assigning Intonation
Elements and Prosodic Phrasing for English Speech
Syn the s i s  from High しeve1 I i n g u i s t i c
Input',ICSしP94(94.09)

35. J .Vaiss iere: ' Caracterisation des Variations
I n d i v i d u e l l e s  DU Contour DE Frequence DU
Fondamenta10bservees dans des Phrases Lues EN
Anglals. ' ,  Journees d' Etudes sur l a  Parole (94.06)

36 . P.A.Taylor: ' The Rise/Fa11/Connection Mode1of
Intonation' , Speech Communication(94.09)

37. P.A.Tay1or , A.W Black:' Synthesizing Conversationa1
I n t ona t i on  from a L i n g u i s t i c a 1 l y  Rich
Input ' , Second ESCA/IEEE Workshop on Speech
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脈依存の構文解析法',情報処理学会第49回全国大会
(94.09)

59. 大井, 隅田, 古瀬, 飯田, H.Kitano(カー ネ111-?ロン大:

Toward Massively Para1le1 Spoken Language
Translation',Para1le1 Processing for Artificia1
Inte11igence, 2(94.08)

60 .柏岡, E.W.Black:'相互情報量を用いた単語の分類にお
ける出現頻度の低い単語の処理手法',情報処理学会第49
回全国大会(94.09)

61. 飯田:'音声対話処理のための対話モfル',日本音響学会誌
(94.07)

62. 傳:'心のモfルとしての情況理論',意味と理解研究会
(94.06)

63.傳:'状況の理論と日本語 一 ハとガ再々考一',日本認知

科学会第11回大会(94.06)
64. 傳 : ' Generalized Chart Algorithm:An Efficient

Procedure FOR Cost Based Abduction',32nd Annua1
Meeti n g of the Association for Computationa1
Linguistics(94.06)

65 .傳: '状況の理論と日本語(続編) ' ,  「状況推論と対話」
ワ ー クショッフ1(94.09)

66. C , Boitet(GETA), M.Seligman:' The ” Whiteboard ”

Architeoture:A Way to Integrate Heterogeneous
Components of NLP Systems' , COLING' 94(94.08)

67 , K.H.Loken -Kim, 谷戸, L.Fais, 森元 , 樽松(電通大)

: 'L ingu i s t i c  and Paral inguist ic Differences
between Multimoda1 and Telephone - on ly
Dia1ogues',ICSLP94(94.09)

68.K.H.Loken -kim, 谷戸,森元: ' しinguistic Variability
in Unimodaland Multimodaldia1ogues' ,情報処理学

会第49回全国大会(94.09)

69. K.Harbusch(DFKI),菊井, A.Kilger(DFKI):'Default
Handling in IncrementalGeneration' , COLING'94(94.0
8)

70. M.Seligman:'Discovery and Format of Input
Structures fo r  Tact ica l  Generation ' , T h e

InternationalWorkshop on Natura1 Language
Generation(94.04)

71.浦谷,應見:'音声認識の良否の判定基準',情報処理学会

第49回全国大会(94.09)
72. 菊井 , 森元:' Similarity -based Identification of

Repairs in Japanese Spokenしanguage',ICSLP94(94.0
9)

73. 森元, 山崎:'音声翻訳通信の動向',画像電子学会誌

(94.04)
74 .森元,村上:'音声対話における言語現象',日本音響学会

誌 小特集 一音声によるコンピュ ータとの対話を目指して 一

(94.07)
7 5 . 森 元 , 浦 谷 , 竹 澤 ,  田 代 , 古 瀬 , 側 嶋 , 村 上, 種 口 : ' A

Speech and Language Database for Speech
Translation Research' , ICSLP94(94.09)

76. 速水(電総研),  竹澤:'音声コーパスの動向と将来展望',,

「言語f 一 タ共有計画」シンホ'ソウA(94.06)

7 7 . 谷 戸 ,  K.H.しoken -Kim, L.Fa is1,森元:'道案内タスクにお

けるマルチモ ータル対話の会話文の特徴分析',電子情報通信学
会論文誌D - II (94.08)

78. 竹 澤 ,  森元: ' An Eff icient Predictive LR Parser
Using Pause Information for Continuousiy Spoken
Sentence Recognition',ICSLP94(94.09)

79. 田代, 竹澤, 森元, 永田(NTT):'Efficient Chart
Parsing of Speech Recognition Candidates' , ICASSP''

94(94.04)

80. 田 代 , 浦 谷 , 森 元 : ' Restructuring of Tagged Corpora
Using Morpheme Adjustment Rules' , C0しING ' 94(94.08)

81 . 田代,柏岡,Ezra  W.Brack:'構文木コーバスの再構成手法',,

情報処理学会第49回全国大会(94. 09)
82.保坂 , M.Seligman, Harald Singer:' Pause as a Phrase

Demarcator for Speech andしanguage Processing' ,,

COLING ' 94(94. 08)
83.友清:' NaturalUtterance Segmentation and Discourse

dabelAssignment ' , ICSLP94(94.09)
84.厳寺,石崎,森元:'対話のインタラクション構造と話題の認識',,

情報処理学会第49回全国大会(94.09)
85 . 浜口(法政大), 吉田(法政大) ,  谷戸:'自動翻訳電話

の処理システi構成にっいで , 電子情報通信学会論文誌B -
1I (94, 07)

A T R人間情報通信研究所

1 .  東倉:' 1-7-3発声・調音機構 3-4-1聴覚の信号処理モf
ル3-5-5発声・聴音モァル',二ユ ー ロ・ファソイ ・AIハンドフック(94.05)

2 . 東倉:'感性と人間情報処理', 1994年ア レピンョン学会年次大会

(l1)4.07)
3 .  東倉:'音声科学コンピュ一夕', 1994年度目本音声学会全

国大会研究発表論集(94. 09)
4 .A . d e  Cheveigne (CNRS),河原,相川 , A.P.Lea:' Speech

Separation for Speech Recognition' , SFA lneeting(7ラン
ス音響学会国内大会)(94.05)

5 .  J.S.Magnuson , 山 田 : ' Talker var iab i l i ty  and the
identification of American English/r/and/1/by
Japanese sub jects ' , Spr ing  Meeting of the
AcousticalSociety of America(941 06)

6 .  J.S.Magnuson , 山田,H.C.Nusbaum(Univ . of Chicago )

: ' Variabi l ity in famil iar and nove1 talkers:
E f f e c t s  on mora percept ion  and t a l k e r
i den t i f i cat i on.',日本音響学会聴覚研究会(94.09)

7 .  J.S.Magnuson, 山田, H.C.Nusbaum(Univ . of Chicago )

: ' Are representat ions used f o r  t a l k e r
i d e n t i f i c a t i o n  a v a i l a b l e  f o r  t a l k e r
normalization? ' , ICSしP94(94.09)

8 . M.Bacchiani, 相川: ' 0ptimization of Time-Fre(1 uency
Masking Filters using the Minimum Classification
Error Criterion' , Int. Conf . on Acoustics Speech and
SignalProcessing(94.04)

9 .  P.K.Kuh1(Univ . of Washington), 津 崎 ,  東 倉 ,,

A . N.Meltzoff(Univ . of Washi ngto n ) : ' Human
Processing of Auditory - Visua1 Information in
Speech Perception:Potentialfor MultimodalHuman-
Machine Interfaces. ' , ICSLP94(94. 09)

10.加藤,津崎:'1ntensity effect on discrimination of
auditory duration f lanked by preceding and
succeeding tones ' , The Journalof the Acoustica1
Society of Japan(E)(94.09)

11. 加 藤 ,  津崎,  匂坂(ATR音声):'Acceptabi l i ty of
temporalmodification in consonant and vowe1
onsets' , ICSLP94(94.09)

12. 河原: ' Interactions between speech production and
perception under auditory feedback perturbations
on fundamentalfrequencies' , The Journalof the
AcousticalSociety of Japan(E)(94.05)
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13. 河原, 岩爪(奈良先端大):'変換聴覚フイ ー ドバックにおける

音源の性質の影響についで, 日本音響学会聴覚研究会

(94.05)
14.河原:'チレピ 111 ョン年報:聴覚',テレピソョン学会誌(94.07)

15. 河原:'聴覚系を構成要素とする音声基本周波数の制御モi'
ルにっいで , 日本音響学会聴覚研究会、 電子情報通信学
会音声研究会(94.07)

16. 河原:'Effects of NaturalAuditory Feedback in
FundamentalFrequency Control',ICSLP94(94.09)

17. 山 田 ( 大 阪 大 ) ,  山 田 ,  W.Strange (南フロリタ大):

Perceptua11earning of Japanese mora sy11ables by
native speakers of American English:An analysis
of accluisition processes of speech perception in
secondlanguagelearaing' , ICSしP94(94.09)

18. 山田,W.Strange(南7ロリタ大), J.S.Magnuson(南7ロリタ大),,

J.S.Pruitt(南フロリタ大), A.I.Rodriguez (南7ロリタ大):
The i n t e 1 l i g i b i l i t y  of Japanese speakers ''

productions of American Eng l i s h/ r/ ,/ l / , and
/w/, as evaluated by native speakers of American
English.',ICSLP94(94.09)

1 9 . 小 原 , 相 川 ( 視 聴 覚 ) ,  河原:'時間周波数マスキンク特性を
模擬した視覚7イ ルタモfルによる音声認識',日本音響学会誌

(94.05)
20.小原,平原(NTT):'DTW単語認識システ1,における聴覚フィ ルタフ

ロントェンドの評価',日本音響学会論文誌(94.06)
21.正池(ATR - I ) ,  飯塚(ATR - I ) ,  田島(ATR - I ) ,  山田:'米

語音韻聴き取り学習、fフトゥェアの開発',情報処理学会第49回

全国大会(94.09)
22. 相川,  山 田 : ' 0n the effectiveness of dynamic

cepstrum in measuring the E n g l i s h / r / - /1/
acoustic-perceptualdissimilarity' , 日 本 音 響 学 会

Acoustica1しetters(94.05)
23. 相川, 斉藤(豊橋技科大):'動的ケプスト フ 1,を用いた音声認

識における耐雑音性評価',電子情報通信学会技術研究報

告(音声)(94.06)
24 . 相 川 ,  山 田 : ' Comparative Study of Spectra1

Representations in Measuring the English/r/-/1/
Acoustic-Perceptual Dissimilari ty',ICSLP94(94.09)

25. 相川 , 斉藤(豊橋技大) : 'No i s e  Robust Speech
Recognition Using a Masked Spectrum', ICSLP94(94.0
9)

26. 津崎, 加藤, 田中:'Apparent Duration of Speech
Segments Interrupted by a Noise Burst',Journa1of
AcousticalSociety of Japan(94.05)

27. 津崎:'私の南めるこの一冊「認知の構図一 人間は現実を
ど の よ う に と ら え る か 一 」 U.ナイサ一著 ' ,  目本音響学会誌

(94.06)
28. 津 崎 ,  加 藤 ,  田 中 : ' Effects of the Acoustic

Discontinuity and the Phonemic Deviation on the
Apparent Duration of Speech Segments',ICSしP94(94.0
9)

29. 田中,津崎,加藤:'Discrimination of empty duration
i n  the c l i c k  sequence s imu l a t i ng  a mora
structure',The Journa1of the AcousticalSocity
of Japan(E)(94.06)

30.加藤:'認知工学の現状と展望',認知科学(94.05)

31.加藤,尾田:'顔の感性情報に影響を及ぼす特徴要因にっ
いで ,目本認知科学会第11回大会(94.06)

32 . 金 沢 : ' 顔 研 究 の 現 在 ' , 生 活 行 動 研 究 / 生 活 研 究 会
(94.07)

33.金沢:'感情心理学への招待',アェ ラ「学問がわかる」シ
リ ーf 「心理学がわかる」(94.09)
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Motion in Structure From Motion: Point ing
Responses to the Axis of Rotation',Perception and
Psychophysics(94.06)

55.宇野:'Dyna[n ic Optimization Models ;Altered Visua1
environments. ' , 4 t h  AnnualConference on Neural
Contro1of Movement(94.04)

56 .宇野,  今水, 川人:'Dynamic Optimization Principle
in Human Arm Movements:Evidence from Experiments
in Altered Kinematics.',電子情報通信学会二ユ ーロコン
ピュ ーティンク研究会(94.06)

57. 宇野, 川人:' ヒト腕の運動軌道を生成するための運動規範
モfル',電子情報通信学会二ユ ー ロコンピュ ーァインク研究会(94. 07)

58. 五味: ' 運動学習を通じて学ぶ操作対象物の認識',インテリ '11 工

ントFA研究分科会(94.05)
59. 五味,川人:'人腕多関節運動中の手先インピータンスの計測',,

日本機械学会ロ,11ティクス1カトロニクス部門(94.06)
60. 五味:'研究室紹介 ATR人間情報通信研究所 第三研

究室' , バイオfカニスム学会誌 vo1 , 18. No, 3(94.08)
61.今水, 宇野, 川人: ' InternalRepresentation of Motor

Apparatus:Implications from Gerneralization in
Visuo -motor Learning' ,  Journa1of Experimenta1
Psychology(94.04)

62 .小池, 川人:'Estimation of Arm Posture in3D-Space
from Surface EMG Signals Using a NeuralNetwork
Mode1' , 電子情報通信学会論文誌(94.04)

63. 設楽(電総研),  河野(電総研), 五味, 川人:'小脳に
おける感覚から運動への変換',電子技術総合研究所鮮11l
(94. 01)

64.川人:'認知と運動の計算論的神経科学',神経心理学・第

10巻第1号(94.03)
65. 川人:' 小脳の内部モ11'ルと運動学習',別冊 計測と制御

(94.04)
66. 川 人 : ' M o d e 1  of Motor しearning in the

Cerebe11um',HFSP Frontier Meeting(94.04)
67. 川人:' Comparison of dynamic vs kinematic model

predictions and experimentaldata , algorithm and
hardware' , 4th AnnualConference on NeuralContro1
of Movement(94.04)

68 . 川人 , 難波:' JNNS Newsしetter巻頭言',JNNS News
Letter(94.05)

69. 川 人 : ' Bi -directionalapproach to prerationa1
inte1l igence ' , ZiF Conference ” Prerationa1
Inte1ligence in Robotics”(94.05)

70. 川人, F.Gandolfo (MIT), 五味, Y.WADA(川崎製鉄):

Teaching by Showing in Kendama Based on
Optimization Principle' , ICANN ' 94(The European
conference on ArtificialNeuralNetworks )(94.05)

71. 川人: '脳の情報処理モテ'ル 計算論的神経科学のモfルと理
論',岩波講座「認知科学」(94.06)

72. 川人:'大脳視覚皮質の計算モfル',二ユ一口・ファソイ ・AIハンドフック
(94.06)

73.川人:'学習の手引き',岩波講座「認知科学」第3巻 視
覚と聴覚(94.07)

74. 川 人 : ' B i - direct iona1 Theory Approach to
Integration' , Attention&Performance XVI(94.07)

75.川人: ' 小脳と眼球運動',医学のあゆみ(94. 08)
76. 川 人 : ' B i - direct iona1 Theory Approach to

Consciousness',InternationalSymposium Computation ,

Cognition&Consciousness(94.08)
77. 川人:'脳とニユ ーラルネット',セミナー 「人工生命/遺伝アルコリ1(11/二

ラルネットとは何か?その本質に追る」 (94.09)
78.早川:'複数陰影画像からの形状・面反射率・光源方向・

光源照度の推定',電子情報通信学会論文誌(94.04)
79. 渡辺, F.E.Po11ick , 川 人 : ' POINTING REPORTS 0F

LOCAし SURFACE O RIENTATION FROM SHADED
IMAGES', ARV0(94.05)

80. 難波:'つくばから関西学研都市へ' , コンン ー シア4だより
(94.06)

81 .和田, 川人:'Trajectory Formation of Arm Movement
by a NeuralNetwork with Forward and Inverse
Dynamics Models',Systems and Computers in Japan(94.

04)

82. D.Erickson(0hio S.U), 本多, 平井: ' Globalpitch
range and the production of 1ow tones in English
intonation.', ICSLP94(94.09)

83. David Rainton , Ed Gamble: 'しearning to1ocalize
sounds using vision',Internationai Workshop on
Human Interface Techno1ogy(94.09)

84 . E.V. - Bateson , P . G r i b b l e (McG i l I  U . ) ,,

D. J. 0stry(McGi11U.): ' The coordinate system for
jaw movement contro1', Spring Meeting of the
AcousticalSociety of America(94. 06)

85. E.V. -Bateson , Inge -Marie Eigsti, 矢野:' Llistener
Eye Movement Behavior During Audiovisua1
Perception' , ICSLP94(94.09)

86. E.V. - Bateson , Mark Tiede , 和 田 ( 川 崎 製 鉄 ) ,,

V.Gracco(Haskinsしab, 川人 光男:'Phoneme
Extraction Using Via Point Esti [nation of Rea1
Speech', ICSLP94(94.09)

87. E.McDermott , 片 桐 : ' Minimum Error Training for
Speech Recognition',NeuralNetworks for Signa1
Processing ]1V(94.09)

88. K.Munha11(Queens Univ . ) ,  E.V. -Bateson , 東倉:' X -
ray f i lm database for speech research', Spring
Meeting of the Acoust ica1  Soc i e t y  of
America(94.06) .

89. M. Hashi(Univ . Wisconsin), J.R.Westbury(Univ .

Wisconsln), 本 多 : ' Articulatory and acoustic
variability of vowels in japanese and English' , The
127th ASA meeting(94, 06)

90.M.K. Tiede , E.V. -Bateson:'Exp1oiting a videodisc-
based cineradiographic database for speech
research', Spring Meeting of the Acoustica1
Society of America (94.06)

91.M. K.Tiede , E.V. -Bateson:'Extracting articulator
movement parameters from a videodisc - bassed
cineradiographic database',ICSLP94(94.09)

92 , 栗田(金沢工大), 本多, 垣田(金沢工大): ' ロ唇の調

音動作を実現する生理学的モfル ' ,  日 本 音 響 学 会 誌
(94.06)

93.小森,片桐(ATR音声):' Minimum Error Classification
of Keyword -Sequences' , 1994IEEE Workshop on Neural
Networks for SignalProcessing(94, 09)

94. 小池(トョタ自動車),川人:'表面筋電信号を用いたヒューマ ン・イン
タ 一7エ ース',ヒュ ーマンコミュニケ ー ション研究会(94.06)

95. 正木, 本多:'Estimation of temporalprocessing
unitof speech motor programm ing for Japanese words
based on the measurement of r e a c t i on
time',1CSLP94(94.09)

96. 前田(CNRS), 本 多 ,  : ' : ' From EMG to formant
patternsof vowels:the inplication of vowelsystems
and spaces.',Phonetica(94. 06)

97. 党 ,  本多:'1nvest iga t ion  of the acoustic
c h a r a c t e r i s t i c s  of t h e  v e l um  f o r
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vowels.',ICSLP94(94.09)
9 8 . 平 井 , 本 多 ,  藤本(高の原中央病院), 島田育廣(高の

原中央病院) :'F0調節の生理機構に関する磁気共鳴画像

(MRI)の分析',目本音響学会誌(94.04)
99. 平 井 ,  党 ,  本多:'Production of speech from a

physio1ogicalmodelof speech organs.',ASA127th
meet ing(94.06)

100. 平山, E.V. -Bateson, V.Gracco(Haskins Lab),川人:
Neuralnetwork prediction of l i p  shape from

muscle EMG in Japanese Speech' , ICSLP94(94.09)
101. 平山(HP日本研究所),  E.V. - Bateson , V.Gracco

(Haskinsしab),川人:'神経回路モfルによる筋電図信号か
らの発話 ロ 唇運動の生成',とュ ー マンコミュニケ ー ション研究会
(94.06)

102 .本多,平井, J.Esti11,東倉:' Contributions of voca1
tract shape to voice q i a l i t y  MRI data and
art iculatory modeling ' , The8th Voca1 Fold
Physio1ogy Conference (94.04)

103.本多,草川(ATR- I):'The articulatory trajectories
of the tongue in the muscle force space.', ASA
127th meeting(94.06)

104. 本 多 ,  平井 , J.Dang:'A physio1ogicalmode1of
speech organs and the implications of tonuge -
1arynx interaction' , ICSLP94(94.09)

105. 鈴 木 ( 静 岡 大 ) ,  石 田 ( 静 岡 大 ) ,  中 井 ( 静 岡 大 ) ,  党

(静岡大):' MRI measurement and3- D FEM analysis of
the nasaland paranasalcavities. ' , ASA127th
meet ing(94.06)

106. 鈴木(静岡大) ,  党, 中井(静岡大),  石田(静岡大),,

H.SAKAKIBARA(静岡大):' 3- D FEM analysis of sound
propagation in the nasaland paranasalcavities. ' ,

ICSLP94(94.09)
107. S.Bourdon , 須佐見,大塚:'図形パタンの学習と眼球運動

の変化 -2- Eve Movement Strategy and Effective
VisualField 1)uring Series of Patterns Encoding' ,,

テレピ ソョン学会 画像応用研究会(94.08)
108. 松井:'時空間視覚モfルを用いた瞬間提示画像知覚特性の

再現',電子情報通信学会画像工学研究会, TV学会視聴
覚技術研究会(94.06)

109. 松井:'時空間視覚モi'ルを用いた空間周波数一知覚時間特

性の再現',1994年電子情報通信学会秋季大会(94.09)
110 . 須佐見:' 拡大縮小パタンのテクスチャ ー と輪郭が奥行運動知覚に

及ぼす効果',目本基礎心理学会第13回大会(94.04)
111. 須佐見:'奥行運動残効の誘導に必要な順応時間',東海心

理学会第43回大会 発表論文集(94. 05)
112 , 須佐見:' 3次元の運動残効と奥行き運動の検出過程

Motion Aftereffect in3D and VisualInformation
Processing of Motion - In - Depth',3次元画像コ7ア レンス
94(94.07)

113. 須佐見: '奥行運動残効に及ぼす離反運動の効果

Effects of Antiphase Movement on Motion - in-depth
Af tereffect , ' , 基礎心理学研究第13巻1号(94.08)

114. 須佐見:'A f t e r e f f e c t  of Relative Motion
ProducesMotion- In-Depth', ECVP' 94(94.09)

115. 大塚, 松原, 須佐見:' How do eye movements change
before and a f t e r l e a rn i ng  Kanji characters?

ECVP' 94(94.09)
116 .尾島, 矢野, 清フ1、( (NHK),江本(NHK):'平面・立体パタ ー ン

による重心動揺の変化 Variation of Body Sway by
Two Dimensionaland Stereoscopic Images' ,電子情報

通信学会・画像工学研究会(94.06)
117. 尾島, 森村(松下電器):'複数ぺア画像を用いたステレオマ ッチン

ク Stereo Matching with Pairs of Images' ,画像の認
識・理解シンホ'ンウA(MIRU'94)(94.07)

118. 尾島, 矢野:'往復直線運動による重心動揺の分析

Analysis of Body Sway as a Reaction to a Moving
Target' , 1994年テレピンョン学会年次大会(94.07)

119. 尾島, 矢野:'結合振動子を用いた眼球運動モ1l'ルの検討A
Study of Eye Movement Mode1 with Coupled
Osc i l l a tors' , 1994年電子情報通信学会秋季大会
(94.09)

120.矢野,杉浦(NHK),金沢(NHK):' 「テレピ:,ヨン学会標準画像」

の一節 画像処理 産業応用総覧',画像処理 産業応用
総覧(94.04)

121.矢野,尾島:'平面,立体パター ンの自己運動への影響; ,日本

視覚学会94年夏期研究会(94.08)
122. H.de Garis:'The CAM- BRAIN Project:The Genetic

Programming of a Bi11ion Neuron Artif icialBrain
which Grows/Evolves at Electronic Speeds in a
CelIular Automata Machine',人工知能学会・並列処理
研究会(94.04)

123 . H.de Garis , 邊 見 : ' CAM - Bra in :進化する人工脳
Computer Today7月号(94.06)

124.H.de Garis:' CAM-BRAIN ISSUES Implementation and
Performance-Scaling Issues Concerning the Genetic
Programming of a Ce1lular A 種 tomata Based Artifica1
BRAIN',ICEC94(Int .Conf on Evolut ionary
Computation1994)(94.06)

125.H. de Garis:'CAM-BRAIN:Genetic Programming of an
A r t i f i c i c a l  Brain Which Grows/Evolves ;i t
Electronic Speeds in a Ce11ular Automata
Machine',ICNN94(Int . Conf. on NeuralNetworks
1994)(94, 06)

126. H.de Garis:' Genetic Programming:Evolutionary
Approches to Multistrategy Learning',Machine
Learning:A Multistrategy Approach, Vo1.4(94.07)

127. H.de Garis:' The CAM-BRAIN Project:The 111enetic
Programming of a Bi11ion Neuron Artif icialBrain
which Grows/Evolves at Electronic Speeds in a
Trillion CellCe11ular Automata Machine' ,Art i f i c i
alLifeIV(94.07)

128.H.de Garis:' CAM -BRAIN:A Progress Report Towards
the Genetic Programming of a Bi11ion Neuron
ArtificialBrain which lllrows/Evolves at Electronic
Speech in a Ce1lular Automata' , SAB94(94.08)

129. H.de Garis:' CAM - BRAIN:Towards the Genetic
Programming of a Bi11ion Neuron Arti f ic ialBrain
which Grows/Evolves at Electronic Speed inside a
Cellular Automata Machine' ,5 th  Int. Symposium on
Robotics and Manufacturing(ISRAM94)(94.08)

130. J.Vaario , 大 須 資 : ' 知 的 人 工 物 の 自 己 組 織 化
Computer Today No.3, 1994(94.05)

131. J.Vaario:' Introduction to Art i f i c i a1  Li fe
(ArtificialLifeへの誘い)',ROBOMEC' 94(94.06)

132. J.Vaario:'Modeling Adaptive Self -0rganization',Art
i f i c i a lL i f e][V(94.07)

133. J , Vaario:'Modeling Bio1ogicalAdaptation' ,  Japan-
U.S.A. Symposium on Flexible Automation(94.07)

134. K.Thearling(TMC), T.S, Ray:' Evolving A Digita1
Cambrian Exp1osion:Some Experiments with Multi -
ce11ular Artificia10rganisms' , Art i f i c i a lL i fe lV
(94.07)

135.Sung-Bae Cho:' A Discriminative Hidden Markov Mode1
Recognizer with NeuralNetwork Postprocessor' , Wor
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ld Congress on ComputationalInte1ligence (94.06)
136. Sung-Bae Cho:' Cooperation of Modularized Neura1

Networks by Fuzzy Integralwith OWA operators' ,3rd
Int . Conf. on Fuzzyしogic , Neura lNets&Soft
Computing(94.08)

137 . Sung-Bae Cho:'NeuralNetwork Ensemble Aggregated
by Fuzzy Log1 c ' , IEEE/Nagoya Univ . World
Wisemen/women Workshop(94.08)

138. T.S , Ray:'An Evolutionary Approach to Synthetic
B io1ogy :Zen  and the Art of Crea t i n g
Life' , Artificia1 Life(94.02)

139. T.S . Ray:'Evolution . Complexity , Entropy , and
ArtificialReality',Physica D(94.05)

140. T.S.Ray:'Evolution of Para11elProcesses in
Organic and DigitalMedia' ,5 th  AnnualNEC Research
Symposium:” Natura1 and Ar t i f i c i a1  Para11e1
Computation(94.05)

141.T.S. Ray: ' Using Art i f i c i a lL i f e  to Create Para11e1
and Networked Processes Through NaturalEvolution''

1994年度人工知能学会全国大会(招待講演)(94.06)
142. T.S. Ray: ' Evolution and Complexity ' , Complexity:

Metaphor and Reality(94.07)
143. T.S. Ray:'A Proposa1 to Create a Network - Wide

Biodiversity Reserve for Digitai l11rganisms' ,Art i f
i c ia lL i feIV(94.07)

144.T.S.Ray:' Evolving Autonomous Software Agents' , R0-
MAN' 94(94.07)

145.下原:' Arti f ic ia lLi fe(人工生命)', bit別冊 バーチャ ルリアリ
ァイ (93.03)

146.下原:'脳コミュニケ ー ションの進化/自律生成機構' ,日本の科学

と技術(94.04)
147. 下原: ' Evolutionary Systems for Braln Communica -

t i ons  - Towards an A r t i f i c i a 1  Brain -
' ,Ar t i f i c i a lL i f e  「V(94.07)

148.下原:' ATRにおける人工生命研究の現状 一 進化システAと

しての人工脳を目指して 一',第2回関西情報関連学会連

合大会(94.07)
149.下原:' ATR人間情報通信研究所 進化システi研究室 一進

化システiとしての人工脳を目指して 一 ' , COMMUNICATION(コ
ミュニケ ーション)(94.08)

150. 下原:'進化システムとしての人工脳を目指しで ,第5回

「口求アイ クス・自動化システA」シンホ'ソウA 第4回「二ユ ー ラルネットヮ ー ク」シンホ''

ソウi(94.09)

151. 五十嵐: '二ユ ーロ・コンピュ ーティンクによる組合せ最適化間題の解法

一現状と将来一',情報処理(94.05)

152 . 五十嵐, 川人: ' 2層確率場モfルによる逆問題の解放 -
工ツ 11情報を用いた画像修復への応用一', 電子情報通信学
会論文誌D - ]I (94.06)

153. 五十嵐: ' シミュレ ーテッド・ア二一リンク法を用いた配送計画支援システ
A', 人工知能学会全国大会(94.06)

154. 溝口, 邊見,下原: '進化過程を利用した ハー ドゥェア自動設

計',シスチi制御情報学会研究発表講演会(94.05)
155. 溝口, 邊見, 下原:'Production Genetic Algorithms

for Automated Hardware ' Design Through an
Evolutionary Process' ,The First Conference on
Evolutionary Computation(94.06)

156. 佐々木(豊橋技科大),  増 山 ( 豊 橋 技 科 大 ) ,  山 川 :
AGVシステ4における最悪移動完了時間の理論的解析',,

日本オべレー ション1l1・リサーチ学会 春季研究発表会(94.05)
157. 山 川 ,  福 島 ( 奈 良 先 端 大 ) : ' A B1ock Para11e1

Conjugate Gradient Method fo r  Quadratic
Programming Problems' , T h e 3 r d  Conf. of the

Association of Asion - P a c i f i c O perationa1
Research(94.07)

158.石井, 福 水,渡辺:'最適化問題を解くホッフ'フィ ー ルドモfルの設
計法',電子情報通信学会二ユ ー ロコンピュ ーチィンク研究会(94.07)

159. 足立:' Time-domain simulation of sound production
in brass instruments. ' , 127th Meeting of the
AcousticalSociety of America(94.06)

160. 足立, 佐藤:'唇の2自由度モァ ルを用いた金管楽器シュミレー

ション',平成6年7月電気音響・音楽音響研究会(94.07)

161.和田: ' 人工細胞 ・ 理論発生学 ・ 進化システ1・' , 日 本 の 化 学 と

技術(春号)(94.04)
162.和田:' f l11タル生命の進化',岩波科学ライフフリ一11(94. 04)
163.和田:'システ4の進化と創造性' , 現 代 恩 想 「 特 集 = カ オ ス 複

雑系」(94.05)

164 . 和田:'集団遺伝学と進化シスァ4', 人工生命(94. 05)
165. 和田,  和田佳子(遺伝学研),  土居(富士通研),  田中

( 北 陸 先 端 大 ) ,  古沢(第一製薬) : 'E vo l u t  ionary
System:Structures and Functions ' , IEEE  World
Congresson Evolutionary Computation(94.06)

166. 和田:'生物と機械のはざまで - f イスパリティ仮説と遺伝子

重複をもとにした新しい進化システA論 一 ',平成6年電気学

会電子・情報・システi部門大会(94, 07)
167. ;111il見,  溝 口 , 下 原 : ' 生物の胚発生過程にならったHDしfロ

クフAの自動発生',第38回システ4制御情報学会研究発表講演
会(94.05)

168. l2i見 , 溝 ロ , 下原:'Deve1opment and Evolution of
Hardware Behaviors' , Art i f i c ia lL i fe  ]:V(94.07)

169. 邊 見 ,  構 口 ,  下 原 : ' Hardware Evolution - An HDL
Approach', J apan -U.S . A. Symposium on Flexible
Automat ion(94.07)

A T R光電波通信研究所

稲垣: ' 3素子ファイバ型光フェ ー ズドァシ ーによるコヒ ー レント電力合成
19l1)4年電子情報通信学会秋季大会(94. 09)

宮崎, 笠(KDl)):'Frequency Stabilization of FDM
OpticalSignals Using an Eiectronic Counter ' , IEEE
Photonics Techno1ogy Letters (94.06)
宮 崎 , 唐 沢, 吉 田 ( 三 菱 電 線 ) : ' 1.064µ m帯Ndドー ア光ファ

イバ増幅器' , 1994年電子情報通信学会秋季大会(94. 09)
高 橋 , 千 葉 , 唐 沢 : ' The Required Resolution of A/D
for Nu11Beamforming in a DBF Antenna ' , 1994IEEE
AP -S INTERNATIl11NAしSYMPOS I UM( 11)4. 06)
高橋, 千葉:'円偏波セル7タイアレクシン11 アレ ーアンテナの給電位相補正

時の送受間アイ、1レ ー ション' , 1994年電子情報通信学会秋季大会
(94.09)

三 浦 , 千 葉, 田中,唐沢:'ァイl11タルセルフl1 一ムステアリンクアレ ーにおけ

る捕捉追尾特性',電子情報通信学会 ァンテナ・伝播研究会
(94.06)
三 浦 , 千 葉 , 田 中 , 唐 沢 : ' f インタルセルフピ一11ステアリンクアレーにおけ

る捕捉追尾特性', 1994年電子情報通信学会秋季大会
(94.09)

三村, 松本(新日鐵), 金光(筑波大): '多孔質Siを用
いたSi系光ア バイス ' , 1994年電子情報通信学会秋季大会
(94.09)
山 田 , 千 葉 , 唐 沢 : ' SPHERICAL NEAR-FIELD MEASUREMENT
0F A PHASED ARRAY ANTENNA ATTACHED T0 A CAR BODY'

1994IEEE AP -S INTERNATIONAL SyMPOSIUM(94.06)
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10. 山田, 千葉:'球面近傍界測定による車載7工 一ズドァレーの素子
放射電界の位相測定' , 1994年電子情報通信学会秋季大会
(94.09)

11. 小西(三菱), 中條(CRL), 藤瀬:' 2台のレーザ光源をl1 -
.1,形成回路に用いた光制御アレーアンテナ',電子情報通信学会

論文誌B- II (94.05)
12 .千葉,  高 橋 , 唐 沢 : ' Transmitting Nu1lBeam Forming

with Beam Space Adaptive Array Antennas' , IEEE
VTC' 94(94.06)

13.千葉,大鐘:'アンテナに知能を持たせる研究 ー アタプティフアレ ーア

ンテナ ー ' , 通信工業(94.08)
1 4 . 千 葉 ,  田中,三浦:'専用LSIを用いた移動通信用DBFアン

テナによるマルチピ一4形成', 1994年電子情報通信学会秋季大
会(94.09)

15 .村上, 中 條 , 千 葉 , 藤 瀬 : ' Study on MutualCoupling
between Two Ports of DualS1ot -Coupled Circular
Microstrip Antennas ' , IEICE Transactions on
Communications(94.06)

1 6 . 村 上 , 千 葉 , 唐 沢 : ' EXPERIMENTAL INVESTIGATION 0F AN
L - BAND SLOT - COUPLED SELF - DIPLEXING
ANTENNA', ANTEM' 94(94.08)

17.村上,千葉:'光導波路型4素子リニアアレーアンテナ',1994年電子

情報通信学会秋季大会(94.09)
1 8 . 竹 内 , 千 葉 , 唐 沢 : ' Ka帯田ICを給電基板に用いたス口ツ ト結

合マイクロストリッフlアンテナ',電子情報通信学会 ァンテナ・伝播研究
会(94.05)

1 9 . 竹 内, 中條(CRL),藤瀬:'高誘電率給電基板を有するス

ロ ット結合マイクロスト '1 ツフ'アンテナの特性',電子情報通信学会論文
誌B- I I(94.07)

20 .竹内, 千葉:'多層接地導体板を有するスロット結合マイクロストリッ
フ''アンテナ', 1994年電子情報通信学会秋季大会(94, 09)

21. 田中,千葉,三浦,唐沢:'Dig i ta lS igna lProcessor
for DigitalMulti Beam Forming Antenna in Mobile

Communication',IEEE VTC'94(94.06)
22. 田 中 , 三浦,千葉:'ASICを用いた移動通信用1〕BFアンテナディ

111 タル信号処理装置', 1994年電子情報通信学会秋季大会
(94.09)

23.唐沢,南園(KDD),松戸(KDD): ' A propagation channe1
mode1 f o r  persona1 m o b i l e - s a t e 1 1 i t e
services',Progress in Electromagnetics Research
Symposium(PIERS' 94)(94.07)

24.唐沢:'移動体衛星通信における衛星タイバー シチと伝搬チャン'1ルモ
fル',電子情報通信学会 ァンテナ・伝播研究会(94.08)

25. 唐沢:'移動体衛星通信における衛星タイバー シチと伝搬チャンネルモ

fル' , 電波科学研究連絡委員会F分科会(URS I -F分科会)
(第387回)(94.09)

26 , 唐沢:'移動体衛星通信における衛星タイバー シチと伝搬チャンネJレモ
fル' , 1994年電子情報通信学会秋季大会(94.09)

27. 飯塚(Toronto Univ.),藤井:'Neura1 -Network Laser
Radar' , Applied Optics (94.05)

2 8 . 木 村 , 稲 垣 , 井上(三菱):'衛星間光通信用アンァナ精追尾
系の光ピー i追尾特性', 1994年電子情報通信学会秋季大会
(94.09)

29.下田平,多賀,藤井,飯塚(Toronto Univ.):'3D LASER
MICROVISION' , Proceedings of OpticalMethods in
Bio-Medicaland EnviromentalSciences(94.04)

30. 下 田 平 ,  多賀, 飯塚(Toronto Univ . ) : ' 3D LASER
MICROVISION' , 17th InternationalLaser Radar
Conference(94.07)

31.皆川,今井:'ミリ波MMIC FETスイッチの高アイ11レー ション化の検言寸

111)94年電子情報通信学会秋季大会(94.09)
32. 笠原 , 下田平:'MUSIC法と動的計画法の組合わせによる
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52. P.DAVIS:'光カオスの応用',応用カオス (合原一幸 編者)

(94.06)
53.P.DAVIS:'第53回注目発明選定より:信号発生器の適応

制御法',The OSTEC(94.07)
54. P.DAVIS:'Functiona10pticalChaos ' , Towards the

Harnessing of Chaos(M.Yamaguti ed.)(94.09)
55. P.DAVIS:'ピfオカオスと応用カオス理論の課題; ,テレピ:/ ョン学会誌

(94.09)
56. 下川:'並列分散処理系の性能の理解と通信網',複雑系札

幌シンポジウム(94.08)

57.下川:'Modeling of Infinitely Intermittent Traffic
Streams via the Palm Theory' ,  日本オぺレー ショJ111・リサーチ学
会春季研究発表会(94.05)

58. 下川:'通信網の複雑化と複雑系科学への期待',北海道大

学 数学講究録(94.08)
59.下川:'トラヒック強度0の定常トラヒ ック流',目本オぺレー ション;1・リサ ー

チ学会待ち行列研究部会(94.09)
60. 江川(名工大), 庭野(名工大),  藤田, 似鳥, 渡辺 ,,

神保(名工大),  梅野(名工大):' First Fabrication
of A IGaAs/GaAs Double-Heterostructure LED' s Grown
on GaAs (111)A Substrates Using Only S i l i c on
Dopant ' , 1994InternationalCon ference on Solid
State De:vices and Materials(94.08)

6 1 . 高 橋 ,  P.Vaccaro , 藤 田 , 渡 辺 , 江 川 ( 名 工 大 ) , 庭 野

( 名 工 大 ) ,  神保(名工大),  梅野(名工大): ' (311)A
面GaAs基板上に作製したI nGaAs/GaAs/A I GaAs歪み量子井
戸レーサの発振特性', 1994年電子情報通信学会秋季大会
(94.09)

62, 斎藤(NHK), 奥村(NHK), 草野(NHK), 山資(NHK), 渡

辺:' GaAs(111)A加工基板上の横方向p-n接合からのトンネル
効果の関与した光子放出', 1994年秋季第55回応用物理学
会学術講演会(94.09)

63. 細田, 川 島 , 富 永 , 藤原(九州工大):' A metastable
state in self -electro-optic effect devices using
S t a r k  l a dde r  t r a n s i t i o n s ' , S o l i d - State
Electronics(94.04)

64 .細田,富永,渡辺,藤原(九州工大): 'ワ二工・シュタルク局在効
果を利用した短周期超格子による、 光短パルス化素子

1994年秋季第55回応用物理学会学術識演会(94.09)
65. 細 田 , 富 永 , 渡 辺,藤原(九州工大):'短周期超格子に

おける光吸収サチュレー ション [ I  I ]  :短パルス光励起下における
現象', 1994年秋季第55回応用物理学会学術講演会(94.09)

66 .細田,富永,渡辺,藤原(九州工大): '短周期超格子に
おける光吸収サチュレー シ,ン [ I ] CW光励起下における現
象 ' , 1994年秋季第55回応用物理学会学術識演会(94.09)

67 . 山賀, P.DAVIS,奈良(岡山大) : 'シ ーケンシャ1レな記憶をもっ
神経回路網におけるカオス', 1994年テレl1 l11 ョン学会年次大会

(94.07)
68. 山 賀 ,  P.DAVIS, 奈 良 ( 岡 山 大 ) : ' Hierarchica1

Chaotic Transitions among Memory Sequences in a
Recurrent NeuralCircuit ' , 3rd Internationa1
Conference on Fuzzy Logic , NeuralNets and Soft
Computing(94.08)

69 .似鳥,藤田,渡辺:'H igh- cluality Si -doped GaAs/In 。. ,
A1o. g As Al te rna t ingス/4 Layers Grown on a
S l i gh t l y  Misoriented GaAs (111)A Substrate by
MBE', ICVGE -8(94.07)

70.若月,P.DAVIS:'BaTi0 3結晶中の2光波混合における不

均一増幅の基礎検討',1994年秋季第55回応用物理学会学
術講演会(94.09)

71.水上(NTT),平野(NTT),新上:' ハ ミルトニアンアルコリス .1,を用い
た多自由度光軸調整法',第33回計測自動制御学会学術講

演会(94.07)

72. 大 西 ,  平 井 ,  山 本 ( 村 田 製 作 ) ,  藤 田 ,  渡 辺 ;

ElectricalProperties of Se-doped A1(1aAs Layers
Grown on GaAs(111)A by MBE',第13回混晶エレクトロニクスシンホ' 111
ウ4(ASPEcs-13)(94.07)

73. 大西, 平井, 山本(村田製作), 藤 田 , 渡 辺 : ' Se-doped
A I GaAs Grown on GaAs(111)A by Molecular Beam
Epitaxy',第8回分子線エヒタキシ一国際会議(MBE - 'l1llI )(94.
08)

74.大谷,細田,渡辺:'三重障壁トンネリンクに及ぼす空間電荷の
効果; , 1994年電子情報通信学会秋季大会(94.09)

75. 大田原, 新上:'Materialdesign for third - order
opt ica lnonl inear i ty',InternationalQuantum
Electronics Conference(IQEC)' 94(94.05)

76 .大田原 , 新上:' Theory of materialdesign f o r3rd
order opticalnonlinearity centrosymmetric and
asymmetric cases. ' , InternationalConference on
O ptica1 Properties of Nanostructures(0PN)
94(94 . 09)

7 7 . 大 田 原 ,  新上:' 3次非線形光学材料の物質設計理論
1994年秋期第55回応用物理学会学術講演会(94.09)

78. 庭野(名工大), 江川(名工大),  藤田,  似鳥, 渡辺 ,,

神保(名工大) ,  梅 野 ( 名 工 大 ) : ' GaAs(111)A基板上
A I GaAs/GaAsタフルへテロ構造しDの作製',電子fパイス・電子部
品材料合同研究会(94.05)

79. 庭野(名工大),  江川(名工大),  藤田, 似鳥, 渡辺,,

神保(名工大), 梅野(名工大):'(211)A面GaAs基板上
のA I GaAs/GaAsタフルへテロ構造LEDの作製', 1994年秋季第
55回応用物理学会学術講演会(94.09)

80. 藤原(九州工大), 川島, 細田, 富永, K.P1oog(Pau1
Drude - I n s t i t u t e ) : ' Transmission I n t ens i t y
Osci11ations in GaAs/A I As Superlattices Induced by
Photogenerated Charge Transport',ICSt船1-7(94.08)

81 , 藤田, 篠 田 ,  山本, 武部, 渡辺:' GaAs growth on
Si(111)using a two-chamber MBE system',Institute
of Physics Conference Series(94.07)

8 2 . 藤 田 , 稲 井 ,  山 本 , 武 部 , 渡 辺 : ' Growth interruption
effects on GaAs p-n structures grown on GaAs (111)A
using only silicon dopant' , Institute of Physics
Conference Series (94.07)

8 3 . 藤 田 ,  似鳥, 細田, 江川(名工大), 庭野(名工大),,

神保(名工大),  梅野(名工大) ,  渡辺: ' MBE Growth
of A I GaAs P - N Junctions on GaAs (111)A Substrates
Using Only Sil icon Dopant ' , 8th Int , Conf. on
Vapour Growth and Epitaxy(94. 07)

84 . 藤田: ' GaAs (111)Aパタ ーン基板上の結晶成長と原子層ドー ピンク
による横方向p-n接合界面の制御',第6回原子オ ー タ ープロセス
技術調査専門委員会(94.09)

85.奈良(岡山大), P.DAVIS,W.BANZHAF(三表電機): 'カオスお

よび造伝的アルコリfムの持つ情報処理機能',応用カオス (合原
一幸 編者)(94.06)

86. 奈良(岡山大), P.DAVIS:'カオスと記憶',数理科学(特
集:脳のモfル化研究最前線)(94.07)

87 , 奈良(岡山大), P.DAVIS , 東辻千技子(岡山大), 東辻

浩夫(岡山大):'神経回路網における拘束条件付カオスを

用いた合成(Syn thes i s)機能', 日本物理学会秋の分科会
(94.09)

88. 富永, 細田, 川島, 渡辺 , 藤原(九州工大): ' Ana1og
operation of a symmetric self -electro-optic effect
device based on Wannier -Stark1ocalization' , CLE0''

94(Conference on Lasers and Electro -0ptics)(94.05)
89.富永, 細 田 , 渡 辺 : ' Self -electro-optic effect device
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using Wannier -Stark1ocalization in an unstrained
InGaAs/InA I As super la t t i ce  grown on GaAs
substrate' , CLE0 ' 94(Conference on Lasers and
Electro-0ptics)(94.05)

9 0 . 富 永 , 細 田 , 渡 辺 : ' Self -electro-optic effect device
using Wannier -Stark1ocalization in an unstrained
InGaAs/InA I As super latt ice grown on GaAs
substrate' , Electronics Letters(94.05)

91 .富永: ; (コン7ア レンスレホ'ー ト) CLE0/IQEC' 94報告 一 光スイッチ、
E0アバイス ー ' , レ ーザ研究(94.07)

92. 富 永 , 細 田 ,  川島, 渡辺 , 藤原(九州工大):'Ana1og
operation of a symmetric self -electro-optic effect
device based on Wannier -Stark1ocalization, and
its gain characteristics:An a11 -opticalana1og
transistor',Applied Physics Letters (94.07)

93. 富 永 ,  細 田 ,  渡 辺 : ' GaAs基板透過型ワ二工シュタルク型
SEED',1994年秋季第55回応用物理学会学術講演会
(94.09)

94. 武 部 ,  藤 井 ,  山本, 藤 田 ,  渡辺: ' 0rientation -
Dependent Growth Behavior of GaAs(111)A and(001)
Patterned Substrates in Molecular Beam
Epitaxy ' , I n s t i t u t e  of Physics Conference
Series(94.07)

9 5 . 平 井 , 大 西 , 藤 田 , 渡 辺 : ' Substrate misorientation
dependence of thermalstability of Si atom in Si
atomiclayer doped GaAs on GaAs (111)A ' , 3rd
1nternationalSymposium on Atomic Layer Epitaxy
and Related Surface Processes(94.05)

96.平井,大西,藤田,渡辺:'Di f fus ion  of Si -acceptor
inδ一doped GaAs grown on GaAs(111)A by molecular
beam epi taxy',第8回分子線エピタキシ一国際会議(MBE -
Ⅷ)(94.08)

97. 平 井 ,  大西, 藤田, 渡辺:'Thermalstabi l i ty of
acceptor S l i n (11 -doped GaAs grown on GaAs(111)A
by molecular beam epitaxy',21st Internationa1
Symposium on Compound Semiconductors(94.09)

98. 平野(NTT), 新上: ' 超潤滑',機械の研究(94.01)
99.平野(NTT),新上:'超潤滑:摩擦の無い状態',応用数理

会誌(季刊) (94, 01)
100. 平野(NTT),新上:'摩擦の起源:超潤滑',トライ ;11 ロ ン スト(5月

号, 1994年)(94.05)
101. 劉 ( 大 阪 大 ) ,  西 本 ( 大 阪 大 ) ,  下 村 ( 大 阪 大 ) ,  蒲生

( 大 阪 大 ) ,  已 瀬 ( 大 阪 大 ) ,  佐 野 ( 関 学 大 ) ,  安立(
日新電機),藤田,渡辺,冷水(大阪大),FABRICATION

0F GaAs/A I As QUANTUM WIRES ALONG[001]0N
GaAs(100)PATTERNED SUBSTRATES BY MBE' ,第7回国際

マイクロア口セスコン7ア レンス(94.07)
102. 劉 ( 大 阪 大 ) ,  西 本 ( 大 阪 大 ) ,  下 村 ( 大 阪 大 ) ,  邑瀬

( 大 阪 大 ) ,  蒲 生 ( 大 阪 大 ) ,  安 立 ( 目 新 電 機 ) ,  佐野

(関学大) ,  藤田, 渡辺, 冷水(大阪大): '  [ 0 01 ]微
細加工リッンをもっGaAs(100)基板上のCaAs/A I As多層構
造の成長' , 1994年秋季第55回応用物理学会学術講演会
(94.09)

103. 劉 ( 大 阪 大 ) , 山 本 ( 大 阪 大 ) ,  西 本 ( 大 阪 大 ) ,  上久
保(大阪大)  , 下 村 ( 大 阪 大 ) ,  蒲生(大阪大) ,  °巴 瀬

( 大 阪 大 ) ,  佐 野 ( 関 学 大 ) ,  安 立 ( 日 新 電 機 ) ,  藤田

渡 辺 , 冷フ'1( (大阪大): ' InxGa1-xAs/GaAs Quantum Wire
Structures Grown on GaAs(100)Patterned Substrates
with [001]Ridges',第8回分子線エピタキシ一国際会議
(MBE - VllI)(94.08)

A T R自動翻訳電話研究所

1.堂坂:'語用論的制約の翻訳に基づく日本語ゼロ代名詞の指
示対象の同定',情報処理学会論文誌(94.05)

A T R視聴覚機構研究所

l .  山田(光):'Head and eye coordination analysis and
new gaze ana lyzer  deve1oped f o r  t h i s
purpose ' , Stud ies  in Visual In format ion
Processing(94.03)

2 .  魚森, 山田(光):'Binocular eye movement in the
case of showing a moving st imulus to one
eye ' , only ' , S t u d i e s  in Vis u a1 Information
Processing(94.03)

3 . 林 : ' 0sci11atory NeuralNetwork andしearning of
Coutinuously Transformed Patterns',Neura1
Networks(94.04)

4 .  山 田 ( 光 ) ,  藤 井 ( 札 幌 医 大 ) ,  本郷, 村上(札幌医
大 ) ,  中野(札幌医大),  魚森, 内海(札幌医大),  吉

松 , 宮 沢 ,  (ときわ病院):'Analysis of the Head and
Eye Coordination in Patients with Alzheimer ' s
Disease' , I EICE TRANS. INF. &SYST, ,Vl〔1L.E77-D,N0.6
JUNE1994(94.06)

5 .  林:'Numerica1 Bifurcation Analysis of an
Osci11atory NeuralNetwork with Synchronous/Async
hronous Connections' , NeuralComputation(94.07)

5. 尾田:'人間のイ:1一ン形成過程の特性を利用した画像検索シス
テA',情報処理学会論文誌(94.07)

7 . 魚 森 , 西 田 : ' The dynaln ics of the visualsystem in
combining c o n f l i c t i n g  KDE and binocula.r
stereopsis cues',Perception&Psychophysics(94.0
5)

8 .  小 原 ( 人 間 ) , 相 川 ,  河原(人間):'時間周波数マスキンク
特性を模擬した聴覚7イ ルタモfルによる音声認識',日本音響
学会誌(94.06)
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〇テクニカルレポ ー トの公開

A T Rグル ー プでは、 社内研究資料と してテクニカルレポ ー トを作成しておりますが、 下記のレポ ー ト に

つきましては、 有料にて公開しておりますのでご紹介します。(*は英文レポ ー トを示す)

なお、 レポ ー トに関するご質間、 ならびにご希望がごさいましたら下記の各研究所窓ロへお問い合わせ下さい。

A T R通信システム研究所 〇619-02 京都府相楽郡精華町光台 TEL07749-5-1211

N0.

タ イ ト ル

N0.

タ イ ト ル

C -16

C-27

C-48

C-50

C-51

C-52

C -58
C-65
C-66
C -67
C-69

出版業におけるレイアウ トに関する専門知識

の調査
Symbolics用日本語入力フロント ェ ン ド ・ キ
ー ボー ドェ ミ ュ レー タ ー 「 J OK E R 」
要求理解プログラムの類似サー ビス検索部の
一部についてのA R Tによる実現
J O K E R シ ス テ ム  Symbolics側ソフトゥ
エア解説書

Symbolics 用 日本語タ ー ミ ナ ル ・ エ ミ ュ レ
一夕

Symbolics用 d v i フ ァ イ ル  プレビュア ー

システム

PV-WAVE拡張プロシジャ ー マニュアル
通信、ンフトゥェアの非手続的手法と解析手法の研究
通信ソフトゥェアの自動作成実験
C Gによる枝ぶり生成法
Software Design and its Automation Fina1
Report( 本 )

C -70

C -73
C -74
C -78

C -79
C -85
C -88
C-91

C -92

C -93

視点及び視線検出のための特徴点実時間抽出
処理と高精度化の検討
STR(State Transition Rule)記述仕様書
State Transition Rule(STR)Description( 本 )
視線検出装置とマウス を併用する指示入力法の
評価

通信サーピスにおける要求の理解
設計知識の構造化と活用
通信サーピス仕様から通信ン7トゥェアを生成する手法
オブ ソェクト指向f一タべ ー スのアクセス制御機構とセキュリティ設
計支援手法
パーンナル・コンストラクト・心理実験にもとづく自動車記
述のための概念検出可能性に関する研究
What You Say Is What You See
一 Interactive Generation , Manipulation
and Modfication of 3- D Shapes Based on
VerbalDescriptions-
設計知識の構造化と活用一設計知識の再活用一C-100

A T R音声翻訳通信研究所 〇619-02 京都府相楽郡精華町光台 11EL07749-5-1301

No タ イ ト ル

N0,

タ イ ト ル

IT-09

IT-29

音声デー タ ベー スにおける日本語形態素解析
マニュアル
マルチモ ー ダ ル ・ シ ュ ミ レー タEMM I を 用
いた道案内デー タ ベー スのテキスト

IT-35
IT-53

Multi -1eveltiming in speech
音声言語アー タ べ ースにおける日本語形態素マニュアル
の補遺

A T R人間情報通信研究所 〇61l1)-02 京都府相楽部精華町光台 TEL07749-5-1011

N0.

タ イ ト ル

N0.

タ イ ト ル

H -01 A NeuralNetwork Modelfor Arm Trajectory
Formation Using Forward and Inverse
Dynamics Models( 本)

Supervisedしearning for Coordinative
Motor Contr0 1( 本 )
A New Information Criterion Combined
with Cross -Valida tion Method to Estimate
Generalization Capability( 本 )
From EMG to Sound Patter ns of
Vowels:Sof tware
Word Recognition Using Auditory Mode1
Front -end Incorporating Spectro -Tempora1
Masking

H -07 Speaker - Independent Speech Recogni tion
Using an Auditory ModelFront End that
incorporates the Spectro -Tempora1
Masking Effect
Implementation of Feature Tracking and
Factorization Algorithm for Shape and
Motion Recovery from Image Streams
変換聴覚7イー ドバックの基礎検討 一 非定常ピ ッチ

変換による発声ピッチの変動にっいて 一

Dynamic Cepstrum Parameter Incorporating
Time -Frequency Masking and Its
Application to Speech Recognition
DynamicalContro1of Cluster Boundaries

H -02

H -03
H-08

H-09

H -10
H-05

H -06

H-11
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N0.

タ イ ト ル No タ イ ト ル

by Changing the State Space Structure of
an Associative Memory Mode1
Osci11atory NeuralNetwork and Learning
of Continuously Transformed Patterns
Switching the Vector Field According to
the Input of an Osci11atory Neura1
Network
NumericalBifurcation Analysis of an
Osci1latory NeuralNetwork with
Synchronous/Asynchronous Connections
Time -domain comb f i ltering for speech
separation
From EMG to formant patterns of vowels:
the implication of vowelsystems and
spaces
Indirect Measurement of Feature Saliency
in Face Processing
The production of 1ow tones in English
intonation
最適化原理に基づく運動パターンの生成と
認識に関する研究
DTWに基づく音声認識アルコリfムと統計的参照パタ
ーン設計法
Morphologicaland acousticalanalysis of
the n 1isal 1ind the paranasalcavities.
Art i f ic ia lLi fe Primer
音声情報処理への二ユ ーラルネットヮ ークの応用
Methods for modeling of soft- tissue
speech articulators
An analysis of the dimensionality of jaw
motion in speech
PhysicalModels for Edge Finding Snakes
ニュ ーロン系の工ネルf一最小化による最適解探索に
関する研究

H -48 Estimation of Dynamic Joint Torques and
Trajectory Formation from SurfaceEMG
signals Using a NeuralNetwork Mode1
進化システiを用いた遺伝子のコ一1インク領域予測 ソ ス
テムの開発

Evolutionaly System for the Computer
Screening of the Coding Regions of Human
Genome
シミュレ ーァッド・ア二一リンク法を用いた配送計画支援シス
7ム

中枢神経系における運動の適応 ・学習fカニスiモ
fルに関する研究
大規模非線形計画問題に対する逐次線形化法
CAM- Brainシミュレータの高速化 一 フlロクラ1,の改良
とCM-5への移植 一

The Perception of Concurrent Vowels:Peri
odic and Aperiodic Vowels
発振二ユ ーフ ルネットの遊走的な出力軌道の性質変化
に関する実験的解析
The Effects of Complex Extraneous Sounds
on a VowelContinuum.
VisualField Effects in MentalRotations
大規模2 次計画間題に対する内点法とその数
値計算にっいて 一逐次線形の部分問題への
適用を目指して 一

Time-domain simulation of sound produc-
tion in the brass instrument
The Asynchronous MFT Equation Converges
Faster Than the Hopfield Network
並列計算機CM-5を用いた逐次線形化法に対す
る数値実験
Exemplar - based and Norm- based Models of
Face Recognition
Nonparametric Regression for Learning

H-12

H -13
H-49

H-50

H -14
H -51

H-52

H-54
H-58

H-62

H-63

H-66

H-73
H -77

H-16

H -20

H -22

H-23

H-28

H -29

H-30

H -33
H -35
H -41

H -42

H-44
H -47

H -81

H-89

H-90

H-95

H -98

A T R光電波通信研究所 0619-02 京都府相楽郡精華町光台 TEL07749-5-1511

N0.

タ イ ト ル

N0.

タ イ ト ル

0 -02

0 -03
0-04

0 -07

0-09

0-10
0-11

0-12
0-13

0-14

0 -15

光衛星間通信に適用可能な光デバイス、 通信
方式に関する調査報告書
偏光変調/直接検波方式に関する実験的検討
衛星間通信に際して地球大気分子による吸収
の計算
S i選択ドー プG a A s / A I G a A s量子
井戸構造の発光応答
TOWARDS EXPERIMENTS IN FUNCTIONAL OPTICA1
CHAOS
有機高分子の非線形光学効果に関する調査
選択ドー プ量子井戸のサブバンド構造とサブ
バンド間吸収の解析
Tera Hertz Coherent Radar
Electronic str uctures of GaAs/A I As super
1attices( 本 )
トランスポリァセチレン・ソリトン付近の振

動モー ドの研究( 本)

非線形動力学の立場から見た神経回路網とそ

の情報処理機能
「非線形動力学のApplicabili tyワー クショッ プ 」

報告
多重伝搬路内におけるアンァナ特性の解析と
多重波干渉除去技術への応用
リミットサイクルを詰め込んだ、非対称な結
合行列を持つ、神経回路網の記憶想起特性
G a A s / A I G a A s お よ び I  n G a A s
/ A I G a A s量子井戸構造におけるサブバ
ンド間遷移
S I M Sによる化合物半導体中の不純物分析
光衛星通信実験用光変復調器の構成と特性
成層圈無線中継航空機を用いた
宇宙光通信実験
G a A s ( 1 1 1 ) M B E 成 長 と S  i ドー ピ
ング

高濃度S i ドー プG a A sのラマン散乱と量
子井戸サブバンド間吸収の外部光制御

0-16

0-17

0-18

0 -21

0-22
0-24
0-25

0-26

0-27
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N0.

夕 イ ト ル

N0.

タ イ ト ル

0-29
0-33

0-34
0-35
0-36
0-37

G a A s表面・界面の制御
マイクロ波帯移動通信のためのアンテナ・給電系
ハー ドゥェアの検討
多重波伝搬特性と等化方式の研究
ス ロ ッ ト 結 合 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ァ ン テ ナ
テフ へルッ・イf一ソンク・レ ー タ

Superresolution of Multipath Delay Pro -
f i l es  Measured by PN Correlation Method
and Its Application to Indoor
Propagation Analyses (本)

BER Performance of Anti -Multipath Modula
tion Scheme PSK - VP and its Opti [num Phase
一Waveform( 本)

In -Room Transmission BER Performance of
Anti -Multipath Modulation PSK-VP(1)

偏光変調/コヒ ー レント検波方式に関する実
験的検討

光空間制御アレー アンテナの励振分布と放射
特性
A T R光電波通信研究所の5 年間の歩み

MM I Cの超小型化・高機能化技術の研究

0-44
0-45

0-46

0 -47
0-48

0-49
0-50
0-52

0 -56
0-60
0-63
0-64
0-65
0-67

0-73

1991年度MMIC研究成果報告
Mode11ing of S1ot Coupled , Circular
Microstrip Patch Antenna Elements
移動体衛星通信用DBF アンテナ信号処理部の構成
とその特性
MM I C回路構成法の研究
球面走査アンテナ近傍界測定におけるアライ
メント誤差の影響
4mφ大型球面走査アンテナ近傍界測定システ
ElectricalContacts on(111)A GaAs
ワ二工・シュタルク 局在現象を利用した自己電気光学
効果素子
MMI C非線形アバイス回路の研究
移動体衛星通信用アクティフ'アレーアンテナの研究
ピー AスべースCMAアタfティフ'アレ ー

室内における多重波伝搬特性の研究
ニュ ー フ ルネットヮ ー ク を用いた適応等化器の研究
スa ツ ト結合型円形マイク口ストリ 17'アンァナ の端子間相互
結合特性
ピーし 伝搬法によるステッ プ型光導波路の解析

0-38

0-39

0-40

0-41

0-42.

0-43

A T R自動翻訳電話研究所 〇̃619-02 京都府相楽郡精華町光台 「EL07749-5-1111

N0.

タ イ ト ル

N0.

タ イ ト ル

I -01
I -02
I -03

I -05
I -06
I -07
I -08
I -09

I -10

I -11

I -12

I -13

I -14

自動翻訳電話の基礎研究( 本 )

通訳を介した電話会話の特徴分析
多層音韻ラ ベルをもっ日本語音声デー タ べ一
ス

連続音声認識
時間遅れ神経回路網による音韻認識(本)

通訳を介した電話会話収集デー タ
日本語品詞の分類
簡易検索言語を持つ音声デー タベー ス管理シ
ステム

Research Activities of Speech Processing
Department
対話型操作環境をヮ ー クベンチごとに設定で
きるメニュ ー システムの作成

音声信号処理の基礎操作を提供する機能モジ
ュ ー ル群の作成
Voice Conversion by Analysis-Synthesis
Method
Generalizing Unification in Semantic
Networks toward NaturalLanguage Under -
standing
A Description of English Dia1ogues by
StructuralCorrespondence Specification
Language:SCSL
電話対話と端末間対話の比較( 本)

自然言語対話理解ワ ー クショップ講演要録
(1987.12.27-28)(本)

Hidden Markov Mode1を用いた日本語有声破
裂音の識別
音声デー タベー ス構築のための視察による音
韻ラ べ リ ン グ

I -22 Research Activities of the NaturalLan -

guage Understanding Department and the
Knowledge and Data Base Departmant
Quality Contro1of Speech by Modifying
Formant Frecluencies and Bandwldths
種々の発声様式における韻律パラメ一夕の性
質にっいて
種々の発生様式における日本語音声の韻律の
特徴とその制御について( ネ )

目本語発話行為タイプの解析(I)(率)
テ キ ス ト ・ デー タベー スからの慣用表現の自
動抽出

研究用日本語音声デー タ ベー ス利用解説書
言語デー タ ベー ス用格、 係り受け意味体系
日本語孤立発声単語における母音無声化の分
析と予測
音声・言語インタフェ ー スの予備検討
素性構造とその単一化アルゴリズムに関する
検討

A Phoneme しattice Parsing for Continuous
Speech Recognition
Modularity and Scaling in Large Phonmeic
NeuralNetworks
会話テキス トの機械通訳のための翻訳単位の

表現と計算(本)

言語デー タ ベー ス統合管理システム(本)
動詞敬語の相互承接について一句構造文法理
論を用いた構文論的説明 一

解析用辞書開発作業に関する一考察
The Formalization of a Know ledge Base
for English

I -23

I -24

1 -25

I -26
1 -27

I -28
I -29
I -30

1 -31
I -32

I -33

I -34

I -35

I -36
I -38

I -39
I -41

I -15

I -16
I -17

I -18

I -19
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N0.

夕 イ ト ル

N0.

タ イ ト ル

I -42
I -43

I -44

目標指向型対話における次発話の予測
言語デー タ ベー ス作成のための日英対訳対応
付け
Record of Six Work Sessions on Concepts,
Methods, and Tools from Existing Running
Real -Size MT Systems
タイプ付き素性構造に対する操作:動機およ
び諸定義(本)
キー ボー ド会話収録システムについて
Hi dden Markov Mode1を用いた英単語認識
英語音声デー タベー スの作成
句構造文法にもとづく目本語文の解析
H MM音韻認識におけるモデル継続時間長の
制御手法( 本)

目本語音韻継続長における文発声固有の性質
にっいて( 率 )
ニュ ー ラルネットによる英文単語列予測モデ

ルの検討(本)

複合合成単位を用いる規則音声合成における
単位選択尺度にっいて(本)

Pragmatic Extensions to Unification-
Based Formalis[ns.
Typed Features Structures:the Language
and its Implementation
合成用目本語音声デー タ ベー スの概要
HMM音韻認識に基づくヮ ー ド ス ポ ッ テ ィ ン
グ(本)

Fast Back -propagation Learning Methods
for NeuralNetworks i n Speech
Speech Research at ATR Interpreting
Telephony Research Laboratories
対話文翻訳における英文生成システムの検討
ニュ ー ラ ル ネ ッ ト ヮ ー クの音声情報処理への
応用
解析過程の制御を考慮した句構造文法解析機
構の検討
Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department
Modified Mltalk
対話翻訳のための階層型プラ ン認識モデル
目標指向型対話におけるドメイン知識の調査
Tools for FundamentalFrequency Mode1 -
l ing
Research Activities of the NaturalLan-
guage Understanding Department and the
Knowledge and Data Base Department for
1988
RETIF:A Rewriting System for Typed Fea-
ture Structures
ス ぺ ク ト 口 グ ラ ム ・ リ ーディング知識を用い

た音韻セグメンテーション・エキスパー トシ
ステム
The ATMS ManualVersion1.1ATMS説明書
1.1
Politeness Strategies in American Eng-
1ish Telephone Dialogues 米語電話会話に
おけるていねいさの表現
形態素情報利用解説書 (兼作業マニュアル)

I - 79

I - 80
I - 81

I - 82

I - 83

I - 85

I - 86
I - 86

I - 86

I - 89

I - 90

連続音声デー タ ベー スにおける言語・韻律情
報(別冊付録 文リスト及び係り受け構造)
否定文の理解に関する研究
音素的特徴の動的性質を用いた調音結合の正
規化
HMM音韻認識と拡張L R構文解析法を用い
た連続音声認識
対話参加者の心的状態に関する制約に基づく
発話解釈モデル
T D  NN音韻スポッティングと拡張L R パー

ザを用いた文節音声認識
研究用A T R日本語音声デー タ ベー スの作成
研究用A T R目本語音声デー タ ベー スの作成
(別冊 連続音声テキスト)

研究用A T R日本語音声デー タベー スの作成
(別冊 不特定話者音声テキスト)

時間遅れ神経回路網 ( T  D N N )  を用いた音
韻/音節ス示1ツ ティク

Para11elism, Hierarchy, Scaling in Time-
Delay NeuralNetworks for Spotting Pho-
nemes and CV-Syl1;ibles
対話における名詞句の同一性の理解とその応
用

セパレー ト ベクトル量子化に基づく話者適応化
7ア :/ ィ べクトル量子化に基づく話者適応化
ベクトル量子化話者適応のHMM音韻認識への適用
ベクトル量子化話者適応の時間遅れ神経回路網
(TDNN)による音額認識への適用
話者重畳型HMMを用いた調音様式の話者適応
化
ベクトル量子化話者適応化の研究
話者適応化における写像方法の比較
音声言語目英翻訳実験システi, (SL-TRANS)
時間遅れ神経回路網(TDNN)による音韻スホ'ッティン

クのための効果的学習法
結合価情報を用いた誤認識単語の推定手法
単語間の連続確率を用いた付属語列の生成実
験
高精度HMMを用いた英単語認識
係り受け関係を用いた文節候補選択処理
SL -TRANSにおける、文節候補選択処理、問合
わせ処理
文節候補選択処理のための係り受けf ー タ
会話文音声生成のための音声合成、 および二ユ

ーラルネットヮークの連続音声への適用
Multiple Inheritance in RETIF
ResearchActivities of the Speech Pro-
cessing Department
0N INTERPRETATIONS 0F A FEED -FORWARD
NEURAしNETWORK
Research Activities of the Natura1 Lan-
guage Understanding Department and the
Knowledge and Data Base Department for
Feb.1989-0ct.1989
ニュ - フ ルネットにおけるバック プロパfー ション学習の効率化
方法
Connectionist Large Vocabulary Word Re-
cogni t ion
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I -121

I -121

I -122

I -123

I -124

I -125

I -126
I -128

日英機械翻訳システ4における生成文の評価
ー 「ダ」型表現を中心にして一

日英機械翻訳シスァムにおける生成文の評価

ー 「ダ」型表現を中心にして一 (付録)
Constructive Neura1 Network for Speech
Recogni tion
HMM音韻連結学習とNETgramを用いた英単語
音声の認識

Efficient Disjunctive Unification in a
Bottom-Up Shift -Reduce Parser
文節に基づく単一化文法の一案 特に任意要
素類の扱いを巡 つ て

Cross-Language Voice Conversion
Known Current Problems in Automatic
Interpretation:Cha11enges for しanguage
Understanding
Strategic Lazy Incrementa1 Copy Graph
Unification Method
シ7ト不変型決定論的fルッマンマシンによる音声認識
SL-TRANSの現状と課題
波形重ね合わせ法による合成音の品質にっい
て

音韻環境に応じた音声合成素片の接続方法の
検討

The MapSignalremote speech editor
Experiments in pitch extraction
Auditory nerve fiber spike generation
mode1
複合音声単位を用いた規則合成実験システ1・
複合音声単位を用いた規則合成実験システA (付
録アロクラムリスト)
テキスト・データ ベースを用いた分脈自由文法の適用確
率推定
種々の音韻連接単位を用いる規則合成方式の
診断的な評価

大規模音声テ'一タべスに基づく音声合成
TDNN音韻スホッティンクと予測パーザを用いた大語f集
単語音声認識

TDNNの構造の音韻認識率、 、1フトインバリアント性への
影響
Hidden Markov Mode1による音韻認実験の結
果

HMM音韻認識における音韻連鎖統計情報の利
用
自動翻訳電話研究用言語f ー タ べ ースの構成

日英対訳対応f ー タ

日英対訳対応f一タの仕様
日本語解析文法の意味表現について
Sし 一TRANSにおける日本語文法の概要
対話f一タべ ースからの頻度情報の抽出
Generalized LR Parsing in Hidden Markov
Mode1
素性構造の単一化に基づくパーサの並列化方式
Time -Frequency Spectra1 Estimation of
Speech-The Role of Variance In Estimator
Performance
ABMT FOR TEXT AND DIAし0GUE a perliminary
assessment of its potentials

I -166

I -167

I -168

I -169
I -170
I -173

I -174

研究用日本語音声f ー タ べ ース利用解説書 (連続音
声f一 タ編)

Automatlc Language Recognition Using
Acoustic Features
統計による音声認識候補の絞り込みに関する
考察
音声認識における文法活用の有効性
音声認識用言語モfル構築に関する考察
ATRにおけるNeuralNetworkを用いた音声
情報処理
Study on Combining HMMs and Neura1 Net -
work Models -TDNN - HMM for Phoneme Re-

cognition -
声質変換技術と高品質ピッチ変換法

ニュ ーラルネットによる英単語品詞列予測モ11ル
ニュ ーラルネットによる音素7イ ルタを用いた母音認識
Some ComputationalApplications of Lex -
icalFunctio ns
並列自然言語処理における単一化手法の高速
化
中間概念を定義した知識ベー ス作成手順
A T R自動翻訳電話研究所シンホ'l11 ウi,の開催

発話変動にロバストなTDNNの検討
Overview of ATR Basic Research into
Telephone Interpretation(ATRにおける自動
翻訳電話の概要)
「 は 」 と 「 が 」 の 処 理

ATR対話f ー タ べー スの内容

A Design for a Disambiguation-Based
Dia1og Understanding System曖味さのない
対話理解システiの設計

A Fuzzy Training Approach for Phoneme
Classification NeuralNetworks
A Study on Speaker Individuality Controi
単語間の共起関係を定義した知識ベー スの構成
とその制御方法
言語情報を利用した母音継続時間長の制御
A BilingualDia1ogue Database for Auto-
matic Spoken Language Interpretation
between Japanese and English
MONA 一しISA:Multi rRoda10ntologica1 Archi -
tecture forしinguistic Interactions and
Scalable Adaptations
話者重量型HMMによる文節認識

階層的クラスタリンク手法の訳語選択への応用
依存関係合成による機械翻訳システム PARTs
タイフl付き素性構造主導型生成
Optimization of Unification- based Gene-
ration
単一化文法解析生成システiのための英文法
Connectionist Large-Vocabulary Continu -
ous Speech Recognition
ニュ ー ラルネットヮ ークによる音声認識の研究̃発表論

文集̃

対判定型二ユ ーラルネットヮ ークの原理と時間遅れ神経

回路網との統合によるロバストな音素認識
単語の意味カァ;1 リ ーを用いた係り受け整合度の
平滑化
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I -216

I -217
I -218
I -221
I -223
I -228

I -229

Comparing Fricatives:A SpecialAnalysis
of /hi/and/C5/in Japanese and German
目本語形態素分析の細則
言語i一タ べー スから抽出した知識fータの分布

歪み尺度測地線を用いた音声スべクトルの補間
伝送誤りに強いVQ符号帳構成法に関する検討
Tools for Monitoring Para11elLisp Pro-
grams
Unification-Based Parsing on Increasing
Levels of Para11elism並列効果の高い単一
化解析法
Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department
Research Activities of the Natura1 Lan-
guage Understanding Departmentand the
Knowledge and Database Department for
Nov.1989̃Mar.1991
Text - I ndependent Speaker Recognitlon
Using NeuralNetworks
Determining Surface Form for Indirect
Speech Acts in English
Speech Recognition Expert System.A
study on Knowledge and NeuralNetworks
Integration
A Study on Expert System and NeuralNets
for Speech Recognition
The Role of Identifiability and Accessi -
bi l i ty in Accouting for Japanese Zero
Pronouns
A Basic Introduction to Planningand
Meta -Decision-Making with Uncertain
Nonde terministic Actions Using Second-
O rder ProbabiIities
Communicative Functions of Spoken Japa-
nese and Its Meaning Interpretation on
MT System
Research Activities of t he Speech Pro-
cessing Department , January through
Decem ber , 1991
A Study of Speaker Adaptation and Speak-

er Individuality
Third Person Referring Expressions in
English
話者選択手法を用いた音声認識の基礎検討
混合連続分布HMMを用いた移動べクトル場平滑化
話者適応方式
Discourse Management Mechanism on Spoken
Dia1ogue Processing(in an MT System)
English- Japanese Transfer by ASURA Frame
work
A Study on Language Modeling for Speech
Recognition
Tree- based Unit Selection for English
Speech Synthesis
SL -TRANSの日本語標準表記に関する検討
Research Activities for the NaturalLan-

guage Understanding Department and the
Data Processing Department for Apr.1991

̃Mar.1992
混合連続分布HMM移動べクトル場平滑化話者適応
方式の文節認識性能の評価
Automated Labelling of Prosodic Aspects
of English:FinalReport
単一化に基づく構文解析:入門編An I nt ro -
duction to Unification-Based Parsing
Techniques
Easier C programming Input/output faci -
1ities
Easier C programning Some usef u lobjects
Easier C programming Dynamic programming
目英対話f ー タ べ ースへの発話行為タイプの付与方法
に関する基礎的検討 First Steps Toward
Annotation I11ocutionary Force Types to
a BilingualDia1og
言語f ー タ べ ース用格・係り受け関係属性付与基準

一 深層格編 一

マイク入力音声で混合連続分布HMMの電話音声
認識への適用
変換知識作成のためのコー パス検索テ'ー タ
Research Activities of the Natural Lan-
guage Understanding Pepartmentand the
Data Processing Department for Apr.1992
̃ Jan.1993
ResearchActivities of the Speech Pro-
cessing Department,January through
December , 1992
雑音環境下文節認識実験によるWLR・WGD・
SGDSの距離尺度の比較
ATR対話f ー タべ一ス用英語形態素解析作業基準書
言語T ー タべ ース用格係り受け関係属性付与基準 一

表層格編 一

文脈自由文法を用いた連続音声認識
日本語形態素解析法の評価

ニュ ーラルネットヮ ークを用いた話者適応化および不特
定話者連続音声認識の研究 一 発表論文リスト ー

The ATR-CMU Conference Registration Task
Speech Database User' s Guide
音声言語翻訳実験システムASURAの対象コー パス
雑音環境下連続音声認識および話者適応に関
する研究

自動翻訳電話国際共同実験の実施報告
ATR対話1r'ー タ べ一ス用会話収集と文字化
The Need for Second-order Probability
Distributions Under Repeated Trials with
Nonlinear Utilities or Catastrophic
Outcomes
The Meanings of Ability Utterances with
Applications to Dia1og Understanding
音声認識のための音声分析とラベル変換
S/Splus for Speech Processing Research
at ATR/ITL
Japanese generation within ASURA Home-
work
A English Analysis Grammar in a Unifi -
cation- based frame work
音声f ー タ・ラ べ リンク・マニ ュアル
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I -360
I -368

I -370

LRパーザの応用法
Results of the ABDUCK Disambiguation
System ABI)UCK ABDUCK会話理解システムの概要
Multi -Agent Communication and Commitment
and The BEHOLDER family of algorithms
for scheduling multiple para11eluncerta
in processes underlimited -resorce con -
ditions
Research Activities of the Speech Pro-

cessing Department , January through March
, 1993
Research Activities of the Natura1 Lan-
guage Understanding Department and the
Data Processing Department for February
1993̃March1993
FBI:A Program for inferring stochastic
grammar rules from example text

I -374

I -377

I -872
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N0.

夕 イ ト ル No タ イ ト ル

A-01

A-02
A -03

A-05
A-06

A-07

A -08
A -09

A-00
A -11

A-12

A -14

A-15

A-16

A -17
A -20
A-21
A-22
A -23

A-24

A-25
A -26
A -27

A-28
A-29
A-30

A -31
A-83
A-34

音声認識のための重み付きケプストラム距離
尺度( 本 )
文字認識機能を持つ文字フォントェデ ィ タ ー

時空間的なマスキングパ夕一ンから見た聴覚
系内における音声スぺクトル表現( 率 )

スぺクトログラムリ ー デ ィ ン グ

音声知覚におけるスぺクトルタ ー ゲ ッ ト 予 測
モデルの評価( 本)

リスプマシン用イメ ー ジスキャナ接続プログ
ラ ム  K A O R U
U n  i xのセキュリティに関する考察

高速視覚刺激提示装置A T R タ キ ス ト
スコ ー プ
漢字デー タ ベー スC H I C
A T Rタキストスコ ーア制御、1フトゥェア

- ATRTSPとクラ7イックコンパイラ ー

Properties of visualmemory for b1ock
patterns( 本 )
逆 転 ラ ン ダ ム ・ ド ッ ト ・ シ ネ マ ト グ ラ ム の 移
動限界(本)

網膜モデルTAM I Tの計算機シミュレー

シ ョ ン
S T A X  S R  A P roの周波数特性
一 人工耳及びダミ ーヘ ッドによる測定一

コネクショニストモデルと認知心理学
テクスチャ 一識別の心理学的研究の展望( 本 )

誘発電位による両眼視機構の研究
音の鋭さと振幅包絡
時空間フィル夕を用いた運動視知覚モデルの
検討

0n the Approximate Realization of Contin
uous Mappings by NeuralNetworks
アイコンに関する研究および標準化の動向
研究用日本語音声デー タ ベー ス利用解説書
色度ランダムドットパ夕一ンにおける運動弁
別と領域分離( 本)

誘発電位記録解析システム
VM S 版 S  A Sの使い方
リスプマシン上の音声処理ユー テ ィ リ テ ィ

-SPIRE, synthesizer,PEF入門 一

認知地図形成過程のモデル化に関する一考察

on the Capabilities of NeuralNetworks
聴覚実験用へ ッドフォンアンプシステム

A -35
A -36

A -37

A-38

A -42

A -43

A-45

A -46

A -47

A-48

A -49

A-50
A -51

A -52

A-53

A -54

A -55

アイコンの認知容易性に関する諸要因の検討
ゲシュタルト心理学の流れを汲む最近の
視知覚研究
ATR NeuralNetwork Research on Speech
Processing( 本 )
パタ ー ンの良さ判断に対するシンメト口 ビー

尺度の有効性
マルチD S Pで構成する多チャンネル蝸手
フィルタバンクの試作
乳児の泣き声における音響特徴の分析と
カテゴリ一判断の単位
A1liant , Convex,Ncubeのア ーキ テ ク チ ャ と パ
フォ ー マンス
A CompuationalCochlear Nonlinear Prepro
cessing Modelwith Adaptive Q Circuits( 本

視覚・認知機構研究における並列処理計算機
N C U B Eの利用にっいて
視覚・認知機構研究における並列処理計算機
NCUBEの利用にっいて (フ'ロク フ i 仕 様 付 )

日本人とァfリカ人における英語/r ,1, w/音知覚
の手掛かり
音の高さの知覚一「音響心理と聴知覚」 よ り 一

Sharpness and amplitude envelopes of
broadband noise
Effects of Preceding Scale on Me1odic
Pitch Interva1
Modeling of contextualeffect based on
spectralpeak interaction
PerceptualUnlts of theInfaut Cry

Motion and depth perception with
dichoptic-sequentialpresentation of
random-dot patterns

Trajectoty Formation of Arm Movement by
Cascade NeuralNetwork ModelBased on
Minimum Torque-change Criterion( 本 )

Objective Functions for Improve Pattern
Classification with Back -propagation
Networks(B P ネ ッ ト ヮ ー クにおける誤差測
度の改良)( 本 )

A Hybrid Speech Recognition System Using
HMM an LVQ - trained Codebook
A T R視聴覚機構研究所画像入出力システム

A -56

A -60

A-61

A-62
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の概要
D F Tと聴覚スぺクトログラムを用いたHM
M音声認識( 本 )

Identification of Kanji and Kana
characters within Japanese words
日本語の視覚的処理単位
一単語認識過程における諸現象 一

音とは何か -NaturalCoverpntation ,

” W.Richard Ed第4章より 一

神経回路モァ ル による画像の情報処理について
文書画像検索システi CHASERS
ニュ ー ラ ル ネ ッ ト ヮ ー クを用いた手書き文字
認識
CGを用いた心理実験に基づく空間認知モデル
CCを用いた心理実験に基づく方向評定モデル
D F Tと聴覚スぺクト口グラムを用いたHM
M音声認識(PART2)(本)
可変残響室の残響時間測定
スケルトンを用いた階層的形状記述およびニ
ュ ー ラルネットによる階層的形状識別
ノイマンを越えて 一 視聴覚認知機構研究に

おける並列計算構成理いて 一

日本入発話の英語及び外国人発話の日本語の
プロソディに関する研究
音声 ・発話障害の定量評価に関する研究
U N  I X版S A Sの使い方
聴覚実験用へ ッドホンの歪率の測定
3次元知覚における手がかり間の相互作用
Psychoacoustic evidence for the
contextualeffect mode1
Optimization and Learning in NeuralNet-
works for Formation and Contro1of Co-
ordinated Movement( 本 )

A New HMM/LVQ Hybrid Algorithm for
Speech Recognition
The proofreading of Japanese sentences:
visua1, and semantic processing
Effects of the Preceding Scale on
Melodic Interva1 Judgment in Terms of
Equality and Size
Mc Gurk Effect under Conditions with or
without Noise
Extraction of the Nonlinear G1obalCoor -
dinate System of a Manifold by a Five
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